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特 集 に あ た っ て

昨 年 刊 行 し た 本 誌 第32 号 で は 「 金 華 山 の サ ル ・ 個 と 群 れ と 」 と 題 し て 特集 を

組 ん だ 。 そ の 特 集 は2017 年 交 尾 期 にA群 を 離 脱 し た 第 一 位 オ ス 「 ハ タ 」 を 軸 に 、

三 つ の 論 文 か ら 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 「 群 れ の 内 」 と い う 概 念 を 導 入 す る こ と

で 、 野 生 ニ ホ ン ザ ル の 群 れ の 実 体 に 肉 薄 す る ひ と つ の 道 筋 が 拓 け た 。

高 齢 の メ ス2 頭 が2 名 の 研 究 者 に よ る 群 れ の 追 尾 調 査 で 連 続54 日 間 、 群 れ で

は 確 認 で き な か っ た が 、 そ れ は 群 れ の 内 、 す な わ ち 研 究 者 の 視 界 に 入 ら な か っ た

だ け で 、 群 れ の メ ン バ ー の 日 常 的 な 広 が り の 中 、 な い し 群 れ の 行 動 圏 内 に は い た

こ と が 断 片 的 な が ら 明 ら か に さ れ た の で あ る 。 こ の こ と は メ ス の 群 れ 離 脱 を 考

察 す る 際 な ど に き わ め て 有 効 だ と い え よ う 。

そ う し た 背 景 の 中 、2 年 後 の 昨年(2019 年 ） の 交 尾 期 に は 、A群 の 隣 接 群BI

群 で 第 一 位 オ ス の 離 脱 に 伴 う 群 れ の ま と ま り の 崩 壊 と も い え る 現 象 が 起 き 、 群

れ の 内 で は 確 認 さ れ な い メ ス が ど こ で 何 を し て い る の か 、 い く つ も の 事 例 を 観

察 す る こ と が で き た 。

自 然 を 相 手 に し た フ ィ ー ル ド ワ ー ク は 本 当 に 面 白 い も の で 、 今 ま で 長 い こ と

見 る こ と の な か っ た 事 柄 が 、 い っ た ん 遭 遇 す る と 、 繰 り 返 し 出 会 え る よ う に な る

も の だ 。 筆 者 はB] 群 を 調 査 中 の 研 究 者 か ら そ の 状 況 を 聞 い た と き 、 先 の 特集 の

キ ャ ッ チ フ レ ー ズ “ 「 ハ タ 」 の3 点 セ ッ ト ” の 、 「 ハ タ 」 よ り も っ と 奥 、 は る か 先

にB1 群 を 離 脱 し た 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 と か れ に 追 随 す る メ ス の 存 在 を 鮮 明

に 想 像 で き た し 、 そ の と き 即 座 に 浮 か ん だ の が “ 「 ハ タ 」 の 彼 方 に 「 タ イ ヨ ウ 」

が ” と い う キ ャ ッ チ フ レ ー ズ だ っ た 。

し か し 、 学 問 的 に は 嬉 し い 悲 鳴 と い え る の だ が 、 そ の 後 のBI 群 で の 事 の 成

り 行 き は 、 こ の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ を ど ん ど ん 越 え て い き 、 遂 に は 群 れ の あ り よ

う や 個 の 生 き 方 に つ い て 、 筆 者 が 常 々 抱 い て い た 根 本 が 問 え る と こ ろ ま で 行

っ て し ま っ た 。 本 特 集 の メ イ ン は も ち ろ ん 特集I のB 1 群 で の 出 来 事 だ が 、 そ

こ か ら 派 生 し た テ ー マ で さ ら に 三 つ の 特 集 を 組 む に 至 っ た の は そ の た め で あ

る 。

B 国 の 調 査 は 本 年5 月 ま で 続 い た し 、 筆 者 を 含 め 本 特集 の 執 筆 者 に と っ て は

問 題 が 問 題 だ け に 十 分 な 時 間 が あ っ た と は い え な い が 、 そ れ で も 、 ニ ホ ン ザル 学

の 歴 史 の 中 で エ ポ ッ ク メ イ キ ン グ な 特 集 に 仕 上 が っ た の で は な い か と 、 編 集 責

任 者 と し て は 自 負 し て い る 。

折 し も 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 猛威 に 世 界 中 が 晒 さ れ 、 日 本 で は 今 ま で 馴 染 み



の な か っ た 「 新 し い 生 活 様 式 」 へ の 大 転 換 が 強 く 求 め ら れ て い る 。 連 日 の よ う に

新 聞 や テ レ ビ で 報 道 さ れ る ニ ュ ー ス を 見 聞 き す る た び 、 筆 者 の 脳 裏 で は 旧 来 の

生 活 様 式 が 餌 付 け さ れ た 野 猿 公 苑 の サ ル に 被 さ り 、 新 し い 生 活 様 式 が 自 然 の 中

の サ ル と 二 重 写 し に な る 。

野 猿 公 苑 の 餌 場 に 集 ま っ た サ ル の 生 き 方 を 支 配 す る の は 餌 を め ぐ っ て の 競 争

の 論 理 （ 競 争 原 理 ） で あ り 、 野 生 の サ ル の 生 き ざ ま を 支 配 す る の は 、 そ の 対 極 の

論 理 （ 競争 の 裏 側 の 論 理 ） で あ る 。 実 際 、 マ ス メ デ ィ ア が 伝 え る 新 し い 生 活 様 式

の 具 体 的 な 一 つ 一 つ に は 、 ど こ に も 、 私 た ち が 馴 染 み 切 っ た 競 争 の 論 理 に 基 づ く

事 項 は 含 ま れ て い な い 。

そ う す る と 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス が 今 サ ル 研 究 者 に 迫 っ て い る の は 「 新 し い 思

考 様 式 」 、 す な わ ち 、 競 争 の 論 理 と そ れ に 基 づ く 損 得 勘 定 一 辺 倒 で は な く 、 そ の

対 極 に あ る 論 理 を 十 分 わ き ま え た 思 考 で は な い か と 思 え て く る 。 そ し て4 本 立

て の 本 特 集 が 、6 名 の 執筆 者 を は じ め と す る 若 い 研 究 者 た ち の 、 新 た な 論 理 に 基

づ く 真 の サ ル 研 究 へ 、 先 駆 け の 役 割 を 担 っ て く れ れ ば と 願 う 。

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生
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特 集I

第 一 位 オ ス の 離 脱 と 群 れ の 崩 壊

2019 年 の 交 尾 期 、 金 華 山 のB 1 群 で 第 一 位 オ ス の 離

脱 に 端 を 発 し た と 考 え ら れ る 群 れ の ま と ま り の 一 時

的 崩 壊 と い う 現 象 が 観 察 さ れ た 。

こ の 特 集I は 、 そ の 現 象 の 第 一 位 オ ス を 中 心 に 据 え

た 一 部 始 終 と 、 隣 接 群D 群 か ら 見 た 現 象 の 裏 側 、 交

尾 期 後 半 以 降 のB 1 群 の 動 向 、 か つ てB 2 群 で 起 き た

類 似 の 現 象 と の 比 較 、 第 一 位 オ ス が と く に 交 尾 期 に

離 脱 す る と 群 れ に 何 が 起 き る か の 検 討 の5 編 か ら 成

る 。
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金 華 山 の サ ル ・ 交 尾 期 に お け る 第 一 位 オ ス の 特異 な 行 動

京 都 大 学 山 口 飛 翔

1. は じ め に

筆 者 は2019年 の9月8 日 か ら11 月9 日 ま で 、 宮 城 県 金 華 山 で 野 生 ニ ホ ン ザ ル•B1 群

を 対 象 に オ ス か ら メ ス ヘ の 攻 摯 と メ ス の 凝集 性 を 調 べ る 調 査 を 行 っ た が 、 そ の 間4

頭 の 中 心 オ ス の う ち 第 一 位 オ ス が 群 れ と 共 に 行 動 し た り 、 群 れ か ら 離れ て 行 動 し た

り を 繰 り 返 す と い う 珍 し い 行 動 が 観 察 さ れ た 。 第 一 位 オ ス の こ の よ う な 行 動 は 、 野

生 群 で は 初 め て の 観 察 だ ろ う 。 ま た 調 査期 間 中 、 第 一位 オ ス の こ の 行 動 に 影 轡 さ れ

て メ ス の ま と ま り が 一 時 的 に 崩 壊 す る な ど 、 ニ ホ ン ザル の 群 れ の 本 質 を 理解す る う

え で 興 味 深 い 事 例 が い く つ も 観 察 さ れ た 。 こ こ で は 、 第 一 位 オ ス の 特 異 な 行 動 の 全

貌 を 記 す と と も に 、 こ れ ら の 事例 を ま と め る 。

2. 調 査 方 法

毎 日B1 群 を 終 日 追 尾 し 、 群 れ の 全個 体 に つ い て 群 れ の 広 が り の 中 （ 以 下 、 “群れ

の 内 ” （ 清 家 ・ 疋 田 ，2019)) で 確認 さ れ た か否 か を 記 録 し た 。6歳 以 上 の メ ス に つ

い て は 日 に2 回 は 群 れ の 内 を 回 っ て 探 索 し 、 発 情 状 態 や怪 我 の 有 無 を 調 べ た 。 出 会

っ た 群 れ外 オ ス も 記 録 し た 。

3. B1 群 の 遊 動 域 と 構 成

B群 は1983年 にB 群 が 凡 群 と 比群 に 分 裂 し て 以 降 （ 伊 沢 ，1988) 、 今 日 ま で継

〇 遊動 域

---： ］ 主遊動 域、 - - 、
△ 山頂(445m)

△ そ の 他 の ビ ー ク

ー 主 な 尾 根

図 1. B1 群 の 遊動 域 。 風 張(2015) を も と に 作成 。
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表 I. B1 群 の 構 成

オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ド モ ア カ ン ボ ウ

計

オ ス 1 メ ス I オ ス1 メ スI 4 歳 I 3 歳 I 2 歳 I I 歳 0 歳

4 17 3 ？～ 4 8 45

続的 に 調 査 さ れ て き た （ 風 張 ，2015) 。 群 れ は ハ ビ チ ェ ー シ ョ ン さ れ て 全個 体 が 識

別 さ れ て お り 、 家 系 図 も 作成 さ れ て い る （ 風 張 ，2015) 。 凡 群 の 遊 動 域 を 図l に 、 筆

者 の 調 査 開 始 時 の 頭数 と 構 成 を 表1 に 示 し た 。

4. 調 査 期 間 中 のB1 群 の 主 な 出 来事

調 査期 間 中 のB1群 の 主 な 出 来 事 を 表2 に 示 し た 。B1群 で は 、9月28 日 か ら9月30 日 ま

で の 間 に 群 れ の ま と ま り が 一 時 的 に 崩 壊 し た の ち 、10月2 日 に か け て 徐 々 に ま と ま

り が 戻 る と い う 異 常 な 事態 が 起 こ っ た 。 こ の 期 間 の 出 来 事 に つ い て は 第6章 で 詳 し

く ま と め 、 次 章 で は そ れ 以 外 の 期 間 の オ ス の 動 向 を ま と め る 。

5. 中 心 オ ス の 動 向

調 査 期 間 中 の4頭 の 中 心 オ ス （ 個 体名 「 タ イ ヨ ウ 」 、 「 イ ツ モ 」 、 「 ラ キ 」 、 「 キ

ー ル 」 ） の 確認状 況 を 表3 に 示 し た 。 以 下 に4頭 の 来歴 と 、 調 査期 間 中 の 行 動 を ま と

め る 。 な お 、 交 尾 期 前 ま で は 「 タ イ ヨ ウ 」 が 第 一位 、 「 イ ツ モ 」 が 第 二位 、 「 ラ キ 」

が 第 三位 、 「 キ ー ル 」 が 第 四 位 だ っ た 。

1) 「 タ イ ヨ ウ 」

a. 来歴

「 タ イ ヨ ウ 」 の 出 自 は 、A 群 出 身 （ そ の 場合 、 個 体名 は 「 ア ル ト 」 ） と す る 意 見

と 凡 群 出 身 と す る 意 見 が あ り 、 現在 ま で は っ き り し て い な い 。 し か し 、 ど ち ら の 個

体 で あ っ て も2006年 生 ま れ の13歳 で あ る （ 風 張 ，2015; 藤 田 ，2015) 。 彼 は2011 年

か ら 群れ の 周 辺 で確 認 さ れ始 め 、2016年7月 か ら 群れ の 中 心 に い る の が 確認 さ れ て

い る （ 風 張 喜子 氏 ， 未発 表 デ ー タ ） 。

b. 調 査 期 間 中 の 動 向 （ そ の 1. 9月27 日 以 前 ）

観 察 開 始 当 初 か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 の み が 群 れ の 内 に い た り い な か っ た り と い う こ と

を 繰 り 返 し た （表3) 。 彼 が1 日 以 上確認 さ れ な か っ た 後 に 姿 を 見 せ た9月10 日 、9月
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16 日 、9月19 日 、9月23 日 の 全 て で 、 彼 が 群 れ に 合 流 し た 直 後 と 思 わ れ る 場 面 を 観 察

し た 。

9 月10 日

5時52分 、 群 れ を 発 見 。 「 タ イ ヨ ウ 」 の 姿 は な し 。 他 の 群 れ個 体 は 、7時27 分 ま で

に 確認。11 時51 分 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 初 め て 確認 。 オ ト ナ ・ メ ス （ 以 下 、 メ ス と 略 す ）

の 「 タ マ 」 (14歳 ） と 「 イ ツ モ 」 が 彼 に 近 づ き 、 毛 づ く ろ い を 行 っ た 。

9月16 日

9時32分 、 群 れ を 発 見。10時12分 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 初 め て 確認 。 メ ス （ 「 キ ラ ラ 」 ，

15歳 ） と 「 イ ツ モ 」 が 駆 け 寄 り 、 彼 に 毛 づ く ろ い を 行 っ た 。 毛 づ く ろ い 終 了 後 の10

時16分 と10時17分 、 「 イ ツ モ 」 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に マ ウ ン テ ィ ン グ 。 そ の 後3頭 は 一 緒

に 移 動 。

9月19 日

5 時45分 、 群 れ を 発 見。6時53分 の 時 点 で 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 の ほ か19頭 （ メ ス

表2. 調 査 期 間 中 のB1 群 の 主 な 出 来 事

調 査 日 出 来 事

9 月8 日 調 査 開 始 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ の 内 に い た り い な か っ た り が 繰 り 返 さ れ る 。

~27 日

9 月28 日 卜一 部 の 個 体 の み が ば ら ば ら に 発 見 さ れ る （ 群 れ の 崩 媒 ） 。

~30 日

10 月1 日 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 を 含 む 計24 頭 が 合 流 。

10 月2 日 「 タ イ ヨ ウ 」 を 除 く 全 て の 個 体 が 合 流 （ 群 れ の 役 元 ） 。

, 10-―月3 日 「 イ ツ モ 」 と 「 タ イ ヨ ウ 」 が 確 認 さ れ ず 。

~ 6 日

10 月7 日 D 群 と 接 近 し た 際 「 イ ツ モ 」 を 確認 。B ， 群 に は 追 随 せ ず 。

10 月8 日 「 イ ツ モ 」 と 「 タ イ ヨ ウ J が 確認 さ れ ず 。

~10 日

10 月13 日 分 派 。 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 む12 頭 の 集 団 を 確 認 。

10 月14 日 群 れ 本 体 を 確 認 。 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 、 メ ス3 頭 、 ア カ ン ボ ウ2 頭 は 確 認 で き ず 。

10 月15 日
群 れ 本 体 を 確 認 。 「 タ イ ヨ ウ 」 と メ ス2 頭 、 ア カ ン ボ ウ1 頭 はD 群 の 遊 動 域 内 で 確認 。

「 イ ツ モ 」 が 合 流 す る も 「 ラ キ 」 に 追 い 払 わ れ 、 以 後 確 認 で き ず 。

10 月16 日 「 タ イ ヨ ウ 」 が 合 流 。

~25 日 群 れ は ま と ま り を 維 持 。

10 月26 日 「 タ イ ヨ ウ 」 が 遊 動 域 外 へ と 移 動 。

10 月27 日 10 月26 日 に 群 れ を 離 れ た 個 体 が 徐 々 に 群 れ に 戻 る 。

~II 月9 日 調 査 終 了 ま で 「 タ イ ヨ ウ 」 、 「 イ ツ モ 」 、 メ ス1 頭 、 ワ カ メ ス1 頭 は 合 流 せ ず 。
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表3. 群れ の 中 心 オ ス の 確認状 況

ク イ ヨ ウ イ ツ モ ラ キ キ ー ル ク イ ヨ ウ イ ツ モ ラ キ キ ー ル
漏 介rl 潤 社 日

（ 笛 → 位） （ 第 二 位 ） （ 第 三 位 ） （ 第 四 位） （ 第一位） （ 第 二位） （ 第 三位 ） （ 第 四位）

9/8 X 0

゜
。 1018 X X

゜ ゜9110

゜ ゜ ゜ ゜
10/9 X X

゜ ゜9/11 X

゜ ゜ ゜
10/10 X X

゜ ゜9112 X

゜ ゜ ゜
10/134

゜
X X X

9/13 x

゜ ゜ ゜
10/14 X X

゜ ゜9/14 X

゜ ゜
0 10/15 X 05

゜ ゜9/15 X

゜ ゜ ゜
10/16

゜
X

゜ ゜9/16

゜ ゜ ゜ ゜
10/17

゜
X

゜ ゜9/17 X

゜ ゜ ゜
10/18

゜
X

゜ ゜9/18 X

゜ ゜ ゜
10/23 0 X

゜ ゜9/19

゜ ゜ ゜ ゜
10/24

゜
X

゜ ゜9120

゜ ゜ ゜ ゜
10/25

゜
X

゜ ゜9/21

゜ ゜
。

゜
10126

゜
06

゜ ゜9/22 X

゜ ゜ ゜
10/27 X X

゜ ゜9/23

゜ ゜ ゜ ゜
10128 X X

゜ ゜9/24

゜ ゜ ゜ ゜
10/29 X X

゜ ゜9126

゜ ゜ ゜ ゜
10/30 X X

゜ ゜9/27

゜ ゜ ゜ ゜
10/31 X X

゜ ゜9/281 X X X X 11/1 X X

゜ ゜9/301 X x X X 11/2 X X

゜ ゜10/12 X X

゜ ゜
11/3 X X

゜ ゜10/2 X

゜ ゜ ゜
1 1/4 X X

゜ ゜1013 X X

゜ ゜
11/5 X X

゜
0

1014 X X

゜ ゜
I J/6 X X

゜ ゜10/5 X X

゜ ゜
11 /7 X X

゜ ゜10/6 X X

゜
。 11/8 X X

゜ ゜10/7 X 03

゜ ゜
11/9 X X

゜ ゜I B, 群 が 崩 壊 状 態 に あ り 、 ど の 中 心 オ ス も 確 認 で き ず 。

2 B, 群 が 分 派 中 で 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 の い る 染 団 の み 確 認。

3 D 群 と 接 近 し た 際 に 姿 を 確 認 す る も 、B1 群 に は 追 随せ ず 。

4 B1 群 が 分 派 中 で 「 ク イ ヨ ウ 」 の い る 梨 団 の み を 確 認 。

5 氏 群 で 一 時 的 に 確 認 さ れ る も 、 「 ラ キ 」 に 追 い か け ら れ て 逃 走 。

6 分 派 し た あ と 「 ク イ ヨ ウ 」 の い る 染 団 に 合 流 。

な お 、 調 査 を 行 わ な か っ た 日 は 表 中 に 記 載 し て い な い 。
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8頭 、 ワ カ メ ス2頭 、 コ ド モ4頭 、 ア カ ン ボ ウ5頭 ） し か確認 で き ず 。 そ の 後8時33分 ご

ろ に 「 イ ツ モ 」 を 含 む 残 り の 個 体 が 合 流 し 、8時49 分 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 確認。 「 イ ツ

モ 」 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 近 づ き 、 マ ウ ン テ ィ ン グ し た の ち 毛 づ く ろ い を 行 う （ 写 真lA) 。

毛 づ く ろ い 終 了 後 、2頭 は 接 触 を 維 持 し た ま ま 休 息 （ 写真lB) 。 明 け 方 に 分 派 が 見 ら

れ た の は 、 日 暮 れ か ら 明 け 方 ま で の 間 に 一 部 の 個 体 が 「 タ イ ヨ ウ 」 と 合 流 し 、 他 個

体 と は ぐ れ た か ら だ と 考 え ら れ る 。

写真 1. 9 月19 日 の 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ J

A. 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 左 ） に 毛 づ く ろ い す る 「 イ ツ モ 」 （ 右 ）

B. 接 触 し た ま ま 休 息 す る 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 左 ） と 「 イ ツ モ 」 （ 右 ）

9月23 日

5時42分 に 群 れ を 発 見 。 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 が 確認 で き ず 。 他 の 群 れ個 体 は

8時21 分 ま で に 全頭確認。8時58分 に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 確認 。 メ ス （ 「 ミ コ ト 」 ，16歳 ）

が 接 近 し 毛 づ く ろ い を 始 め る 。9時8分 に 「 イ ツ モ 」 を 確認。

以 上 の よ う に 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が1 日 以 上群 れ の 内 で 確認 で き な か っ た 後 に 合 流 し た

直 後 に は 、 「 イ ツ モ 」 や メ ス が 毛 づ く ろ い な ど の 親 和 的行動 を 積 極 的 に 行 っ た 。 上

記 以 外 で 「 イ ツ モ 」 か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 に マ ウ ン テ ィ ン グ や 毛 づ く ろ い が 行 わ れ た こ

と は な い 。 こ れ ら の こ と か ら 、9月27 日 ま で に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ の 内 に い な か っ た

間 、 彼 と 群 れ個 体 の 間 に 交 渉 は な く 、 単独 で 生 活 し て い た 可 能 性 が 高 い 。

9月18 日 の 夕 方 、 恥 群 は 遊動 域 の 南 端 を 出 てD 群 が よ く 利 用 す る 場所 ま で移動 し

た 後 に 引 き 返 す と い う 動 き を 見 せ た （ 図2) 。 調 査 期 間 中 に 凡 群 が 遊動 域 か ら 出 た

の は 、 こ の 日 と10月26 日 （ 後 述 ） の み で あ る 。 そ の 翌 朝 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群れ に 戻

っ た こ と が 確認 さ れ て い る こ と か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は9月18 日 の 夕 方 にD 群 の 遊動

域 内 に お り 、 翌朝 ま で の 間 に 群 れ と 合 流 し た の で は な い か。 も し そ う で あ れ ば 、 「 タ
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, - - - - - — ヽ
1 日ふ 群 の 遊動 域
l - - - - - - I

➔ B1群 の 動 き

図2. 9 月18 日 のB1 群 の 移 動 ル ー ト

イ ヨ ウ 」 は 群 れ の 内 で 確認 さ れ な か っ た 期 間 中 、B1 群 の 遊動 域 か ら 出 る こ と も あ っ

た と 考 え ら れ る 。

c. 調 査 期 間 中 の 動 向 （ そ の2. 9 月28 日 か ら10月16 日 ）

群 れ が 一 時 的 に 崩 壊 し た の ち に ま と ま り を 取 り 戻 し た10 月2 日 以 降 は 、 「 タ イ ヨ

ウ 」 を 含 む 分 派 集 団 を 観 察 し た10月13 日 を 除 い て 、 筆 者 は10月16 日 ま で 彼 を 確 認 し

て い な い （ 表3) 。 以 下 に10月13 日 か ら16 日 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 合 流 す る ま で の 動 向 を

ま と め る 。

10月13 日 か ら15 日

10月13 日 の14時44分 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と メ ス9頭 、 コ ド モ1 頭 、 ア カ ン ボ ウl頭 の 集 団

を 発 見 。 周 囲 に 他 個 体 は お ら ず 、 分 派 が 生 じ て い る よ う だ っ た 。 「 タ イ ヨ ウ 」 は9月

27 日 以 来 初 め て の 確 認 。

10月14 日 、 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 を 含 む 群 れ本 体 を 確認 。 し か し 、 「 タ イ ヨ ウ 」

と 「 イ ツ モ 」 、 メ ス3頭 と ア カ ン ボ ウ2頭 が 確認 で き ず 。10月15 日 も 群 れ 本 体 を 観 察 。

前 日 い な か っ た 「 イ ツ モ 」 （ 後 述 ） と メ ス1頭 、 ア カ ン ボ ウ1頭 は 確認 し た が 、 「 タ

イ ヨ ウ 」 と メ ス2頭 、 ア カ ン ボ ウ1頭 は 確認 で き ず 。 こ れ ら の 個 体 は 、 こ の 日D 群 を

追 尾 し て い た 調 査 員 に よ っ て 、 凡 群 か ら 1. 5km 以 上 離 れ た 場 所 で 確 認 さ れ た （ 佐 々

木 隆 志 氏 • 宮 崎 麻 衣 氏 ， 私 信 ） 。

10月16 日

5 時32分 か ら 群 れ の 追 尾 を 開 始。14時24分 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ に 近 づ い て く る の

を 確 認 。 直 後 か ら 、 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に 対 し て く ゴ ッ ゴ ッ ＞ と

い う 音 声 を 発 し な が ら 断続 的 に 威 嚇 を 行 う （ 写 真2) 。 「 タ イ ヨ ー 」 は14時25分 か ら
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写真2. 10 月16 日 に 「 タ イ ヨ ウ 」 （ 右 中 央 ） に 威嚇す る 「 ラ キ j （左 上 ）

26分 に か け て 、3回 「 ラ キ 」 を つ か ん で 地 面 に 組 み 伏せ る 。 そ の 間 、 少 な く と も メ ス

2頭 が 「 キ ー ル 」 を 威 嚇 す る 。 「 ラ キ 」 は 「 タ イ ヨ ウ 」 に3 回 組み伏 せ ら れ た 後 、 「 キ

ー ル 」 へ威 嚇 を 始 め る 。 そ の 後 、 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 か ら 「 タ イ ヨ ウ 」 へ の 威 嚇

は観 察 さ れ ず 。 騒 動 が 収 ま っ た の ち 、 他 の 個 体 は し ば ら く 「 タ イ ヨ ウ 」 の 周 囲 に 近

づ かず 散 ら ば っ て い た が 、 徐 々 に 群 れ は ま と ま り と 落 ち 着 き を 取 り 戻 し た 。16時 ご

ろ 、 前 日 確認 さ れ な か っ た メ ス2頭 と ア カ ン ボ ウ も 確認 し た 。 お そ ら く 、 「 タ イ ヨ

ウ 」 がB1 群 に 合 流 し た タ イ ミ ン グ で 一 緒 に 戻 っ た と 思 わ れ る 。

10月10 日 に は 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 を 除 く 全個 体 が 確認 さ れ て い る こ と か ら 、

調 査 を 行 わ な か っ た10月11 日 か ら13 日 の 昼 頃 ま で に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ の 個 体 と 接

触 し 、 分 派 が 生 じ た と 考 え ら れ る 。 そ の 後 、10月14 日 か ら15 日 に か け て 「 タ イ ヨ ウ 」

と メ ス2頭 、 ア カ ン ボ ウl頭 を 除 く 個 体 が 群 れ に 合 流 し た 。 「 タ イ ヨ ウ 」 た ち は 、15

日 にB癖 か ら 離れ たD 群 の 遊動 域 内 で確認 さ れ て い る こ と か ら 、16 日 午 後 に 合 流 す

る ま で 群 れ と は独 立 に 行 動 し て い た と 考 え ら れ る 。

d. 調 査 期 間 中 の 動 向 （ そ の3. 10月17 日 以 後 ）

群 れ に 合 流 し て 以 降 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は継続 し て 群 れ の 内 で確認 さ れ て い た （ 表3) 。

し か し 、10月26 日 の 群 れ 追 尾 中 、 彼 は 突 如 群 れ を 置 い て 凡 群 の 遊 動 域 外 へ と 移 動 を

始 め 、 以 後 調 査 終 了 日 ま で 一 度 も 確認 さ れ な か っ た 。 以 下 、10月25 日 か ら 「 タ イ ヨ

ウ 」 を 中 心 と し た 群 れ の 動 向 を ま と め る 。

10月25 日

「 タ イ ヨ ウ 」 は 発 情 し て い た 「 タ マ 」 に 積 極 的 に 交 尾 を 試み る も 、 「 タ マ 」 が 嫌

が っ た た め 一 度 も 交 尾 で き ず 。 こ の 日 、 嫌 が る 「 タ マ 」 を 「 タ イ ヨ ウ 」 が 執拗 に 追

い か け 、 多 く の 個 体 が そ れ に 追 随 し た こ と で 群れ は 奇妙 な 動 き を 示 し た （ 図3A) 。
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10月26 日

6時 ご ろ に 群 れ を 発 見 。 初 め は 一 部 の 個 体 し か確 認 で き ず 、 多 く の 個 体 が ロ ス ト

・ コ ー ル を 発 し て い た が 、8時29分 ま で に 群 れ は ま と ま り を 取 り 戻 す 。 こ の と き 、

「 イ ツ モ 」 と メ ス2頭 （ 「 タ マ 」 と 「 ア カ ネ 」 ） を 除 く 全 個 体 を 確 認 。

そ の 後 、 群 れ は ま と ま り を 維 持 し て い た が 、14時35分 にB1 群 の 遊 動 域 の 南 端 ま で

来 た と こ ろ で 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 キ ー ル 」 を 含 む23頭 が 「 ラ キ 」 を 含 む 群 れ の 残 り

メ ン バ ー と は ぐ れ る （ 図3B の ① ） 。 な お 、 こ の と き 群 れ 外 オ ス は1 頭 も 確 認 さ れ ず 。

集 団 は ロ ス ト ・ コ ー ル を 発 し な が ら30分 ほ ど 休 息 し た が 、 残 り メ ン バ ー と は 合 流 で

き な か っ た 。

15時10分 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 移 動 を 始 め る 。 初 め は ほ と ん ど の 個 体 が 一 緒 に い た が 、

彼 がB1 群 の 遊 動 域 か ら ど ん ど ん 外 れ て 移 動 し た た め 、 次 第 に 多 く の 個 体 が ロ ス ト ・

コ ー ル を 発 し な が ら 引 き 返 し て い っ た 。 「 タ イ ヨ ウ 」 は 気 に す る こ と な く 移 動 を 続

け 、 最 終 的 に15時31 分 ま で に12頭 （ メ ス5頭 、 ワ カ メ ス2頭 、 コ ド モ2頭 、 ア カ ン ボ ウ

3頭 ） を 除 く 個 体 が 引 き 返 し て 「 タ イ ヨ ウ 」 か ら 離 れ て い っ た （ 図3B の ② ） 。

そ の 後 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 む 集 団 は 採 食 を し な が ら 南 下 を 続 け 、 島 の 南 端 近 く ま で

移 動 （ 図3B の ③ ） 。 こ の 間 、 一 部 の 個 体 は ロ ス ト ・ コ ー ル を 発 し な が ら 少 し 引 き 返

し て 残 り の メ ン バ ー を 探 す こ と が あ っ た 。16時12分 、 「 イ ツ モ 」 が 合 流 （ 図3B の ③ ） 。

10月15 日 以 来 初 め て の 観 察 で あ っ た 。 そ の 後 、 メ ス が 両 オ ス に 毛 づ く ろ い を 行 う 。

こ の 間 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 の 間 で 敵 対 的 な 交 渉 は 見 ら れ ず。16時22 分 、 「 イ

ツ モ 」 が 「 タ イ ヨ ウ 」 に マ ウ ン テ ィ ン グ 。

16時31 分 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 を 含 む 集 団 は 移 動 を 再 開 。16時50分 、D 群

と 思 わ れ る 群 れ と エ ン カ ウ ン ト （ 図3B の ④ ） 。 既 に 日 が 暮 れ て い た た め 詳 細 は 不 明

A B

ー

，、 , - - - - - ― `; : B1群 の 遊 動 域
し ― - - - - -‘

➔ B1群 の 動 き

...... ;;, D群 の 動 き

09:57~10:25

図3. JO 月25 日(A) と JO 月26 日(B) のB) 群 の 移 動 ル ー ト
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だ が 、 オ ス の く ガ ガ ガ ッ ＞ と い う 音 声や メ ス の 悲 鳴 が あ ち こ ち で 聞 こ え た た め 、 オ

ス か ら メ ス ヘ の 攻 撃 が 頻 繁 に 起 こ っ て い た と 推 察 さ れ る 。 こ の 騒 動 に よ っ て 「 タ イ

ョ ウ 」 た ち を 見 失 う 。

10月27 日

5 時36分 、 前 日 「 タ イ ヨ ウ 」 た ち を 最 後 に 見 た 場 所 か ら1km 強 離れ た 場所 で 「 ラ キ 」

と 「 キ ー ル 」 を 含 む 群 れ本 体 を 確認 。 初 め は ま と ま り を 欠 い て い た が 、 徐 々 に 個 体

が集 ま り 始 め る 。7時 ご ろ ま で に 前 日 「 タ イ ヨ ウ 」 と 最 後 ま で い た 個 体 以 外 は 、 「 ア

カ ネ 」 を 除 き 全 て 確認 。 前 日 「 タ イ ヨ ウ 」 と 最 後 ま で い た コ ド モ2頭 も 合 流 し た 。

10月27 日 以 降 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 一 度 も 群れ の 内 で確認 さ れ な か っ た。10月26 日 に

「 タ イ ヨ ウ 」 と 最 後 ま で い た 個 体 の 内 、 メ ス2頭 と ワ カ メ ス1頭 が11 月3 日 に 、 メ ス2

頭 が11 月8 日 に 群 れ本 体 に 合 流 し た が 、 「 イ ツ モ 」 と メ ス1 頭 、 ワ カ メ ス1 頭 は 調 査 終

了 日 ま で 確認 で き な か っ た 。

2) 「 イ ツ モ 」

a. 来 歴

「 イ ツ モ 」 の 出 自 は 不 明 だ が 、2015年11 月 以 前 か ら 凡 群 の 周 辺 で確認 さ れ て お り

（ 風 張 喜子 氏 ， 末発 表 デ ー タ ） 、2018年9月 か ら10月 に か け て 中 心 オ ス に な っ た 。

群 れ に加 入 し た 直 後 か ら 第 二 位 オ ス だ っ た 。

b. 調 査期 間 中 の 動 向

9月28 日 に 群 れ が 崩 壊 す る 前 は 毎 日 群 れ の 内 で確認 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ に い な い

間 は 第 一 位 オ ス で あ っ た 。 群 れ の ま と ま り が 戻 っ た 直 後 の10月3 日 か ら 確認 さ れ な

写真3. IO 月15 日 に 「 イ ツ モ 」 （ 右） に威嚇す る 「 ラ キ 」 （左 ）
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く な り 、 そ れ 以 降 は 以 下2 回 を 除 い て 群 れ の 内 で 確 認 さ れ て い な い （ 表3) 。

10 月7 日

群 れ 追 尾 中 の12時23分 、 「 イ ツ モ 」 を 確 認。12時29分 ま で に 木 揺 す り 行 動 を3 回 行

う 。 ま た 、 群 れ の メ ス や 群 れ 外 オ ス を 突 進 し た り 、 追 い か け た り し た 。12 時37分 、

100m ほ ど 離 れ た と こ ろ にD 群 を 確 認。B) 群 は 徐 々 にD 群 か ら 離 れ る よ う に 移 動 を 始

め る が 、 彼 は 群 れ に 追 随 せ ず 、13時 以 降 は 確認 で き ず 。

10 月15 日

群 れ を 追 尾 中 の12時33分 、 「 イ ツ モ 」 の 姿 を 確認 。 「 イ ツ モ 」 は し ば ら く メ ス を

追 い か け 回 す な ど 、 う ろ う ろ と 動 き 回 る 。 そ の 後 、 「 ラ キ 」 が 「 イ ツ モ 」 か ら5m ほ

ど の と こ ろ ま で 歩 い て き て 座 る 。 「 ラ キ 」 は 「 イ ツ モ 」 が 接 近 し た 際 に は 泣 き っ 面

を し て い た 。

12時40分 ご ろ 、 「 ラ キ 」 が 悲 鳴 の 入 り 混 じ っ た よ う な 声 を 断続 的 に 発 し な が ら 、

「 イ ツ モ 」 に 対 し て 威 嚇 し 始 め る （ 写 真3) 。 「 イ ツ モ 」 も 「 ラ キ 」 に 威 嚇 音 声 を 発

し な が ら3 回 突 進 し た が 、 最 終 的 に 「 ラ キ 」 に 背 を 向 け て 走 っ て い き 、 「 ラ キ 」 が そ

れ を 追 い か け て い っ た 。12時48分 に 「 ラ キ 」 が 木 揺 す り し て い る と こ ろ を 発 見 す る

が 、 「 イ ツ モ 」 の 姿 は 見 当 た ら ず 。 こ の 日 以 後 、 調 査 終 了 ま で 一 度 も 「 イ ツ モ 」 を

群 れ の 内 で 確認 で き ず 。

10月7 日 、D 群 と 接 近 し た 際 に 「 イ ツ モ 」 が 一 時 的 に 確 認 さ れ た が 、 彼 は そ の 後Bl

群 に は 追 随せ ず 、D 群 の 近 く に と ど ま り 続 け た 。 こ の こ と か ら 、 「 イ ツ モ 」 は こ の

と きB1 群 を 離 れ てD 群 に 追 随 し て い た の で は な い か と 思 わ れ る 。

「 イ ツ モ 」 は10月15 日 に 再 び 群 れ に 戻 る も 、 「 ラ キ 」 か ら 追 い 払 わ れ 、 以 後 調 査

終 了 ま で 群 れ の 内 で 確認 さ れ な か っ た 。 お そ ら く こ の 日 の 交 渉 に よ っ て 両 者 の 順位

が 逆 転 し て し ま い 、 「 イ ツ モ 」 は 群 れ に 戻 れ な く な っ た の だ と 考 え ら れ る 。

3) 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」

a. 来 歴

「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 は と も にA 群 出 身 で 、 そ れ ぞ れ2006年 と2007年 生 ま れ （ 藤

田 ，2015) 。 「 キ ー ル 」 は2017年3 月 ご ろ に 、 「 ラ キ 」 は2018年7 月 ご ろ に 中 心 オ ス

に な っ て い る の が 確認 さ れ た （ 風 張 喜 子 氏 ， 未 発 表 デ ー タ ） 。 筆 者 がB1 群 の 調 査 を

始 め た2018年9月 か ら 、 「 ラ キ 」 が 第 三 位 オ ス で 「 キ ー ル 」 が 第 四 位 オ ス で あ っ た 。

2頭 と もA 群 出 身 で 歳 も 近 い た め か 、 し ば し ば 近 接 し て 休 息 し て い る の を 見 か け る
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こ と が あ り 、 両者 間 の 親密 度 は 高 か っ た と 考 え ら れ る （ 写 真4) 。

b. 調 査 期 間 中 の 動 向

9 月28 日 か ら9月30 日 ま で 群 れ の ま と ま り が 崩 壊 し て い た 期 間 と 分 派 し て い た10

月13 日 以 外 は 、2頭 と も 全 て の 日 で 確認 （ 表3) 。 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 が い な

い 日 に は 、 「 ラ キ 」 が 第 一位 で 「 キ ー ル 」 が 第 二 位 だ っ た 。

10月26 日 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が い な く な っ た 後 は 、 発 情 メ ス の 数 が 増 え て き た こ と も

あ り 、 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 は 群 れ外 オ ス が 群 れ の 中 心 ま で侵 入 し て く る の を 防 ぐ

こ と が で き て い な か っ た 。 特 に 最 後 の 数 日 は 群 れ が 群 れ外 オ ス に 取 り 囲 ま れ 、 メ ス

が 集 中 的 に 攻 撃 を 受 け る こ と が 何度 も あ っ た 。 例 え ば11 月9 日 に は 、 夕 方 に 群 れ外

オ ス が 徐 々 に 群 れ の 周 り を 取 り 囲 み 始 め 、16時47 分 か ら17 時13分 の 間 に 、 少 な く と

も14回 も 群 れ外 オ ス の 攻 撃 が 観 察 さ れ た 。 「 ラ キ 」 が 群 れ 外 オ ス か ら 攻 撃 を 受 け る

こ と も あ り 、 彼 は11 月9 日 に 左 後 肢 に 大 き な け が を 負 い 、 び っ こ を 引 い て い た 。

写真4. 近 接 し て 休 息 す る 「 ラ キ 」 （ 右 ） と 「 キ ー ル 」 （左 ）

6. 群 れ の ま と ま り の 一 時 的 な 崩 壊 と 復 元

9月28 日 か ら30 日 ま で の 間 、B1 群 で は 群 れ の ま と ま り が 崩 壊 し 、 一 部 の 個 体 の み が

ば ら ば ら に 発 見 さ れ る と い う 異 常 な 事 態 が 生 じ た 。 以 下 、 群 れ が 崩 壊 し10月2 日 に

ま と ま り を 取 り 戻 す ま で の 過 程 を ま と め る 。 こ の 期 間 の 群 れ個 体 の 離合集 散 の 様 子

を 図4 に ま と め た 。

9月27 日

7 時38分 、 群 れ を 発 見 。 中 心 オ ス4頭 を 含 め た 全個 体 を 確認 。 群 れ は11 時30分 ご ろ

ま で 採 食 し 、 こ の 間 よ く ま と ま り 非 常 に 落 ち 着 い た 様 子 だ っ た 。 と こ ろ が 、 そ の 後

東 へ と 移 動 を 始 め た 頃 か ら ま と ま り を 欠 き 始 め 、 群れ全体 と し て ど こ へ 向 か っ て い
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る の か が 判 然 と し な く な っ た 。11 時50分 に 群 れ を 見 失 う 。 そ の 後17時 ご ろ ま で 群 れ

を 探 索 す る も 、1個 体 も 発 見 で き な か っ た 。

9月28 日

こ の 日 は ま と ま っ た 集 団 が 見 つ か ら ず 、2~4個 体 が 散 発 的 に 見 つ か る の み だ っ た 。

こ の 日 見 つ け た 個 体 の 移 動 ル ー ト を 図5 のA に 記 し た 。

7 時17分 、B群 の 追 随 オ ス を2頭 発 見 （ 図5A の1) 。 向 か う 方 向 に 先 回 り す る と 、8

時30分 に ア カ ン ボ ウ を 背 負 っ た メ ス （ 「 ア カ ネ 」 ，13歳 ） が 急斜 面 を 下 方 へ 走 っ て

い く の を 確認 （ 図5A の2) 。 オ ス か ら 逃 げ て い る よ う だ っ た 。 「 ア カ ネ 」 が 走 っ て

い っ た 方 へ と 向 か っ た が 、 し ば ら く の 間 ど の 個 体 も 見 つ か ら ず 。9時20分 ご ろ 、 メ ス

（ 「 ア コ 」 ，10歳 ） と ワ カ メ ス （ 「 ア ン ズ 」 ，5歳 ） を 確 認 （ 図5A の3) 。2頭 は 少 し

移 動 し た 後 、 毛 づ く ろ い を す る 。 こ の 間 、2頭 と も 他 個 体 を 探 し て い る 様 子 は な く 、

周 囲 に も い る 気 配 が な か っ た の で 、2個 体 の 観 察 を10時 に 終 了 、 他 個 体 の 探 索 を 開

始 す る 。

11 時 ご ろ 、 メ ス の 大 き な 悲 鳴 が 聞 こ え た た め そ こ へ 行 く と 、 「 ア コ 」 た ち が い た

場 所 か ら500m ほ ど 離 れ た 場 所 で メ ス （ 「 ナ ト ル 」 ，11歳 ） が ア カ ン ボ ウ と 共 に 群 れ

外 オ ス か ら 激 し い 攻 撃 を 受 け て い る の を 発 見 （ 図5A の4) 。 そ の オ ス は 、B1 群 に よ

く 追 随 し て い る 個 体 で あ る 。 ま た 、 近 く で2頭 の ワ カ オ ス を 確認 。 群 れ 外 オ ス の 攻 撃

は 少 な と も11 時11 分 ま で 続 く が 、 や が て 「 ナ ト ル 」 が 走 っ て 逃 げ て い っ た た め 見 失

う 。

12時 ご ろ 、 群 れ の ワ カ オ ス と 思 わ れ る 個 体 を1 頭 発 見 （ 図5A の5) 、 そ の 先 で 群 れ

外 オ ス を2頭 見 つ け る が （ 図5A の6) 、 周 囲 に 他 個 体 は お ら ず。15 時20分 、 メ ス （ 「 タ

マ 」 ） が 群 れ 外 オ ス と 連 れ 立 っ て 移 動 し て い る と こ ろ を 発 見 （ 図5A の7) 。 連 れ 立

っ て 移 動 し て い た こ と か ら 、2頭 は コ ン ソ ー ト 関 係 に あ っ た の で は な い か と 考 え ら

れ る 。

9月29 日

こ の 日 追 尾 調 査 は 行 え な か っ た が 、16時45分 に 宿 泊 小屋 前 の 樹 上 に メ ス （ 「 ア コ 」 ）

と 群 れ 外 オ ス4頭 を 確 認 。 周 囲 に 他 個 体 は い な か っ た 。 「 ア コ 」 は 発 情 の 兆 候 が な

く 、 ど の オ ス と も 近 接 し て い な か っ た た め 、 い ず れ か の 群 れ 外 オ ス と コ ン ソ ー ト ・

ペ ア を 形 成 し て い た わ け で は な い と 思 わ れ る 。4頭 の オ ス は こ れ ま でB癖 に よ く 追

随 し て い た 。

9月30 日

9月30 日 も28 日 と 同 様 、 群 れ の 個 体 を 散 発 的 に し か 発 見 で き な か っ た 。 見 つ け た
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図4. 9 月28 日 か ら10 月2 日 のB1 群個体の離合集散

枠で 囲 っ た 個 体た ち は観察 時 に一つ の集 団 を 形成 し て い た こ と を 示す。

太字 はオ ト ナ ・ メ ス を 表 し 、 個体名 に ＊ が付 い て い る の は発情 の 兆 候 が 見 ら れた メ ス で あ る 。
「 i 」 は ア カ ン ボ ウ を表す。
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図 のNo. 観察時間 群 れ佃 体 群 れ 外 オ ス 図 のNo. 観察時間 群 れ 個 体 群 れ 外 オ ス

7:17 な し Aかx2 05:31~06:39 タ マ• Ad'X4

08:30 ア カ ネ ＋ i な し 08:21 A群

09:20~10:00 ア コ 、Y¥ な し 09:26~09:50 ア コ 、 コ ロ ナ、Y9 な し

11:00~11:11
ナ ト ル ＋ 1

Y がX2
A d' 12:55~14:14 コ ハ ク な し

12:00ご ろ Y ふ ？ な し
14:52 な し A<l'x 2

13:14 な し Ad’
16:35~16:45 D群

15:20 タ マ• A <i'

図5. 9 月28 日 (A) と9 月30 日 （B) に観察 さ れたB1 群の個体 と 群れ外オ ス と 他群

表 中 の太字 は オ ト ナ ・ メ ス を 表 し 、 個 体名 に ＊ が付い て い る の は発情 の 兆候が 見 ら れた メ ス で あ る 。

「 i 」 は ア カ ン ボ ウ を 表す。
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群 れ個 体 と 群 れ外 オ ス 、 お よ び他 群 の 移 動 ルー ト を 図5B に 示 し た 。

5時31 分 、 調 査 小 屋 前 に メ ス （ 「 タ マ 」 ） が 群 れ外 オ ス か ら 追 い か け ら れ て い る の

を 発 見 。 そ の 後5時50分 ま で に 別 の 群 れ外 オ ス3頭 を 周 囲 で 確認 （ 図5B の1) 。 い ず

れ の オ ス も 、 よ くB群 に 追 随 し て い る オ ス で あ る 。 彼 女 は そ の う ち の1 頭 と 連 れ 立

っ て 移 動 。 そ の オ ス と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア を 形 成 し て い た 可 能性 が 高 い 。 周 囲 に こ れ

ら の 個 体 以 外 は お ら ず。6時39分 、 「 タ マ 」 の 観察 を 終 了 し 他 のB1 群 個 体 の 探 索 を

開 始。8時21 分 、A 群 を 確認 （ 図5B の2) 。

9時26分 、 「 タ マ 」 が い た 場所 か ら1km ほ ど 離れ た 場所 で2頭 の メ ス （ 「 ア コ 」 、

「 コ ロ ナ 」 ，9歳 ） と ワ カ メ ス1 頭 （ 「 ナ ツ ミ 」 ，5歳 ） を 確認 （ 図5B の3) 。 周 囲 に

他 の 個 体 は お ら ず 。3頭 と も ロ ス ト ・ コ ー ル な ど を 発 す る な ど 他 個 体 を 探 す 様 子 は

な く 、 採 食 し な が ら ゆ っ く り と 移 動 。9時45分 、 近 く で オ ス の く ゴ ゴ ゴ ッ ＞ と い う 音

声 を 聞 く 。9時50分 、3個 体 を 見 失 う 。

12時55分 、3頭 を 確認 し た 場所 か ら500m ほ ど 離 れ た 場 所 で メ ス （ 「 コ ハ ク 」 ，13

歳 ） が 樹 上 で採食 し て い る と こ ろ を 発 見 （ 図4B の4) 。 周 囲 に 他 個 体 は お ら ず。 彼

女 を14時14分 ま で観察 。14時52分 、 群 れ外 オ ス2頭 を 確認 （ 固5B の5) 。16時35分 、

D 群 を 確認 （ 図5B の6) 。

10月1 日

5時39分 、 「 タ マ 」 と4歳 の 息 子 を 発 見 。 周 囲 で群 れ 外 オ ス 約7頭 （ オ ト ナl頭 、4~

5歳6頭 ほ ど ） を 確認。6時28分 、 彼 女 が400m ほ ど 移 動 し た 先 で他 の 個 体 と 合 流。7時

ま で に 「 ラ キ 」 を 含 む15頭 を 確認 。 ま た 、 群 れ外 の オ ト ナ ・ オ ス6頭 も 観察 さ れ た 。

こ の 間 、 群 れ外 オ ス か ら メ ス に 対 す る 攻 撃 が 頻 繁 に 観察 さ れ た 。 群 れ個 体 は 頻 繁 に

ク ー ・ コ ー ル を 発 し て お り 、 残 り の 個 体 を 探 し て い る よ う だ っ た 。

7 時21 分 「 キ ー ル 」 を 確認 。8時8分 ま で に さ ら に7頭 が 合 流 。 そ の 後 、 群 れ は 徐 々

に 落 ち 着 き を 取 り 戻 し 、 採食 バ ッ チ を め ぐ っ て 移 動 を 開 始。13時41 分 に も メ ス が 合

流 。 こ の 日 最 終 的 に は 、 中 心 オ ス2頭 と メ ス9頭 、 ワ カ モ ノ8頭 、 コ ド モ4頭 、 ア カ ン

ボ ウ1 頭 の24頭 が 確認 さ れ た 。 な お 、9月28 日 か ら30 日 に 確認 さ れ た 個 体 は 、 メ ス1 頭

（ 「 ナ ト ル 」 ） を 除 き 全 て こ の 日 に 確認 し た （ 図4) 。 こ の 日 は 、 群 れ外 オ ス か ら の

攻 撃 が 非 常 に 多 く 、9月8 日 か ら9月26 日 ま で の 平 均 と 比 べ て 約24倍 の 頻 度 で観 察 さ

れ た 。

10月2 日

早 朝 か ら 前 日 と 同 じ メ ン バ ー で 移動 し て い た が 、11 時3分 ご ろ に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 除

く 他 の 個 体 も 合 流 （ 図4) 。 合 流 の 際 に は 多 く の 個 体 か ら ク ー ・ コ ー ル が 発 せ ら れ 、
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合 流 後 に は 主 に 血 縁 個 体 間 で 一 斉 に 毛 づ く ろ い が 見 ら れ た 。

以 上 の よ う に 、9月28 日 か ら30 日 に か け て は 、 凡 群 の 一 部 の 個 体 の み が 散 発 的 に 発

見 さ れ 、 同 時 に 観 察 で き た 群 れ 個 体 が 最 大3頭 の み だ っ た 。 い ず れ の 個 体 も 群 れ を

探 し て い る 様 子 は な か っ た こ と か ら 、9月28 日 に 筆 者 がB] 群 の 個 体 を 発 見 し た と き

に は 、 既 に 群 れ の ま と ま り が 崩 壊 し て か ら 時 間 が 経 過 し て い た と 考 え ら れ る 。 こ の

3 日 間 に 確認 で き な か っ た 残 り の 個 体 が ど の 程 度 ま と ま り を も っ て い た か は 分 か ら

な い 。 し か し 、B扉 の 追 随 オ ス も あ ち こ ち で 散 発 的 に 確認 さ れ た こ と 、10月1 日 にB1

群 が 分 派 状 態 に あ っ た こ と か ら 、 残 り の 個 体 も こ の3 日 間 に 観 察 さ れ た 個 体 と 同 様

に 、 複 数 の 集 団 に 分 裂 し て い た の で は な い か と 推 察 さ れ る 。

群 れ は10月2 日 に か け て 徐 々 に ま と ま り を 取 り 戻 し て い っ た 。 ま ず10月1 日 に は 、

群 れ の 約 半 数 に あ た る24頭 が 合 流 し た 。9月28 日 か ら30 日 の 間 に 確 認 さ れ た 個 体 は

メ ス1 頭 を 除 き 全 て こ の 日 に 確認 さ れ た こ と か ら 、 前 日 ま で ば ら ば ら に な っ て い た

個 体 の 一 部 が こ の 日 合 流 し た こ と が 分 か る 。10月2 日 に は 、 前 日 の 分 派 集 団 に 「 タ イ

ョ ウ 」 以 外 の 個 体 が 合 流 し 、 群 れ が ま と ま り を 取 り 戻 し た 。 こ の と き ク ー ・ コ ー ル

や 毛 づ く ろ い が 一 斉 に 見 ら れ た こ と か ら 、 こ の 日 合 流 し た 個 体 の 多 く が9月27 日 以

降 し ば ら く 接 触 し て い な か っ た こ と が う か が え る 。

7. 考 察l 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 に つ い て

1) 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 の 特 異 性

調 査 期 間 中 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は1 日 以 上 群 れ と 離れ て 行 動 し た 後 、 群 れ に 戻 っ て く る

と い う こ と を 少 な く と も5回 繰 り 返 し た 。 長 い 場 合 に は 、 少 な く 見 積 も っ て9 日 間(10

月2 日 か ら10月10 日 ） 群 れ を 離 れ る こ と も あ っ た 。 こ の 間 、10月16 日 に 他 の 中 心 オ ス

と の 敵 対 的 交 渉 は あ っ た も の の 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 第 一位 オ ス の 地 位 を 維 持 し 続 け た 。

ニ ホ ン ザ ル で は 、 中 心 オ ス が 短 時 間 群 れ か ら 離 れ て 行 動 す る こ と は あ る も の の

(Otan i e t a l. , 2014, 2020) 、 本 事 例 の よ う に 中 心 オ ス 、 そ れ も 第 一 位 オ ス が1

日 以 上 群 れ か ら 離れ る こ と を 何 度 も 繰 り 返 す と い う 行 動 は 、 少 な く と も 野 生 群 で は

報 告 が な い 。

2) 「 タ イ ヨ ウ 」 は な ぜ群 れ へ の 出 入 り を 繰 り 返 し た の か

a. 発 情 メ ス と の コ ン ソ ー ト

ニ ホ ン ザ ル で は 、 交 尾 期 に オ ス が 発 情 メ ス と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア を 形成 し 、 短 期 間
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群 れ か ら 離 れ て 生 活 を す る こ と が あ る 。 し か し 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ に い な か っ た

ほ と ん ど の 期 間 、 全 て の メ ス が 群 れ で確認 さ れ て い る 。 ま た 、 彼 が 群 れ に い な か っ

た 期 間 に 確認 で き な か っ た メ ス も い た も の の 、 そ れ ら は い ず れ も ア カ ン ボ ウ を 持 っ

て い た か 、 そ の 前 後 に 発 情 の 兆 候 が 見 ら れ な い メ ス で あ っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 「 タ

イ ヨ ウ 」 が 群 れ と 離れ て 行 動 し て い た 際 に 発 情 メ ス と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア を 形成 し て

い た 可 能性 は低 い と 考 え ら れ る 。

b. 繁殖 相 手 を 探 す た め

「 タ イ ヨ ウ 」 は9月18 日 にD 群 の 遊動 域 内 に い た と 推 測 さ れ 、10月15 日 に はD 群

の 近 く で 実 際 に 確認 さ れ て い る 。 ま た 、10月26 日 に はB1群 か ら 離 れ てD 群 の 遊 動 域

内 へ と 移 動 を 行 っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」 はB1群 か ら 離れ て い る 期 間 に

D 群 の 近 く に い る こ と が 多 か っ た の で は な い か と 考 え ら れ る 。

2019年 のB群 で は 、10月26 日 ま で に1 日 平 均 1. 17頭 し か メ ス に 発 情 の 兆 候 が 見 ら

れ ず 、1 日 当 た り の 発 情 メ ス 数 が 少 な か っ た 。 特 に 、9月28 日 ま で は1 日 平 均0. 2頭 し

か メ ス の 発 情 が 確認 さ れ て い な い 。 一 方 で 、D 群 に は メ ス が24頭 い る が 、 そ の う ち

ア カ ン ボ ウ が い た の は6頭 の み だ っ た た め 、2019年 は発 情 メ ス が 多 か っ た と 考 え ら

れ る 。 加 え て 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 、B1 群 の メ ス と の 交 尾 を 試 み て も 拒 ま れ る こ と が 多

く 、 ほ と ん ど 交 尾 が で き て い な か っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」 はD 群 に 追

随 し て 繁 殖相 手 を 探 す た め に 、 し ば し ばB1群 か ら 離 れ て 行 動 し て い た 可 能性 が あ る 。

実 際 、10月26 日 にB群 か ら 離 れ る 前 日 に は 、 「 タ マ 」 か ら 一 日 中 交 尾 を 拒否 さ れ て

い た 。 な お 、 交 尾 期 に 繁 殖 相 手 を 探 す た め に 中 心 オ ス が 他 群 を 短 時 間 訪 問 す る こ と

は 屋 久 島 で は 報 告 が あ る が(Spra gue, 1992; Otan i e t a l. , 2020) 、 金 華 山 で は

こ れ ま で に な い(Takahash i , 2001) 。

た だ し 、 交 尾 期 終 了 後 に 筆 者 が 行 っ た3月 の 調 査 以 降 も 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 凡 群 に

い た り い な か っ た り を 繰 り 返 し て い る 。 そ の た め 、 繁 殖 相 手 を 探 す た め と い う 理 由

だ け で は 、 彼 の 行 動 の 理 由 を 全 て 説 明 す る こ と は で き な い だ ろ う 。

C. メ ス と の 関係

も し か す る と 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 凡 群 か ら の 離脱過 程 に あ り 、 群 れ か ら 離脱 し よ う

と し て い る も の の 、 他 の 阻 害 要 因 が 働 い て 群 れ に 戻 っ て し ま う の か も し れ な い 。 そ

の よ う な 要 因 と し て 考 え う る も の の1 つ が メ ス の 存在 で あ る 。 凡 群 で は 、 交尾 期 に メ

ス が 他 の オ ス か ら の 攻 撃 を 避 け る た め に 「 タ イ ヨ ウ 」 に よ く 近 接 す る な ど （ 山 口 ，

2020) 、 メ ス が 彼 を 頼 り に す る こ と が 多 か っ た 。 そ の た め 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ か

ら 離脱 し よ う と し て も 、 メ ス た ち が 彼 と の 近接 を 維 持 し よ う と し 、 な か な か 離脱す
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る こ と が で き な か っ た の で は な い か 。 実 際 、D 群 の 遊動 域 内 で 「 タ イ ヨ ウ 」 が メ ス

2頭 と 共 に い る の が 発 見 さ れ た よ う に(10月15 日 ） 、 た と え 彼 がB1群 か ら 離れ た と

し て も 追 随 す る メ ス が い る こ と で 、 結 果 的 に 彼 が 群 れ か ら 離 脱 し に く く な っ て い た

可 能性 は あ る 。 加 え て 、 「 タ イ ヨ ウ 」 自 身 も メ ス を 頼 っ て い る 部 分 が あ っ た と 考 え

ら れ る 。 彼 は 一 部 の メ ス た ち と 特 に 親密 な 関 係 を 築 い て お り 、 毛 づ く ろ い な ど の 親

和 的 行 動 を 頻 繁 に 受 け て い た 。 そ の た め 、 彼 自 身 も メ ス た ち と 離れ が た く 、 何度 も

群 れ に 戻 っ て し ま っ た の か も し れ な い 。

た だ 、 過 去 に も メ ス か ら の 信 頼 が 厚 か っ た オ ス は い た はず だ が 、 そ れ ら の オ ス の

い ず れ で も 「 タ イ ヨ ウ 」 の よ う な 行 動 は観察 さ れ て い な い 。 よ っ て 、 メ ス と の 関 係

だ け で彼 の 特 異 な 行 動 を 説 明 す る こ と は で き な い 。

d. 「 タ イ ヨ ウ 」 の 出 自

前述 の よ う に 、 「 タ イ ヨ ウ 」 はB1群 出 身 で あ る 可 能性 が あ る 。 「 タ イ ヨ ウ 」 は2011

年 （ 当 時5歳 ） か ら 凡 群 の 周 辺 で確認 さ れ て い る こ と か ら 、 も し そ う で あ れ ば 凡 群

の 遊動 域 か ら ほ と ん ど 出 た こ と が な い 可 能 性 が あ る 。 も し か す る と 、 「 タ イ ヨ ウ 」

は 群 れ か ら の 離脱 を 試 み つ つ も 、 慣れ親 し ん だ 土 地 か ら 離れ が た い た め に な か な か

離 脱 で き な い の か も し れ な い 。 ま た 、 も し 凡 群 出 身 で あ れ ば メ ス と の 社会 関 係 も 強

固 に な っ て お り 、 そ れ も 離脱 を 難 し く し て い る 可 能性 が あ る 。 今 後 、 遺伝 子解析 を

行 い 「 タ イ ヨ ウ 」 の 出 自 を 明 ら か に す る こ と で 、 彼 の 出 自 が 行 動 に 与 え た 影 孵 を 分

析 で き る と 考 え て い る 。

以 上 、 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行動 が 見 ら れ た 要 因 を 考 察 し た が 、 明 確 な 結 論 を 得 る こ と

は で き な か っ た 。 お そ ら く 、 ど れ か1 つ の 要 因 の み が 影 署 を 与 え た の で は な く 、 そ れ

ら が 複 合 的 に 影 響 を 与 え た の だ ろ う 。 こ の よ う な 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行 動 は今 後 も 継続

す る 可 能 性 が あ る た め 、 さ ら に デ ー タ を 蓄積す る こ と で 、 そ の 原 因 が 解 明 さ れ る こ

と が 期 待 さ れ る 。

8. 考 察2 「 イ ツ モ 」 の 行 動 に つ い て

1) 「 イ ツ モ 」 は な ぜ群 れ か ら 離れ た か

10月3 日 以 降 、 「 タ イ ヨ ウ 」 に 加 え て 「 イ ツ モ 」 も 群 れ の 内 で確認 さ れ な く な っ た 。

10月7 日 にD 群 と 近接 し た 際 に 一 時 的 に 確認 さ れ て い る こ と 、10月26 日 にD 群 遊動

域 内 で確認 さ れ て い る こ と か ら 、 彼 も 「 タ イ ヨ ウ 」 と 同 様 に 群 れ を 離れ た 際 に はD
群 に 追 随 し て い た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 な ぜ 「 イ ツ モ 」 が 恥 群 を 離れ た の か
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は 不 明 だ が 、D 群 に 追 随 し て い た こ と を 考 え る と 、 繁 殖 相 手 を 探 す た め で は な い か

と 推 察 さ れ る 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 頻 繁 に 群 れ を 離 れ て い た こ と で 、 「 イ ツ モ 」 も 群 れ

を 離 れ や す か っ た の か も し れ な い 。10月26 日 に 「 タ イ ヨ ウ 」 がB1 群 の 遊 動 域 外 へ 移

動 し た 際 に 「 イ ツ モ 」 が 合 流 し た こ と か ら 、 も し か す る と 彼 ら は 群 れ か ら 離 れ た 際

に よ く 行 動 を 共 に し て い た の か も し れ な い 。

2) 10月15 日 に 何 が 起 こ っ た の か

「 イ ツ モ 」 は10月15 日 にB1 群 に 戻 る も 、 「 ラ キ 」 と 喧 嘩 に な っ て 追 い 払 わ れ 、 調

査 終 了 ま で 群 れ に 戻 ら な か っ た 。 こ の 日 ま で 「 ラ キ 」 か ら 「 イ ツ モ 」 へ の 威 嚇 や 攻

撃 は 一 度 も 観 察 し て い な い 。 な ぜ こ の 日 「 ラ キ 」 は 「 イ ツ モ 」 に 対 し て 敵 対 的 行 動

を 向 け た の だ ろ う か 。

飼 育 下 の ニ ホ ン ザ ル で は 、 一 部 の オ ス を3 ヶ 月 半 隔 離 し て か ら 群 れ に 戻 し た と こ

ろ 、 隔 離 個 体 へ の 集 中 的 な 攻 撃 が 生 じ て 順 位 が 低 下 し た こ と か ら 、 順 位 序 列 を 維 持

す る の に 必 要 な 日 常 的 な 交 渉 が 途 切 れ た 際 に は 、 順 位 体 系 が 新 し く 構 築 さ れ る 可 能

性 が 指 摘 さ れ て い る （ 青 木 ，2015) 。 本 事 例 で も 、 「 イ ツ モ 」 が2週 間 ほ ど 群 れ を 離

れ た こ と で オ ス 間 の 順位 体 系 が 新 た に 構 築 さ れ た 結 果 、 も と も と 劣 位 だ っ た 「 ラ キ 」

か ら 「 イ ツ モ 」 に 対 す る 敵 対 的 な 行 動 が 見 ら れ た の で は な い か 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群

れ に 戻 っ た 際 に 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 か ら 敵 対 的 行 動 が 見 ら れ た の も 同 様 の 理 由 か

ら だ と 思 わ れ る 。 メ ス 間 の 場 合 は 、1 ヶ 月 以 内 で あ れ ば 交 渉 が 途 切 れ て も 仲 間 意 識

（ 伊 沢 ，1982a) が 継 続 し 、 す ん な り 群 れ に 戻 れ る と 推 測 さ れ て い る こ と を 考 え る と

（ 伊 沢 ，2009a) 、 オ ス 間 の 場 合 は 仲 間 意 識 が 継 続 す る 期 間 が よ り 短 い の か も し れ な

し ‘ 。

結 果 的 に 「 イ ツ モ 」 は 「 ラ キ 」 に 追 い 払 わ れ 、 調 査 期 間 中 は 群 れ に 戻 る こ と が な

か っ た 。 そ れ は 、 こ の 日 の 交 渉 に よ っ て 両 者 の 順位 が 逆 転 し て し ま っ た か ら だ と 考

え ら れ る 。 一 方 で 、 「 タ イ ヨ ウ 」 も 同 様 に 群 れ に 戻 っ た 際 に 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」

か ら 敵 対 的 な 行 動 を 向 け ら れ た が 、 「 イ ツ モ 」 と 異 な り 「 ラ キ 」 を 組 み 伏 せ る こ と

に 成 功 し た た め 、 再 び 第 一 位 オ ス の 地 位 に 就 く こ と が で き た 。 「 タ イ ヨ ウ 」 が 勝利

で き た 理 由 と し て は 、 何頭 か の メ ス が 「 キ ー ル 」 に 対 し て 敵 対 的 交 渉 を 向 け る な ど

し て 、 「 タ イ ヨ ウ 」 を 援 助 し た こ と が 挙 げ ら れ る 。 「 イ ツ モ 」 の 場 合 に は 、 メ ス か

ら の 援 助 は 全 く 見 ら れ な か っ た 。

9. 考 察3 群 れ の ま と ま り の 崩 壊 と 復 元
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凡 群 で は 、9月28 日 か ら30 日 に か け て 小集 団 が 遊 動 域 内 の あ ち こ ち で 散 発 的 に 発

見 さ れ る と い う 、 極 め て 珍 し い 事 態 が 観 察 さ れ た 。 こ の 事例 は 、 本 来 強 固 で あ る は

ず の メ ス の ま と ま り が 一 時 的 に 崩 壊 し た と い う 点 で 、2003年 か ら2005年 の 交 尾 期 に

B2群 で 観 察 さ れ た 群 れ の 崩 壊 （伊沢 • 佐藤 ，2004; 伊 沢 • 関 • 佐藤 ，2008) と 類似

し て い る 。 以 下 、 今 回 の 凡 群崩 壊 の 原 因 とB2群崩 壊 と の 類似 点 に つ い て 考 察す る 。

l) 群 れ の ま と ま り は な ぜ崩 壊 し た の か

a, 「 タ イ ヨ ウ 」 の 動 向

B群 で は 、 特 に 交 尾 期 に な る と メ ス が 「 タ イ ヨ ウ 」 の 周 囲 に 集 ま る 傾 向 が あ っ た 。

ニ ホ ン ザ ル で は 、 交 尾期 に メ ス が 性 的 に 興 奮 し た 群 れ外 オ ス か ら 頻 繁 に 攻 撃 を 受 け

る た め 、 そ れ を 避 け る た め に 「 タ イ ヨ ウ 」 を 頼 っ て 周 囲 に 集 ま っ て い た と 考 え ら れ

て い る （ 山 口 ，2020) 。 こ の こ と か ら 、B濯羊 で は 「 タ イ ヨ ウ 」 の 存在 が 群 れ の ま と

ま り に 大 き な 影 響 を 与 え て い た と 考 え ら れ 、 実 際 に彼 が 群 れ の 内 に い な か っ た 日 に

は 、 い た 日 に 比 べ て 群 れ の 凝集 性 が 低 く な っ て い た （ 山 口 ，2020) 。

10月2 日 に 群 れ が 復 元 し た 際 に 「 タ イ ヨ ウ 」 の み が 確認 で き な か っ た こ と は 、 群 れ

の 崩 壊 に 彼 の 動 き が 関 与 し て い た こ と を 強 く 示 唆 し て い る 。 お そ ら く 、 群 れ が 崩 壊

し た と 考 え ら れ る9月27 日 の 午後 か ら28 日 の 明 け 方 ま で の 間 に 、 ま ず 「 タ イ ヨ ウ 」 が

群 れ を 離 れ る よ う に 動 き 初 め 、 メ ス た ち が そ の 動 き に 影 響 さ れ た こ と で群 れ が ま と

ま り を 欠 い た 状 態 に な っ た の で は な い か （ 図6B) 。 こ の こ と は 、9月27 日 に 群 れ を 見
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図6. 9月28 日 か ら の 群れ崩 壊過 程 の 模式 図

A: 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ に い て 、 群 れ は ま と ま り を 維持 。

B: 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ か ら 離れ 、 群 れ が ま と ま り を 欠 い た 状 態 に 。

c: 群 れ 外 オ ス か ら の 攻 撃 が 頻 発 し 、 メ ス が 逃 げ 惑 う 。

D: 逃 げ た メ ス が バ ラ バ ラ に な り 、 小 集 団 に 分 裂 。 ま と ま り が 崩 壊 。
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失 う 直 前 に 、 群 れ が ま と ま り を 欠 い て い た と い う 観 察 と 符 合 す る 。 も し か す る と 、

こ の 時 点 で10月26 日 の よ う に 群 れ が2つ 以 上 の 集 団 に 分 か れ て し ま っ た の か も し れ

な い 。 し か し 、 こ れ だ け で は 群 れ の 「 崩 壊 」 に ま で は 至 ら な い た め 、 さ ら に 他 の 要

因 が 関 連 し て い る と 思 わ れ る 。

b. 群 れ 外 オ ス か ら の 攻 撃

そ の よ う な 要 因 と し て 考 え う る の は 、 群 れ外 オ ス か ら メ ス ヘ の 攻 撃 で あ る 。2019

年 の 交 尾 期 、B1 群 で は1 日 に3-10頭 （ 平 均6.23頭 ） の 群 れ 外 オ ス が 確認 さ れ た 。 群 れ

に 追 随 す る 群 れ 外 オ ス は 発 情 メ ス が 多 い ほ ど 多 く な る の で(Takahash i , 2001) 、B1

群 に 発 情 メ ス が 少 な か っ た こ と を 考 え れ ば 、 こ の 数 は 非 常 に 多 い 。 こ れ は 、 先 行研

究(Takahash i , 2001; 藤 田 ・ 杉 浦 ，2005) と 比 較 し て も 明 ら か で あ る 。 こ の 理 由

と し て は 、2019年 に 隣接群 のA 群 で ア カ ン ボ ウ が 多 く(14頭 、 伊 沢 ，2019) 、 発 情

メ ス が 少 な か っ た と 思 わ れ る こ と が 挙 げ ら れ る 。A 群 に 繁 殖 可 能 な メ ス が 少 な か っ

た た め 、 普 段 はA 群 を 追 随 し て い る オ ス がB1 群 を 訪 れ る こ と が 多 か っ た の で は な い

か 。 ま た 、 「 タ イ ヨ ウ 」 や 「 イ ツ モ 」 の 動 向 が 不 安 定 だ っ た こ と で 、 群 れ 外 オ ス が

群 れ に 近 づ き や す か っ た 可 能性 も あ る 。

以 上 の こ と か ら 、 群 れ外 オ ス の 数 が 多 か っ た2019年 の 交 尾 期 は 、 そ の 攻 撃 に よ る

脅 威 も 大 き か っ た と 考 え ら れ る 。 実 際 、2019年 は2018年 と 比 べ て 群 れ 外 オ ス か ら メ

ス ヘ の 攻 撃 頻 度 が 1. 4倍 以 上 高 か っ た （ 山 口 ，2020) 。 加 え て 、 通 常 メ ス は メ ス 同 士

で連 合 し た り 、 中 心 オ ス （ 特 に 第 一位 オ ス ） を 頼 っ た り す る こ と で 群 れ 外 オ ス に 対

抗 し て い る た め （ 山 口 ，2020) 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が お ら ず 群 れ の ま と ま り が 欠 け た 状

態 の と き は 、 よ り 一 層 攻 撃 を 受 け や す か っ た と 考 え ら れ る 。 実 際 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が

群 れ に い な か っ た と き に は 、 い た と き に 比 べ て3倍 以 上 も メ ス が 攻 撃 を 受 け る 頻 度

が 高 か っ た （ 山 口 ， 2020) 。 ま た 、10月26 日 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が い な く な っ て 以 降 、

群 れ外 オ ス か ら メ ス ヘ の 集 中 的 な 攻 撃 が 幾 度 と な く 観 察 さ れ た こ と も 、 こ の こ と を

裏 付 け て い る 。

よ っ て 、9月27 日 か ら 翌 日 の 明 け 方 ま で の 間 、 「 タ イ ヨ ウ 」 が 離 れ て 群 れ が ま と ま

り を 欠 い た 状 態 で あ っ た な ら ば 、 群 れ外 オ ス か ら メ ス ヘ の 攻 撃 が 頻 繁 に 生 じ て い た

可 能 性 が 高 い （ 図6C) 。 こ の と き 、 頼れ る オ ス や 血 縁 の 個 体 が 近 く に い な か っ た メ

ス は 、 他 に 対 抗 手 段 が な い の で 各 々 オ ス か ら 逃 げ 惑 う し か な か っ た だ ろ う 。 そ の 過

程 で 多 く の メ ス が 散 り 散 り に な っ て し ま い 、 群 れ の ま と ま り が 完 全 に 崩 壊 し て し ま

っ た の で は な い か （ 図6D) 。9月27 日 に 直 接 群 れ 外 オ ス の 攻 撃 を 見 る こ と は な か っ た

が 、9月28 日 に 走 っ て オ ス か ら 逃 げ て い る メ ス （ 「 ア カ ネ 」 ） や群 れ 外 オ ス か ら 激 し
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く 攻 撃 さ れ て い る メ ス （ 「 ナ ト ル 」 ） を 観 察 し た こ と 、29 日 に 群 れ外 オ ス に 囲 ま れ

て い る メ ス （ 「 ア コ 」 ） を 観 察 し た こ と 、30 日 に 群 れ外 オ ス に 追 い か け ら れ て い る

メ ス （ 「 タ マ 」 ） を 観 察 し た こ と な ど か ら 、 群 れ の 崩 壊過 程 で 群 れ外 オ ス の 攻 撃 が

頻 繁 に 生 じ て い た こ と が 示 唆 さ れ る 。 ま た 、 群 れ の ま と ま り が 戻 り 始 め た10月1 日

に 群 れ外 オ ス の 攻 撃 が 高 頻 度 で 見 ら れ た こ と も 、 群 れ が ま と ま り を 著 し く 欠 い て い

る と き に 群 れ外 オ ス か ら の 攻 撃 が 大 き な 脅威 に な っ て い た こ と を 示 し て い る 。

と こ ろ で 、9月30 日 に は 見 つ か っ たB1群 個 体 を 挟 む よ う にA 群 とD 群 が 確認 さ れ

た （ 図5B の2 と6) 。 も し9月27 日 か ら29 日 の 間 に も こ れ ら の 群 れ が 近 く に い た と す

れ ば 、 追 随 し て い た 群 れ外 オ ス がB1 群 に 流 れ 込 み 、 群 れ の 崩 壊 を ま す ま す促 し た 可

能性 が あ る 。

以 上 を ま と め る と 、 凡 群 は9月27 日 午 後 か ら28 日 明 け 方 に か け て 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群

れ か ら 離 れ た こ と で ま と ま り を 欠 い た 状 態 に な っ た 後 （ 図6B) 、 群 れ外 オス か ら の

攻 撃 が 頻 発 し 、 各 々 の メ ス が 逃 げ惑 っ て 散 り 散 り に な っ た 結 果 （ 図6C) 、 群 れ の ま

と ま り が 崩 壊 し た 可 能 性 が あ る （ 図6D) 。 加 え て 、A 群やD 群 が 近 く に お り 、 こ れ

ら の 群 れ に 追 随 し て い る オ ス が 流入 し た こ と も 、 群 れ が 崩 壊 に ま で 至 っ た 原 因 か も

し れ な い。10月1 日 に な る と 次 第 に サ ル た ち が 集 ま り 始 め 、10月2 日 に 群 れ の ま と ま

り は 復 元 し た 。

2) B2群 の 崩 壊 と の 比 較

a. 類似 点

B2群 の 崩 壊 （ 伊 沢 • 佐藤，2004; 伊 沢 ほ か ，2008) と 本 論 文 の 事例 は 、 交 尾 期 に

生 じ た 点 や 群 れ の ま と ま り が 失 わ れ て 複 数 の 小 集 団 が あ ち こ ち で 散発 的 に 発 見 さ

れ た 点 で 非 常 に 似 て い る 。 ま た 、B2群 崩 壊 の 原 因 と し て は 、 ①性 的 に 興奮 し た 群 れ

外 オ ス が 集 中 し た こ と で 、 発 情 メ ス が 連 れ 出 さ れ て 戻 れ な く な っ た こ と 、 ② 中 心 オ

ス の 離脱や加 入 が 頻 繁 に 起 こ っ て い た こ と 、 ③群 れ 外 オ ス の 攻 撃 に 対 し て 、 メ ス た

ち が そ れ ぞ れ独 自 の 対処 （ 逃 げ方 ） を し た こ と な ど が 挙 げ ら れ て い る が 、 こ の う ち

② と ③ に つ い て はB群崩 壊 と 共 通 し た 部 分 が 多 い 。B2群 の 崩 壊 が 起 こ っ た2003年 か

ら2005年 の 間 、 群 れ で は 少 な く と も5頭 の 中 心 オ ス が 加 入 ま た は 離脱 を し 、 中 心 オ

ス の 構 成 が 頻 繁 に 変 わ っ て い た 。 こ の よ う に 、B2群 崩 壊 時 も 本 事例 と 同 様 に 中 心 オ

ス の 動 向 が 不 安 定 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、B2群 崩 壊 時 に も 性 的 に 興 奮 し た 群

れ外 オ ス の 攻 撃 が 多 数観 察 さ れ て お り 、 そ れ に 対 し て メ ス が 身 を 守 る た め に 各 々 逃
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げ た こ と に よ っ て 、 群 れ の ま と ま り が 崩 壊 し た 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る 。

b. 相 違 点

一 方 で 相 違 点 も あ る 。 例 え ば 、 両 事 例 で 群 れ の 崩 壊 が 持 続 し た 期 間 の 長 さ は 大 き

く 違 っ て い る 。B2群 崩 壊 時 は 、 例 え ば2003年 は 少 な く と も8月 上 旬 か ら11 月 下 旬 ま で

群 れ が 継続 的 に 崩 壊 状 態 に あ る な ど 、 群 れ の 崩 壊 が 長 期 間 続 い た 。 一 方 で 、 凡 群 で

は9月28 日 か ら10月2 日 の5 日 間 で 群 れ の 崩 壊 は 収 束 し た 。 こ の 違 い は 、 両 事 例 が 生

じ た 原 因 に 違 い が あ る た め だ と 思 わ れ る 。B2群 崩 壊 時 （ 特 に2003年 と2005年 ） に は

多 く の コ ン ソ ー ト ・ ペ ア が 観 察 さ れ 、 群 れ 外 オ ス が メ ス を 連 れ 出 し た の ち に 、 数 頭

で 囲 い 込 む な ど し て 行 動 の 自 由 を 奪 っ た こ と が 崩 壊 の 原 因 の1 つ だ と 考 え ら れ て い

る 。 一 方 で 、B群 の 崩 壊 時 に は 、 「 タ マ 」 以 外 の 個 体 は コ ン ソ ー ト ・ ペ ア と し て 観

察 さ れ て い な い 。 ま た 、 崩 壊 前 の9月27 日 に ど の メ ス も 発 情 の 兆 候 を 示 し て お ら ず 、

復 元 後 の10月2 日 に も1頭 し か 発 情 が 確 認 さ れ て い な い こ と か ら も 、 群 れ 外 オ ス に よ

る 発 情 メ ス の 連 れ 出 し は ほ と ん ど 起 こ っ て い な か っ た と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら 、

B群 の 崩 壊 時 に は メ ス が 群 れ 外 オ ス に 行 動 の 自 由 を 奪 わ れ る こ と が 少 な く 、 比 較 的

す ぐ に 多 く の 個 体 が 合 流 で き た の だ と 考 え ら れ る 。 加 え て 、B2群 で は 群 れ 崩 壊 時 に

中 心 オ ス が 最 大2頭 し か 観 察 さ れ て い な い 一 方 で 、B1 群 は 中 心 オ ス が4頭 い た 。 そ の

た めB1 群 で は 、 た と え 「 タ イ ヨ ウ 」 が 群 れ を 離 れ て い て も 、 残 り の オ ス た ち を 中 心

と し て 比 較 的 す ぐ に 群 れ の ま と ま り を 取 り 戻 せ た の で は な い か 。

そ の 他 の 違 い と し て 、 比群 崩 壊 時 に は2003年3月 に23頭 だ っ た 個 体 数 （ 中 心 オ ス と

ワ カ オ ス を 除 く ） が2006年3月 に は9頭 に な る な ど 、 非 常 に 多 く の 個 体 が 消 失 し た こ

と が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 消 失 個 体 に は 群 れ と は 独 立 し て 生 活 し 始 め た3個 体 （ 伊 沢 ，

2009b; 伊 沢 • 関 ，2009) を 含 む 。 こ の と き 、 特 に メ ス が15頭 か ら4頭 に 減 っ て い る 。

一 方 で 、B群 で は2019年3月 か ら2020年3月 ま で に メ ス が1 頭 、 ア カ ン ボ ウ が6頭 死 亡

し た と 推 定 さ れ て お り 多 く の 個 体 が 死 亡 し て い る が （ 山 口 ，2020) 、 そ の ほ と ん ど

が ア カ ン ボ ウ で あ り 、 メ ス の 死 亡 が 少 な い 点 でB2群 の 崩 壊 時 と は 異 な る 。 こ の 理 由

と し て は 、B1 群 の 方 が 群 れ の 崩 壊 が 比 較 的 早 く 収 束 し た こ と や 、 メ ス が 頼 れ る 中 心

オ ス が 多 か っ た こ と で 、 群 れ 外 オ ス の 攻 撃 で 致命 的 な怪 我 を 負 う リ ス ク が 少 な か っ

た か ら で は な い か と 考 え ら れ る 。

以 上 の 比 較 か ら 、 今 回 の 恥 群 の 崩 壊 とB2群 の 崩 壊 に は 共 通 点 が あ る も の の 、 短 期

間 で 収 束 し た 点 や メ ス の 消 失 が 少 な か っ た 点 な ど 、 相 違 点 も 多 か っ た 。 比群 の 崩 壊

は3年 連 続 で 生 じ て い る こ と か ら 、B1 群 で も 繰 り 返 し 同 様 の 現 象 が 観 察 さ れ る 可 能
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性 が あ る 。 凡 群 の 中 心 オ ス は2020年5 月 の 時 点 で は 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 キ ー ル」 の み に

な っ て い た と の 報 告 が あ り （ 伊 沢 紘 生 氏 ， 私 信 ） 、2020年 は2019年 に 比 べ て 中 心 才

ス が 少 な く な る と 予想 さ れ る 。 ま た 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 交 尾 期 以 後 も 群 れ か ら い な く

な る こ と が あ る な ど 、 そ の 動 向 が 安 定 し て い な い 。 こ れ ら に 加 え て 、 も し 多 く の メ

ス が 発 情 し て 群 れ外 オ ス と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア を 形成す る よ う な こ と が あ れ ば 、2020

年 は2019年 よ り も 長 期 間 に わ た っ て 群 れ の 崩 壊 が 観 察 さ れ る か も し れ な い 。

10. 考 察4 ニ ホ ン ザ ル の 地 縁 性 に つ い て

ニ ホ ン ザル の 群 れ は 、 一 定 の 土 地 と 結 び つ い た 地 縁集 団 で あ り （伊 沢 ，1982a) 、

慣れ親 し ん だ 土 地 へ の 強 い 執着 を 見 せ る こ と が 知 ら れ て い る （ 伊 沢 ， 1982b) 。 ニ

ホ ン ザル の 個 体 関 係 の 基盤 で あ る 仲 間 意識 は 、 こ う し た 一 定 の 土 地 と の 結 び つ き を

も と に し た 相 互認知 に よ っ て 生 じ る た め 、 ニ ホ ン ザル の 群れ が 地縁集 団 で あ る と い

う こ と は 、 群 れ の あ り よ う を 理解す る う え で 非 常 に 重要 で あ る （伊 沢 ，1982a) 。

本 調 査期 間 中 、B1 群 で は ニ ホ ン ザル の 地縁性 を 示 す興 味深 い 事例 を2つ観察 し た 。

1 つ 目 は 、9月18 日 の 事例 で あ る 。 こ の 日 、 群れ は 徐 々 に 南 へ と 向 か い 、 や が て 遊 動

域 を 越 え て 移 動 を 行 っ た （ 図2) 。 翌 朝 に 「 タ イ ヨ ウ 」 が 合流 し た こ と を 考 え る と 、

こ の 先 に 彼 が い た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 し か し 、 群れ は 遊動 域 を 越 え る と す

ぐ に 遊動 域 内 へ と 戻 る よ う に 進 路 を 変 更 し た 。 も う1 つ は10月26 日 の 事 例 で あ る 。

こ の 日 、 凡 群 で は 「 タ イ ヨ ウ 」 が 突 如 群 れ を 置 い て 遊 動 域外 へ の 移 動 を 始 め た が 、

遊動 域 の ち ょ う ど 境界 付 近 に 来 た と こ ろ で 半 数 ほ ど の 個 体 は 「 タ イ ヨ ウ 」 を 含 む集

団 と は 別 れ （ 図3B の ① ） 、 遊 動 域 を 越 え た あ た り で残 り の 個 体 の 多 く も 遊動 域 内 へ

と 引 き 返 し た （ 図3B の ② ） 。 そ の 後 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 共 に 遊動 域 を 出 た メ ス の 一 部

か ら も 、 途 中 で 引 き 返 し た り ロ ス ト ・ コ ー ル を 発 し た り す る と い う 行動 が 頻 繁 に観

察 さ れ た 。 こ の こ と は 、 遊動 域 を 越 え て 移 動 す る こ と が メ ス に と っ て い か に 不 安 な

も の か を よ く 示 し て い る 。 「 タ イ ヨ ウ 」 は 群れ か ら の 信頼 が 厚 く 、 普 段 は 多 く の メ

ス が 移 動 の 際 に 彼 に 追 随 し て い た 。 し か し 、 こ の 日 遊 動 域 を 外 れ て ま で 彼 と 共 に 行

動 す る 個 体 は ほ と ん ど い な か っ た 。 こ れ ら の 事 例 は 、 ニ ホ ン ザル が 慣れ親 し ん だ 土

地 に 対す る 執着 を 強 く 持 っ て お り 、 基本 的 に 遊 動 域外 へ 出 る こ と を 嫌 う と い う こ と

を よ く 示 し て い る 。

10月26 日 の 事例 は 、A 群 の 第一位 オ ス だ っ た 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 が 研 究 者 か ら 距 離 を

置 こ う と 遊動 域 を 越 え て 移 動 し て い っ た 結 果 、 全 て の 個 体 が 途 中 で 引 き 返 し た と い

う 事例 と 類似 し て い る （ 伊 沢 ，2009c) 。 た だ 、 今 回 の 事例 で は 全 て の 個 体 が 引 き 返
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し た わ け で は な く 、 一 部 の 個体 は彼 と 共 に 遊動域外へ と 移動 し た 。 そ れ ら の個 体 の

いずれ も 「 タ イ ヨ ウ 」 と コ ン ソ ー ト 関係 に あ る わ け で は な か っ た 。 通 常 オス ・ メ ス

間 の 関係 は メ ス 同 士 に 比べれ ばず っ と 弱 い と 考 え ら れて い る た め （ 伊沢 ，2009c) 、

慣れ親 し ん だ 土地 を 離れ て ま で オ ス と 共 に い よ う と す る メ ス が い た と い う こ と は

非常 に 珍 し い と 考 え ら れ る 。
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金 華 山 の サ ル ・ 隣 接 す るD 群 か ら 見 たB1 群 の 異 常 な 事 態

宮 城 の サ ル調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

2019年 の 交 尾 期 、 金 華 山 に 生 息 す る 野 生 ニ ホ ン ザ ル6 群 の う ち の 一 つB 渇羊 で 、

群 れ の ま と ま り を 欠 く 事 態 が 発 生 し た 。 詳 細 は 冒 頭 論 文 （ 山 口 ，2020) に あ る が 、

現 象 的 に 見 れ ば 、B) 群 の オ ト ナ の オ ス と メ ス 、 そ れ に 群 れ外 オ ス が 加 わ っ た 離 合

集 散 （ 伊 沢 • 佐藤 ，2004) と 捉 え る こ と が で き る 。

筆 者 は1984年 以 来 ず っ と 、B) 群 の 隣接群D群 の 調 査 を 行 っ て き た が 、D群 がB1

群 の 事 の 成 り 行 き に ど う 関 わ っ て い た か を 考 察 す る の が 本 稿 の 目 的 で あ る 。 問 題 と

し て 取 り 上 げ る の は 、B) 群 と 比 べ たD群 の 発 情 メ ス の 数 、 発 情 メ ス を 取 り 巻 く 群

れ 外 オ ス の 出 没 状 況 、D群 の 特 異 な 食 物 、D群 とB]群 の 遊 動 の 特 徴 に つ い て で あ

る 。

2. D 群 の 調 査 歴

筆 者 は1982 年 に 開 始 し た 金 華 山 の サ ル の 継 続 調 査 で 、 当 初 の2年 間 は 群 れ の 数 や

頭 数 、 遊 動 域 、 季 節 ご と の 主 な 食 物 、 人 馴 れ 具 合 な ど 、 島 の サ ル の 全 体 像 （ と く に

生 態 学 的 側 面 ） を 把握 す べ く 広 域 を 踏 査 し た 。 そ し て 、 人 馴 れ 程 度 が か な り 進 ん で

い て ア プ ロ ー チ も 容 易 な 、 黄 金 山 神 社 を は じ め い く つ も の 施 設 の あ る 島 の 北 東 部 を

遊 動 域 と す るA群 （ 当 時 の 調 査 基 地 は 神 社 の ユ ー ス ホ ス テ ル ） の ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ

ン と 個 体 識別 、 続 い て 金 華 山 観 光 ホ テ ル を 含 む 島 の 西 側 中 央 部 に 遊 動 域 を 持 つB1

群 （ ホ テ ル は 当 時 ま だ 営 業 中 ） の ハ ビ チ ュ エ ー シ ョ ン と 個 体識 別 を 、 筆 者 の 研 究 室

（ 宮 城 教 育 大 学 ） の 学 部 生 お よ び他 大 学 の 研 究 者 や 院 生 に 託 し 、3年 目 か ら は 神 社

か ら の ア プ ロ ー チ が 最 も 遠 く 個 体数 も 他 群 よ り 際 立 っ て 多 い 、 し た が っ て 遊 動 域 も

広 いD 群 を 中 心 に 、 島 の 東 側 に す む3群(D 、B2 、C 群 ） の 調 査 を 主 に 行 っ て き た 。

そ の 後1987年 に は 石 巻 営 林 署 （ 当 時 ） の 好 意 で 金 華 山 造林 作 業 員 宿 舎 （ ホ テ ル か

ら ゆ る や か な 斜 面 を750m ほ ど 東 に 向 か っ て 登 っ た ス ギ 植 林 地 の 脇 に あ る ） に 調 査

基 地 を 変 更 。 そ れ に よ っ て1 ～ 数 ヶ 月 の 長 期 調 査 が 誰 で も 希 望 す れ ば 可 能 に な り 、

金 華 山 の サ ル に 興 味 や 関 心 を 抱 く 学 部 生 や 他 大 学 の 院 生 も 増 え 、B2 群 やC] 群 、

c 濯(C群 が1992年秋 に2群 に 分 裂 ． 伊 沢 ，2009) の そ れ ぞれ を 担 当 す る 調 査 者 も

誕 生 。 そ の 結果 筆 者 は 、 ア マ ゾ ン で の 新 世 界 ザ ル の 継 続 調 査 を1986年 に 再 開 さ せ た
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こ と も あ っ て 、 通 常 の 個 別調 査 時 で も 、 サル の セ ン サ ス （ 島 内 に 生 息 す る サ ル の 全

頭数 を 数 え る 調 査 で 毎年11 月 下 旬 と3月 下 旬 の2回 実施 。 こ の 調 査 を 一 斉 調 査 と 呼ぶ ）

時 で も 、D 群 を 対 象 に す る こ と が 多 く な っ て い っ た 。 島 の 他 の5群 と 比 較 し たD 群

の 特徴 に つ い て は 伊沢(2015) を 参 照 さ れ た い 。

3. D 群 の 発 情 可 能 な メ ス の 数

金華 山 の サル の 交 尾 期 は8月 か ら1 月 ま で で あ る （伊 沢 ，2009) 。Bl群 で起 き た

今 回 の 事態 の 発 端 は 、 山 口 飛 翔 氏 が 調 査 を 開 始す る9月8 日 よ り 少 し 前 、 交尾期 が 始

ま っ て 間 も な い 頃 に 、 当 時B1 群 に4頭 い た 中 心 オ ス の う ち 第 一位 オ ス （ 個 体名 「 タ

ィ ョ ウ 」 ） が 群 れ を 離脱 し た こ と に よ る の は 間 違 い な い 。 離脱 の 一 番 の 理 由 はD 群

の 発 情 メ ス を 求 め て だ と 、 以 後 の 「 タ イ ヨ ウ 」 の 行動 か ら は い え る 。 で は 、 ど う し

て か れ はD 群 の 発 情 メ ス を 求 め た の か 。

D 群 の 何頭 の オ ト ナ ・ メ ス （ 以 下 、 メ ス と 略す ） が こ の 交尾期 に 発 情 し た か 、 直

接観察 は で き て い な い が 、 お よ そ の 頭数 を 推 定す る こ と は 可能 で あ る 。

推定 の 根 拠 の 一 つ と し て 、 過 去4年 間(2016~2019年 ） の 、 年 ご と の メ ス の 数 と ア

カ ン ボ ウ の 数 を 表l に 示 し た 。 こ の 表 に はBl群 に つ い て も 載せ て あ る 。 メ ス の 数 は

年2回 の 一 斉 調 査 の と り ま と め を 用 い た 。 な お 、 サ ル の 年 齢 は4月1 日 を 基 点 に 満年

齢 で数 え る の で 、 表 に 示 し た 年 ご と に 、 例 え ば3 月 下旬 時 点 で は6歳 で ま だ ワ カ モ ノ

だ っ た メ ス は 、11月 下 旬 時 点 で は1 歳繰 り 上 が っ て オ ト ナ と し て カ ウ ン ト さ れ て い

る 。

金 華 山 の サ ル の 出 産期 は わず か な 例 外 を 除 い て3月 か ら6月 で 、4月 と5月 に集 中 す

る 。 ま た メ ス は 隔年 な い し そ れ以 上 の 間 隔 を お い て 出 産す る の が ほ と ん ど で 、 連続

表 1. D 群 とB 1 群 の 年 ご と の オ ト ナ ・ メ ス と ア カ ン ボ ウ の 数

A B C

3月 下 旬 時 点 で の 春 の ア カ ン ボ ウ の 11 月 下 旬 時 点 で の

オ ト ナ ・ メ ス の 数 出 生 数 オ ト ナ ・ メ ス の 数

雀‘‘息れ D B1 D B1 D B1
2016 27 16 12 7 27 14
2017 28 16 4 5 25 17
2018 23 16 1 1 21 16
2019 24 16 6 11 23 15

註 1. オ ト ナ ・ メ ス の 数 は一 斉調 査 の と り ま と め か ら 引 用 ．
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出 産 は ご く ま れ で あ る （ 伊 沢 ，2009. 藤 田 ，2015) 。

こ こ で 、 と り あ え ず す べ て の メ ス が 隔 年 出 産 す る と 仮 定 す る と 、 表l か ら 、2019年

の 交 尾 期 に 発 情 可 能 な メ ス は 、D 群 が 表lのAマ イ ナ スB 、 な い しC マ イ ナ スB で

17~18頭 な の に 対 し 、B] 群 は 同 じ 計 算 で4~5頭 に な り 、 両 群 で圧1到 的 な 差 の あ る

こ と が わ か る 。 ま た 前年(2018年 ） に は 両 群 と も1 頭ず つ し か メ ス が 出 産 し て い な い

か ら 、 隔 年 以 上 の 間 隔 で 出 産 す る と 仮 定 す る と 、 差 は さ ら に 大 き く な る 。

正 確 に は 出 産 間 隔 が よ り 長 い 老 齢 メ ス の 数 や 、 オ ト ナ に な っ た ば か り の 初発 情 の

メ ス の 数 、 出 産 後 早 い 時 期 に ア カ ン ボ ウ を 失 っ た メ ス は 発 情 す る 可 能 性 が あ る こ と

な ど を 考 慮 に 入 れ る 必 要 が あ る が 、 例 え そ う し て も 、2019年 の 交 尾 期 、B ] 群 に 比

ベD 群 に は 発 情 メ ス の 数 が 非 常 に 多 か っ た こ と は 確 か で あ る （ ち な み に 、2020年 春

に 因 群 で は ア カ ン ボ ウ が4頭 生 ま れ た 。D 群 は 未 調 査 ） 。

こ の よ う な 状 況 の 中 で 、 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 がB] 群 を 離 脱 後D 群 の 発 情 し

た メ ス の 少 な く と も1頭 か2頭 と コ ン ソ ー ト 関 係 を 結 ぶ こ と に 成 功 し て い れ ば 、 交 尾

期 中D 群 に 追 随 し 続 け 、 今 回 の 事 態 は 生 起 し な か っ た の で は な い か と 推 測 さ れ る 。

成 功 し た 「 タ イ ヨ ウ 」 はB ] 群 に 繰 り 返 し 戻 る こ と （ 山 口 ，2020) は な か っ た と 考 え

ら れ る か ら で あ る 。 し か し 、 実 際 に はD群 の 発 情 メ ス と コ ン ソ ー ト 関 係 を 結 ぶ こ と

が で き な か っ た 。 そ れ は ど う し て な の か 。

4. D 群 に 接 近 し て き た 群 れ外 オ ス の 数

D 群 の 数 多 い 発 情 メ ス を 求 め て 、 多 く の 群 れ外 オ ス がD 群 に 集 中 し た こ と は 想 像

に 難 く な い 。 残 念 な が ら 筆者 は こ の 交 尾 期 、11 月 下 旬 の 一 斉 調 査 時 に2 日 間D 群 を

調 査 し た の み だ が 、 帝 京 科 学 大 学 の 佐 々 木 陸 志 氏 と 宮 崎真 衣 氏 が 卒 業 研 究 と し てD
群 を 調 査 し て い る 。 両 氏 の 交 尾 期 中 の 調 査 期 間 は10月6 日 ～27 日 と11 月21 日 ～12月1

日 で あ る （ も ち ろ ん 両 氏 は 上 記 し た 期 間 以 前 に も3年 生 の 秋 か ら6回D 群 の 調 査 を 行

っ て い る ） 。 そ し て 彼 ら に よ れ ば 、 両 調 査 期 間 でD 群 の 近 く を 徘 徊 す る 群 れ外 オ ス

を10頭 個 体 識 別 し て 追 っ た と い う （ 佐 々 木 • 宮 崎 ，2020) 。 ま た 、 ほ か に 識 別 で き

な か っ た 群 れ外 オ ス が 数頭 は い た と い う （ 彼 ら か ら の 私 信 ） 。

一 方 恥 群 で は 、 上 述 し た よ う に こ の 交 尾 期 、 発 情 メ ス が 少 な か っ た 。 そ の 上 「 タ

ィ ョ ウ 」 は 中 心 オ ス と し て3年 余 り 、 第 一 位 オ ス と し て2年 以 上B] 群 に い る の で （ か

れ の 出 自 群 に つ い て は 後 述 ） 、 と く に 「 キ ラ ラ 」 を 含 む 最 上位 家 系 の メ ス と ば性 的

関係 を 結 び に く い 状 況 に あ っ た 。 平 た く い う と メ ス に も て な く な っ て い た と い う こ

と で あ る （ 藤 田 ，2015) 。 な お 、 今 交 尾 期 に か れ と 行 動 を 共 に す る こ と が 非 常 に 多
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か っ た 「 キ ラ ラ 」 に つ い て だ が 、 「 キ ラ ラ 」 は 前年(2018年 ） に 発 情 し 、 かれ と も

交 尾 し 、 こ の 春 出 産 し て い る （ 山 口 飛 翔 氏 ， 私 信 ） 。

と こ ろ で 「 タ イ ヨ ウ 」 はD 群 の 発 情 メ ス を 求 め て 群 れ を 離脱 し た の だ が 、 出 遅 れ

た か れ がD 群 を 取 り 巻 く 多 数 の 群 れ外 オ ス を 無 視 し て 、 強 引 に 発 情 メ ス を 群 れ か ら

連 れ 出 す こ と は ま ず も っ て 不 可 能 で あ る 。 お そ ら く か れ は 、 そ れ ら の オ ス と 親 和 的

交 渉 を 重 ね て1~2頭 と 行 動 を 共 に し た り 、 敵 対 的 交 渉 を 持 っ て 距 離 を お い た り し て

は 群 れ外 オ ス と し て の 自 ら の 立 場 を な ん と か確 立 し つ つ 、 そ の チ ャ ン ス を 何 回 も う

か が っ て い た と 思 わ れ る 。 佐 々 木 • 宮 崎(2020) に よ れ ば 、11月25 日 に 山 椒 峠 を 北

か ら 南(D 群 の 主 要 行 動 圏 の 方 ） へ 向 か う かれ を 含 め て3頭 の 群 れ 外 オ ス を 目 撃 し

て い る 。 そ の 同 時刻 、D 群 は 島 の 南 端東 ノ 崎 の ク ロ マ ツ 植林 地 （ 後 述 ） に い た 。

そ う し て も 「 タ イ ヨ ウ 」 は 、 他 の 多 く の 群 れ外 オ ス と 同 様 、D 群 の 発 情 メ ス と コ

ン ソ ー ト 関 係 を 結 ぶ こ と は で き な か っ た 。D群 の 周 囲 で確認 さ れ た と 同 じ 群 れ外 オ

ス が 多 く 含 ま れ る と 思 わ れ る が 、B 講羊 の 周 辺 で も 群 れ 外 オ ス は 多 数確認 さ れ て い

る （ 山 口 ，2020) 。 離脱 し た 第 二位オ ス 「 イ ツ モ 」 も 状 況 は かれ と 同 じ だ っ た に 違

い な い 。 そ れ は ど う し て な の か。

5, D 群 の 特 異 な 食 物 と の 関 係

2019年秋 は ケ ヤ キ の 堅 果 が 島 じ ゅ う で よ く 稔 っ た 。B1 群 もD 群 も 大 好 物 の そ の

堅 果 を 求 め て の 遊 動 を 展 開 し て い た 。 と こ ろ がD 群 に は 、 他 群 に は な い 特異 な 主 要

食 物 が も う 一 つ あ っ た 。 大 量 の ク ロ マ ツ の 種 子 で あ る 。

南 北 に 走 る 主 稜 の 東側 、 海岸 線 に 沿 っ て 延 々 と 続 い て い た ク ロ マ ツ 植林 帯 の ク ロ

マ ツ が マ ッ ク イ ム シ に よ っ て1980年 代 後 半 か ら 枯 れ 始 め 、2000年 に は と く に 島 の 南

部 一 帯 が 壊滅 的 な 打 撃 を 受 け た 。 そ れ を 復 元 す る た め2005年 か ら 宮城 北 部 森林 管 理

署 が マ ツ ク イ ム シ 耐性 の ク ロ マ ツ の 苗 木 の 植 林 を 開 始。2019年秋 に は 苗 木 は5m を

超 え る ま で に 成 長 。 密 生 す る ど の 木 も 実 （ 松 ぼ っ く り ） を 驚 く ほ ど 沢 山 つ け た 。

マ ツ の 種子 は 島 の 東側 を 主要 行 動 圏 （ 行 動 圏 の 中 で も 通 年 で 頻 繁 に 使 う 地域 ） と

す る4 群 （C1 、C2 、B2 、D) に と っ て 、 磯 の 海 藻類や 貝 類 と と も に 冬 期 間 の 最重 要

食 物 の 一 つ で あ り 続 け た 。 そ し て こ の 交 尾 期 、 雨 が 少 な く 松 ぼ っ く り が 開 い て 、 植

林 地 の 地 面 に は 大 量 の 種子 が あ っ た 。

し か し 、 こ の ク ロ マ ツ 植 林 地 は 「 タ イ ヨ ウ 」 に と っ て も 他 の 群 れ外 オ ス に と っ て

も 、 大 き な 問 題 が あ っ た 。2011 年 の3. 11 東 日 本 大 震 災 以 降 、 営 林 署 が 間 伐 等 一 切 の

手入 れ を 行 っ て い な い た め 、 二 重 、 三 重 に 防鹿柵 が 張 り 巡 ら さ れ た そ の 中 は 、 実 際
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に 潜 り 込 ん で み て わ か っ た こ と だ が 、 ど ん な に 条 件 が 良 い 所 で も 真 っ 暗 く 、 わ ず か

Im前 後 し か 周 り が 見 え な い の だ 。 し か も 面 積 は 、 育 っ た 若 木 の 枝 や 葉 で 上 部 が 完

全 に 投 い 尽 く さ れ て い る 所 は 約60, OOO rrf と 広 く 、 点 々 と だ が わ ず か に 空 が 抜 け て い

る 部 分 の あ る 所 （ 金 華 山 灯 台 に 近 い 方 の 後 か ら 植 林 し た 所 ） は35, ooo rrf も あ る （ 図

1) 。 な お 、 図lはGoogle マ ッ プ航 空 写真 を も と に 作成 、 上 記 し た 面 積 は そ の 写 真

を も と にGIS ソ フ ト ウ ェ ア 上 で 計 測 し た 。

も し 群 れ オ ス で も 群 れ 外 オ ス で も 、 コ ン ソ ー ト 関 係 に 入 っ た 発 情 メ ス と そ の 中 に

入 っ て し ま え ば 、 そ の2頭 は ど こ か ら も 誰 か ら も 見 え な い 。 し た が っ て 悠 々 と 採 食

し な が ら 交 尾 で き る と い う も の だ 。

一 方 、 ま だ コ ン ソ ー ト 関 係 を 結 べ て い な い 群 れ外 オ ス （ 出 遅 れ た オ ス や腕 力 で 劣

る オ ス ） に と っ て は 、 う っ か り 植林 地 に 入 れ ば 、 発 情 メ ス だ け で な くD群 の 中 心 オ

ス や メ ス と 至 近 距 離 で の 鉢 合 わ せ に な っ て 総 攻 撃 を 食 ら う 危 険 性 が 高 く 、 あ る い は

自 分 よ り 腕 力 で 勝 る コ ン ソ ー ト 中 の 群 れ 外 オ ス と 鉢 合 わ せ し て ひ ど い 攻 撃 を 受 け

る 危 険 性 も あ る 。 し た が っ て 、 植 林 地 内 に 広 が るD群 の メ ン バ ー の 中 に 発 情 メ ス が

何 頭 も い る と 分 か っ て い て も 、 そ う や す や す と は 入 っ て い け な い わ け で あ る 。D群

で2006年 に 生 ま れ2017年 か らD群 に 追 随 し 始 め た 群 れ 外 オ ス 「 ハ ゲ オ 」 (13歳 ． 大

怪 我 で 頭 部 の 右 半 分 に 毛 が な く 識別 が 容 易 ） も 、 植林 地 内 の 状 況 を よ く わ か っ て い

z
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図 1. マ ツ ク イ ム シ 耐性 の ク ロ マ ツ の 植 林 地

註 ） d皿り 印 ： 上 部 が 覆 い 尽 く さ れ て い る 場 所

Cジ 印 ： 上 部 が 点 々 と 空 い て い る 場 所
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な が ら ど の 発 情 メ ス と も コ ン ソ ー ト 関 係 を 結 べず 、 い っ と き 発 情 メ ス の 少 な いB1

群 に も 追 随 し て い た （ 佐 々 木 ・ 宮 崎 ，2020) 。

以 上 の こ と を 証拠付 け る 事 例 を 佐 々 木 ・ 宮 崎(2020) は い く つ か 報 告 し て い て 、

例 え ば 二 人 し て 別 々 にD 群 を 探 し 歩 い て 、 結 局 出 会 え た の は 単独 な い し2~3頭 で 行

動 す る 群 れ外 オ ス だ け と い う 日 が 何 日 も あ っ た と い う （ そ の 間D 群 は植 林 地 に 入 り

込 ん で い た の だ ろ う ） 。 筆 者 は彼 ら の 指 導 教 官 （ 島 田 将 喜 氏 ） か らD 群調 査 の サ ポ

ー ト の 依 頼 を 受 け 、 彼 ら が 調 査 中 は 電話 で の 連 絡 を 取 り 続 け て い た か ら 事 情 は 十 分

呑 み 込 め て い た し 、11月 下 旬 の 一 斉 調 査 時 の2 日 間 は 島 の 南 端 の 東 ノ 崎 か ら 灯 台 に

か け て の 一 帯 で 共 に 調 査 し た が 、 両 日 と もD 群 は ク ロ マ ツ 植 林 地 に 入 っ て い た 。 そ

の 間 ほ ん の 時 ど き は 林 縁 部 か ら コ ン ソ ー ト ・ ペ ア や 小 集 団 が ち ょ こ っ と 顔 を 出 す

が 、 す ぐ に 植 林 地 に 戻 る こ と を 繰 り 返 し て い た 。 し か も 、 交 尾 期 に 特 有 の 大 き な 音

声 （ 伊 沢 ，2009) で あ る オ ス の 威 嚇 の ゴ ゴ ゴ ッ や メ ス の 悲 鳴 ギ ャ ァ ー ギ ャ ァ ー が 聞

こ え る 位 置 に3時 間 余 り 座 っ て い た が 、 こ れ ら の 音 声 が 聞 か れ た の は 両 日 と も た っ

た の1 回 、 そ れ も 一 瞬 だ っ た 。 こ の こ と も 確 か な 傍 証 と い え よ う 。 オ ス に よ る 自 己 顕

示 の 木 揺 す り を 伴 う ガ ガ ガ ッ は 、 筆 者 の み な ら ず彼 ら 二 人 も 、D 群 が 植林地 に 入 っ

て い る 時 は 一 度 も 聞 い て い な い 。

6. ケ ヤ キ の 堅果 を 求 め て の 両群 の 遊 動 の 特徴

前 章 で 述 べ た ク ロ マ ツ の 種子 は 両 群 の 遊動 に も 影 響 を 及 ぼ し た 。

一 つ は 、BI 群 が こ れ ま で そ れ ほ ど 利 用 し な か っ た 、 南 北 両側 を 鹿 道 沢 と 山 椒 沢

で 囲 ま れ た162 ヒ゜ ー ク ー 帯 を 高 頻 度 で利 用 し て い た こ と だ （ 山 口 飛 翔 氏 ， 私信 ） 。 こ

れ ら の 沢 の 中 ・ 下 流 域 に ケ ヤ キ の 大 木 が 密 生 し て い る の が 一 つ の 要 因 だ が 、 ケ ヤ キ

の 豊 作 は な に も こ の 秋 に 限 っ た こ と で は な い し 、B1 群 の 行 動 圏 に は ほ か に も ケ ヤ

キ の 大 木 の パ ッ チ は い く つ も あ る 。

そ の 一 番 の 理 由 は お そ ら く 、 い っ た ん は 離脱 し な が ら そ の 後B1 群 へ の 出 入 り を

繰 り 返 す 「 タ イ ヨ ウ 」 の 、D 群 の 発 情 メ ス ヘ の 強 い 関 心 が 継続 し 、 性 的 興 奮 が 高 ま

る とD群 が い る 可 能性 の 高 い 東 ノ 崎 の 方 へ 向 か い 、 かれ に 引 き ず ら れ る よ う に メ ス

も そ の 地域 へ 向 か っ た か ら だ ろ う （ 後 述 ） 。

そ の162 ピ ー ク ー 帯 は ケ ヤ キ が 豊 作 の 年 に はD 群 が 頻 繁 に 利 用 す る 地域 な の だ が 、

こ の 秋 は あ ま り 利 用 さ れ な か っ た （ 佐 々 木 • 宮 崎 ，2020) 。 そ れ は 上 述 し た よ う に

B1 群 が 居座 っ て い た か ら に 相 違 な い 。D群 が ケ ヤ キ を 求 め た の は 主 に 島 を 南 北 に

走 る 主 稜 の 反 対側 、 南 西 部 一 帯 だ っ た （ 佐 々 木 • 宮 崎 ，2020) 。 こ れ ら の 地域 の 位
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図2. 交尾 期 前 半 のB 1 群 とD 群 の 主要採食 地

註）A:B 扉の ケ ヤ キ 堅果食 い の 主 な 採食 地 の 一 つ

B:D群 の ケ ヤ キ 堅 果食 い の 主 要採食 地
C:D群 の ク ロ マ ツ 種子食 い の 地域

置 関係 を 図2 に 示 し た 。

こ の よ う なB1 群 の 顕著 な 自 ら の 行動 圏 の 南部へ の こ だ わ り は 、 交尾相 手 を 求 め

てD群へ の接近 を 繰 り 返す 「 タ イ ヨ ウ 」 に 、 ま だ強い 仲 間 意識 と 頼 る 頼 ら れ る 関係

（ 伊沢，1982) を 維持 し て い たB 1 群の 最上位家系 の 、 し か も 家系 内 で 一番優位 な

15歳の メ ス 「 キ ラ ラ 」 が かれ と 行動 を 共 に す る こ と が 多 く 、 「 キ ラ ラ 」 の 家系 の メ

ス を 中 心 に 何頭 も の メ ス が かれ に し ば ら く 追 随す る こ と で起 こ っ た と 考 え ら れ る 。

そ し て 、 瓦 群 の 中 で こ の よ う な 存在 で あ っ た か ら こ そ 、 「 タ イ ヨ ウ 」 がD群 の

占 有域(D 群 固 有 の行動圏 ） で あ る 金華 山 灯台 の あ る 一 帯 ま で移動 し た 際 に も 、 か

れ に つ い て い っ た の で あ る 。 そ の 日 のD群 とB 1 群の移動Jレー ト を含 め 、 かれ と 「 キ

ラ ラ 」 の 移動ルー ト を 佐 々 木 ・ 宮崎 （2020) か ら 引 用 し た の が 図3で あ る 。

「 タ イ ヨ ウ 」 の と っ た行動 は群れ外オス と し て は ご く 当 た り 前だが 、 地縁集 団 （伊

沢，1982) で あ る 群れの ま と ま り を 顧みずの 「 キ ラ ラ 」 の行動 は ニ ホ ン ザル で は 大

変珍 し い こ と だ。 それ は 、 「 キ ラ ラ 」 は子持 ち の メ ス 、 も うl頭 の 追随 メ ス 「 ミ コ ト 」

は 出 産 し た が 交尾期 が 始 ま っ た 当 初 に 群れ外 オ ス に ア カ ン ボ ウ を 殺 さ れ た 可能性

が あ り 、 両 メ ス と も 群れ外オス ヘの 強い 恐怖 （ 「 キ ラ ラ 」 は 自 分 の 子が 殺 さ れ る 恐
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図3. B 渇羊 由 来 の 小集 団 の 移 動Jレ ー ト(10月15 日 ）

佐 々 木 • 宮 崎(2020) か ら 引 用

註）B1 群 由 来 の 小 集 団 の 観 察 時 間 13:57~14:44
メ ンバー は 「 タ イ ヨ ウ 」 と 「 キ ラ ラ 」 （ 子持 ち ） 、 「 ミ コ ト 」

B 扉 の 観 察 時 間 05:49~11:20
D群 の 観 察 時 間 12:24~16:21

怖 、 「 ミ コ ト 」 は殺 さ れ た 時 の 恐怖 ） が 頼 る 頼 ら れ る 関 係 の 中 で か れ へ の 追 随 を 促

し た 可 能性 が 高 い 。

「 キ ラ ラ 」 と 「 ミ コ ト 」 の 図3 に 示 し た 移 動 を 金 華 山 の サ ル の 歴 史 か ら 見 れ ば 、D

群 は 元 々1群 だ っ た の が1964年 か 翌 年 に 分 裂 し て 誕 生 し た 一 方 の 群 れ で （ 伊 沢 ，

2009) 、 以 後 今 日 ま で の お よ そ45年 間 分 裂 も せ ず行 動 圏 も ほ と ん ど 変 え ず そ の ま ま

な の で 、 も う 一 方 の 群 れ の そ の 後 の 分 裂 で 誕 生 し た5群(A 、B1 、B2 、C1 、C2 群 ）

の メ ス が45年 間 、 こ れ ま で1 頭 た り と も 足 を 踏 み 入 れ た こ と の な い 地域 （ 灯 台 一 帯 ）

を 訪れ た と い う 稀 有 な 記録 で も あ る 。

7. 離 脱 第 一位 オ ス の 出 自 群 に つ い て

こ こ ま で 筆者 はB1 群 を 離脱 し た 第 一 位 オ ス の 個 体名 を 「 タ イ ヨ ウ 」 と 呼 ん で き

た 。 そ れ は 因 群 の 調 査者 が そ う 呼 ん で き た か ら で あ る 。

風張(2015) に よ れ ば 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は2006年 にB1 群 で 生 ま れ 、 母親 は 「 タ ラ 」

(1997年 生 ま れ ） 、2011年 に5歳 で 群 れ を 出 た が 、 そ の 後 も 群 れ に 追 随 し て い て 、 山

ロ （2020) に よ れ ば 、2016年7月 に 中 心 オ ス と し てB1 群 に 加入 、2017年9月 頃 に 第
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一 位 オ ス に な っ て 今 日 に 至 っ た と い う 。

一 方 で 、 隣接 群 のA群 を 継 続 調 査 し て い た 島 田 将 喜 氏 に よ れ ば （ 私 信 ） 、 上 述 の

「 タ イ ヨ ウ 」 と し た オ ス は 、 今 交 尾 期 前 ま でB1 群 の 第 三位 オ ス だ っ た 「 ラ キ 」 と

共 に2006年 にA群 で 生 ま れ 、 「 ア ル ト 」 と 名 付 け ら れ た 。 そ し て 翌 年 に は 第 四 位 オ

ス 「 キ ー ル 」 が 生 ま れ た 。 そ の 後2012年 に は 「 ア ル ト 」 と 「 ラ キ 」 が 群 れ を 出 てB
1 群 に 追 随 。 こ の 年 「 キ ー ル 」 はA群 に 戻 っ た りB1 群 に 追 随 し た り を 繰 り 返 し て い

た が 、 「 キ ー ル 」 がA群 で 確認 さ れ た の は2014年 の 交 尾 期 が 最 後 。2015年 と 翌 年 の

交 尾 期 に はB1 群 の 周 辺 オ ス な い し 追 随 オ ス と し て か れ ら3頭 を 確認 し た が 、3頭 は

一 緒 に 行 動 し て い る こ と が 多 か っ た と い う 。 な お 、 第 二位 オ ス 「 イ ツ モ 」 はA 群 で

もB1 群 で も な く 他 の4群 い ず れ か の 出 身 で あ る 。

こ の よ う に 「 タ イ ヨ ウ 」 ／ 「 ア ル ト 」 の 出 自 がA群 かB1 群 か は ま だ 確 定 し て い な

い が 、B1 群 生 ま れ か 否 か は 母 親 と い わ れ て い る メ ス のDNA分 析 で 明 ら か に で き 、

分 析 用 の 資 料 は す で に 手 元 に あ る の で 目 下 準備 中 と い う （ 山 口 ，2020) 。

筆 者 は 本 稿 でB1 群 で 起 き た 事 態 をD 群 の 発 情 メ ス の 数 、 集 ま っ て 来 た 群 れ 外 才

ス の 数 、D群 の 特 異 な 食 物 、 遊動 域 や 行 動 圏 と い っ たD 群 が 関 係 し て い る と 思 わ れ

る 側 面 か ら 考 察 し て き た が 、 そ れ で こ の 事 態 が な ぜ 起 き た か に 決 着 が 着 い た と は 夢

思 っ て い な い 。 す な わ ち 、 こ の 事 態 は 「 タ イ ヨ ウ 」 ／ 「 ア ル ト 」 の 個性 や 経 歴 、B 1

群 の 中 心 オ ス や 第 一 位 オ ス に な っ て か ら の メ ス と の つ き 合 い と い っ た 、 か れ 自 身 の

性 質 や 性 格 、 お よ び こ れ ま で の 経 験 な ど も 大 き く 関 係 し て い る の は 確 か で あ り 、 か

れ な く し て は こ の 事 態 は 起 こ り 得 な か っ た 可 能 性 も 高 い 。 し た が っ て か れ の 出 自 が

ど ち ら の 群 れ か が 確 定 す れ ば 、 今 回 の 出 来 事 に 対 す る 考 察 は も う 少 し 深 み を 増 す に

違 い な い 。
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金華 山 の サ ル • B1 群 の2019年交 尾 期 後 半 以 降 の 動 向

宮 城 の サ ル調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

町 群 の 調 査 は 山 口 飛 翔 氏 に よ る 交 尾 期 前 半 の 調 査(9月8 日 ～11月9 日 ） の あ と は

断続 的 に し か行 わ れ て い な い し 、 そ の 都 度 調 査者 も 異 な る し 、 調 査 結果 も 断片 的 で

あ る 。 し か し 、B1 群 で 起 き た 事 態 （ 山 口 ，2020) の 全体像 を 把握 す る の に 、 い ず れ

も 貴 重 な デ ー タ で あ る こ と は 間 違 い な い 。

そ こ で 本 稿 で は 、11月 下 旬 以 降 のB1 群 に 関 す る 記 録 を 調 査者 名 を 挙 げ て 時 系 列

で 簡 単 に 紹 介 す る 。 な お 、 中 心 オ ス の 力 量 の 差 に よ る 強 い 弱 い の 関 係 （ 伊 沢 ，1982)

は 、 交 尾 期 後 半 も 入 れ 替 わ り が 繰 り 返 さ れ た の で 、 こ こ で は 混 乱 を さ け る た め 交 尾

期 前 の 状 態 （ 山 口 ，2020) の ま ま 記 述 す る 。

2. 調 査 結 果

1) 11月20 日 ～24 日 の 一 斉 調 査

金 華 山 の サ ル の 総個 体数 を 調 べ る 調 査 （ 以 下 、 一 斉 調 査 と 呼ぶ ） は 宮城 の サ ル調

査 会 が 毎 年2 回 、11月 下 旬 と3月 下 旬 に 実施 し て き た 。 そ し て 今 回 は 、 調 査 開 始 翌 日

の21 日 、B1 群 が 二 つ の 集 団 に 分 か れ て 行 動 し て い る こ と が 判 明 。 そ こ で22 日 と23

日 の2 日 間 、2名 の 調 査者 （ 風 張喜 子 氏 と 関 澤麻伊 沙 氏 ） に 両集 団 の 終 日 追 尾 を 依 頼

し た 。

結果 の 一 部 は 関 澤(2020) が 本 号 で 報 告 し て い る が 、22 日 に は 第 三位 オ ス 「 ラ キ 」

の い る 個 体数 の 多 い 集 団 と 、 第 一 位 オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 と 第 四 位 オ ス 「 キ ー ル 」 の い

る 個 体数 の 少 な い 集 団 が い て 、 そ の 後 少 な い 方 の 集 団 の 「 キ ー ル 」 と オ ト ナ と ワ カ

モ ノ の メ ス1 頭ず つ と コ ド モ1 頭 の 計4頭 が 大 き い 方 の 集 団 に 合 流 。 し か し 翌23 日 に

は 、 そ の4頭 は 少 な い 方 の 集 団 に 戻 っ た 。 こ の2 日 間 、 ど ち ら の 集 団 に も 第 二位 オ ス

「 イ ツ モ 」 は い な か っ た 。11頭 生 ま れ た ア カ ン ボ ウ は 、3頭 が9月8 日 ま で に 死 亡 し て

い て 、 そ の 後11月9 日 ま で に さ ら に3頭 が 死 亡 し （ 山 口 ，2020) 、 残 り5頭 に な っ て い

た が 、5頭 と も 生存 が 確認 さ れ た 。

2) 11 月21 日 ～12月1 日 の 個 別 調 査

こ の 調 査 は 帝 京 科 学 大 学 の 佐 々 木 陸 志 氏 と 宮 崎 真 衣 氏 が 卒 業 研 究 の 一 環 と し て

実施 、11 月25 日 ～27 日 に は 指 導 教官 の 島 田 将 喜 氏 も 調 査 に 加 わ っ た 。 彼 ら の 調 査 対
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象 はD群 だ が 、 そ の 間 の24 日 、B ] 群 は お そ ら く ひ と つ に ま と ま っ て ホ テ ル の 廃屋

一 帯 を 行動 し て い て 、 そ こ に 「 タ イ ヨ ウ 」 は 在 ら ず 、 こ れ ま で かれ と 行動 を 共 に す

る こ と の 多 か っ た オ ト ナ ・ メ ス 「 キ ラ ラ 」 は い た 。

ま た 翌25 日 に は 、 「 タ イ ヨ ウ 」 がD 群 の 主 要 行 動 圏 内 の 山 椒 峠 で 、 見知 ら ぬ群 れ

外 オ ス2頭 と 共 に オ ニ グ ル ミ の 核 果 を 採食 し て い て 、 そ の 後D群 の い る 南 へ 向 か っ

た 。 こ の3頭 を 追 尾 し な が ら 周 囲 を う か が っ た が 、 群 れや小集 団 の い る 気配 は全 く

な か っ た （ 佐 々 木 • 宮 崎 ，2020) 。

3) 1 月21 日 ～25 日 の 個 別 調 査

こ の 調 査 は 風張 喜 子 氏 が 実施。 そ の う ち22 日 、23 日 、25 日 の3 日 間B ] 群 を 追尾 。

群 れ は 一 つ に ま と ま っ て 行動 し て い た 。 中 心 オ ス は 「 ラ キ 」 と 「 キ ール 」 の2頭 の み 。

ア カ ン ボ ウ は5頭 で 変 わ ら ず 。

4) 3月12 日 ～20 日 の 個 別 調 査

こ の 調査 は 山 口 飛翔 氏 が 実施。B] 群 は 調 査期 間 中 ず っ と 、1月 下 旬 の 風 張 氏 に よ

る 調 査 結果 と 同 様 、 よ く ま と ま っ た 群れ と し て 行動 し て い た 。 た だ し 、 中 心 オ ス に

は 変 化 が あ り 、1月 下旬 に は 「 ラ キ 」 と 「 キ ー ル 」 の2頭 だ っ た が 、 こ の 期 間 中 は 「 タ

イ ヨ ウ 」 、 「 イ ツ モ 」 、 「 キ ール 」 の3頭だ っ た 。

5) 3月20 日 ～23 日 の 一 斉調査

こ の 調 査 は 新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感染 拡 大 で 国 じ ゅ う が 騒然 と し て い る 中 、 可能

な 最 大 限 の 感染 防止 措置 を 講 じ た う え で 筆者や 山 口 氏 を 含 む8名 で実施。B] 群 の 状

況 は 上 述 し た 山 口 氏 の 調 査 時 と 変 わ ら ず。 し か し 、 中 心 オ ス の 変 化 は 引 き 続 い て 起

き 、21 日 ま で は 「 タ イ ヨ ウ 」 、 「 イ ツ モ 」 、 「 キ ー ル」 の3頭 が い た が 、22 日 に は 「 タ

イ ヨ ウ 」 と 「 イ ツ モ 」 が 群 れ か ら 姿 を 消 し 、 中 心 オ ス は 「 キ ー ル」1頭 の み の 状 態 に

な っ た 。 こ の 調 査 で も ア カ ン ボ ウ は5頭 で 変 わ ら ず。

6) 5月12 日 ～14 日 の 個 別 調査

こ の調 査 は 合 同 会 社東 北 野生 動物保護 管 理セ ン タ ー （ 代表 ． 宇 野壮春 ） の 新入社

員研修 に 便乗 す る 形 で 実 施。B] 群 は 関 健太 郎 氏 と 高 岡 裕 大 氏 が観察。 群れ に は 「 タ

イ ヨ ウ 」 と 「 キ ー ル 」 の2頭 が い る の を 確認。 ま た 、13 日 夕 方 ま でB] 群 が い た 所 の

す ぐ 近 く に 、 翌 朝 に は11頭 か ら な る オ ス ・ グルー プ の い た こ と （ 筒 井颯氏 の 観察 ）

が 少 し 気 に な る 。 新生児 は す で に4頭生 ま れ て い た 。

以 上 、 時 系 列 に 沿 っ てB1 群 の 状 況 を か い つ ま ん で整理 し た が 、 交尾期 が 終焉 し

た1 月 下 旬 以 降 は 、 群 れ は 元 の ま と ま り を 取 り 戻 し て い た 。 た だ し 、 中 心 オ ス は調査
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す る た び に 変 わ っ て い て 、 全 期 間 を 通 し て 群 れ に い 続 け た の は 「 キ ー ル 」 の み 。 「 タ

イ ヨ ウ 」 は 相 変 わ ら ず 群 れ へ の 出 入 り を 繰 り 返 し て い た 。 ま た 、 第 二 位 オ ス 「 イ ツ

モ 」 は 群 れ が 崩 壊 状 態 に な っ た9月28 日 か ら10月1 日 に か け て （ 山 口 ，2020の 表3) 群

れ を 離 脱 し た と 考 え ら れ る が 、 離 脱 後 も 「 タ イ ヨ ウ 」 と の 親 密 な 関 係 （ か れ に 追 随

し 行 動 を 共 に す る 関 係 ） は 続 い て い て 、 そ れ が3月 の 調 査 時 に は か れ と 共 に 中 心 才

ス に 収 ま っ て い た 理 由 だ ろ う 。
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金 華 山 の サ ル ・ か つ て の82 群 崩 壊 に つ い て

B ， 群 の 事例 か ら わ か っ た こ と

宮 城 の サ ル調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

2019年 秋 、 金 華 山 の サ ル の 交 尾 期 に 、B1 群 第 一 位 オ ス の 離 脱 に 端 を 発 し た と 考

え ら れ る 、 本 来 な ら き わ め て 強 固 な は ず の 群 れ の ま と ま り が 崩 壊 し か ね な い メ ン バ

ー 間 の 離合集 散 （伊 沢 • 佐藤 ，2004) が 観察 さ れ た 。 そ の 一 部 始 終 は 山 口(2020) に

詳 し い が 、 現 地 で調 査 中 の 彼 か ら 報 告 を 受 け た と き 、 筆 者 は か つ てB 2 群 で 起 き た

事 態 と 駕 く ほ ど似 て い る と 直観 し た 。 そ の 点 を 検 討す る の が 本 稿 の 目 的 で あ る 。

な お 、 町 群 とB 1 群 は1983年 にB 群 が 分 裂 し て 誕 生。B2 群 は 分 裂後2002年 ま で

は 、6群 の う ちD 群 に 次 ぐ 大 き な 群 れ で 、 島 の 中 央部 の 広域 を 行 動 圏 に し て い た （ 伊

沢 ，2009) 。

2. B 2 群 の 崩 壊 と 復 元 過 程 の 概 要

事 の 詳 細 は伊 沢 • 佐藤(2004) 、 伊沢(2005a) 、 伊沢(2005b) 、 伊 沢 ほ か(2008)

で 報 告 さ れ て い る が 、 概 略 は 以 下 の 通 り で あ る 。

2003年 の 交 尾 期 に 入 っ た 直 後 か ら 、 オ ト ナ ・ メ ス （ 以 下 、 メ ス と 略す ） が15頭 い

る は ず のB2 群 に は 出 会 え ず 、 群 れ の 行 動 圏 内 で サ ル の 集 団 に 繰 り 返 し 出 会 っ て も 、

8 月 末 か ら9 月 中 は メ ス が7~8頭 し か い な い 集 団 と コ ン ソ ー ト ・ ペ ア やl~2頭 で 行

動 す る メ ス だ っ た 。

そ れ が10月 に 入 る と 、 メ ス が4頭 か ら6頭 の 集 団 と 、1~2頭 の さ ら に 小 さ い集 団 や

コ ン ソ ー ト ・ ペ ア だ け に な り 、11 月 下 旬 に は 出 会 え る の は1~2頭 し か メ ス の い な い

小集 団 の み だ っ た 。 そ れ ら 小集 団 は 行 動 圏 内 に 点 在 し 、 他 の 小 集 団 と は 無 関 係 に 勝

手 な 方 向 に 移 動 し 、 構成 は オ ト ナ ・ オ ス が2~5頭 で メ ス が1~2頭 （ ほ か に コ ド モ や

ア カ ン ボ ウ が い る ） だ っ た り 、 コ ン ソ ー ト ・ ペ ア だ っ た り 、 単独行 動 す る メ ス だ っ

た り し た 。 す な わ ち 、 群 れ と し て の ま と ま り が 完 全 に 崩 壊 し た 状 態 に な っ た 。

こ の 状 態 は1 月 上 旬 ま で続 く が 、 交 尾 期 が 終 焉 し た1 月 中 旬 以 降 は 、 当 時 の 遊動 域

内 に い る の は メ ス8~9頭 の 集 団 一 つ に な り 、 最 終 的 に は メ ス は9頭 、 オ ス や コ ド モ

を 含 め た 個 体数 は こ れ ま で の 半分 ほ ど の 群 れ と し て 復 元 し た （ こ こ ま で は 主 に 伊 沢

• 佐藤 ，2004 の 要 約 ） 。
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同 様 の 事態 は 翌2004年交 尾期 に も 起 き 、 そ の と き は前年 と 同 様 メ ンバ ー 間 の 離合

集散 が 繰 り 返 さ れた あ と 、 メ ス6頭 の 群れ と し て 復 元。 さ ら に2005年交尾期 に も 引

き 続 き 起 き て 、 最終的 に は メ ス が4頭 し かい な い 小 さ な 群 れ と し て 決着 し た （ こ こ

ま で は伊沢 ほ か，2008の 要約 ） 。

概略 は 以 上 だ が 、 こ の 事態 は金華 山 の 残 り5群 に つ い て も 全国 各 地 の 野生群 で も 、

こ れま で観察 さ れた こ と の な い 出 来事だ っ た 。 た だ し 、 そ れが ど う し て 起 き た の か 、

当 時 は直接的 な原 因 を 明 ら か に す る こ と が で き な か っ た 。 そ れ は筆者 ら のB2 群 の

調査や得 ら れた結果の 考 察 に 際 し て 、 オ ス の 個 体識別 が 不 十分 だ っ たせい も あ る が 、

メ ス の離合集散 に 焦 点 を 合 わせ過 ぎ た こ と に も よ る （ 後 述） 。

3. B 2 群 の 崩 壊が 始ま る 前年の 交尾期 に 起 き て い た こ と

今 回 のB] 群 は 交 尾期 の 終盤か ら は 元 の 状態 に 戻 り 、2003年 のB2群の よ う に メ ス

の5分 の2が 消 失 し て 復元す る と い う 事態 に は至 ら な か っ た 。 そ れ は ど う し て な の か

を 知 る に は 、 群れの 崩壊 が 始ま っ た2003年 よ り 以前 のB2 群 の 状況 を 再検討 し て み

る 必要 が あ る だ ろ う 。

そ の た め に 本稿 で使用 す る デー タ は 、 伊沢 • 佐藤 （2004) に ま と め ら れ て い る こ

と と 、 毎年2 回11月 下旬 と3月 下旬 に 宮城 の サル調査会 が 実施す る 島 の サル の 総個 体

数 を調べ る 調査 （ 以 下 、 一斉調査 と 呼ぶ ） の と り ま と め 、 お よ びサル調査者 が 毎 日

の 調 査終 了 後 に 必ず記入す る 宮城 の サル調 査会 の 「 日 々 の 観察記録用 紙 」 （ 以 下 、

原資 料 と 呼ぶ ） の 三つ で あ る 。

結果 は 、2001年ま で は交尾期 を含 め て ず っ と 、 メ ス が15頭前後 い る ま と ま り の い

い群れだ っ た が 、 翌2002年の 交尾期 に 異常 な 事態 が 実際 に は始 ま っ て い た 。 そ の 事

態 が 始 ま る 前 に 実施 さ れた2001年度 冬期 一斉調査(2002年3月21 日 ～25 日 ） で のB2

群 の 個 体数 と 構成 を 表lに 示 し た 。

1) 伊沢 • 佐藤(2004) に ま と め ら れて い る5点

伊沢 • 佐藤 （2004) で は 、2002年 のB2 群 に つ い て 、 メ ス15頭 が ど う な っ て い た

か と い う 観点 か ら 、 以 下 の5点 に ま と め ら れ て い る 。 ①10月13 日 ま で は群れ は 一 つ

に ま と ま っ て い た 。 ②10月22 日 か ら11月7 日 ま で の 調査 で は計7 日 、 恥 群 の 移動 に

追 随す るB2 群 の 小集 団 が 観察 さ れ た 。 頭数 と 構成 が は っ き り し て い る4例 を 表lに

示 し た （ そ の表1 を 本稿 で は表2 と し て 再録） 。 ③11月3 日 に はB2群 由 来 の集 団 がA
群 に 追 随 し 、B2群 が こ れ ま で一度 も 利用 し た こ と の な いA群 固 有 の行動 圏 で あ る
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表1. 2001年 度 冬 期 一 斉 調 査 で のB2 群 の 個 体数 と 構成

：ス
4歳

コ ド モ

遭言

゜

ア カ ン ボ ウ

1 歳 | 0歳

3

計

29

神 社境 内 や桟橋 近 く ま で移 動 し た 。 な お 、B1 群 の 調査 は11 月 以 降年 が 明 け て も 引

き 続 き 行 わ れた が 、B2群 由 来 の 集 団 の 追 随 は全 く 観察 さ れ て い な い 。 ④11 月22 日 ～

24 日 の 一 斉 調 査 時 に は 、B 2 群 の 本 体 と は 主稜 を 挟 ん で1km （ 地 図 上 で の 直線 距離 ）

以 上 離れ た 所 で 小集 団 が 目 撃 さ れ た 。 ⑤12月19 日 ～22 日 の 調 査 で は 、B2 群 は 元 の

ま と ま り を 取 り 戻 し て い た 。

な お 、 伊沢 • 佐藤(2004) で は 実 際 は4点 だ が 、 こ こ で は 次 項 の 再検 討 を 分 か り や

す く す る た め 、2点 目 の 内 容 を 二 つ に 分 け5 点 と し た 。

表2. B 渇挙 に 追 随 し て い たB2 群 由 来 の 集 団 の 個 体数 と 構成 （伊 沢 • 佐藤 ，2004か ら 引 用 ）

観 察 日
オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ド モ ア カ ン ボ ウ

計

オ ス メ ス オ ス メ ス 4歳 3歳 2歳 1 歳 0歳

10月25 日 1 4

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 I 7

10月26 日 I 5

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 3 10

11 月1 日 2 7

゜ ゜ ゜ ゜
1 2 2 14

11 月7 日 1 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 3

'2) ま と め ら れ た5 点 に 関 し て の 追加 デ ー タ と 再 点検

上 記 し た5点 に 対 し て 、 新 た に 分 か っ た 事柄 と そ れ を 含 め た 再検討 を ① ～ ⑤ の 順

番 に 従 っ て 以 下 に 記 す 。

①10月12 日 ～13 日 の 調査 で は 、2002年4月 に 恥群 の 調査 を 引 き 継 い だ調 査者 に よ

る 個 体識別 が ま だ十分 で な か っ た こ と や個 体 数 の フ ル カ ウ ン ト も 行 われ て お ら ず 、

20頭 ほ ど は い た と い う 報告 か ら 群れ は一 つ に ま と ま っ て い る と 判 断 さ れ た が 、 翌 々

日 の15 日 に は 別 の 調 査者 が 恥群 に 追 随す る 小集 団 （ 頭数や構成 は原 資料 に 不記載 ）

を 見 て い る こ と か ら 、 実 際 に は も う 少 し 早 い 時期 にB2群 由 来 の 集 団 の 恥群 追 随 が

起 き て い た 可 能性 が 高 い 。

②10月22 日 ～11 月7 日 ま で の 調 査 に 関 し て は 、 恥群 に 追 随す る 集 団 の み を 取 り 上

げ て い る が 、 そ の う ち ］1 月1 日 に は 先 に 再録 し た 表2 の14頭 の 集 団 以 外 に 、B2群 の 行

動 圏 内 に 、 圧群 に 追 随 し て い な い 二 つ の 小集 団 も 同 時観察 さ れ て い る 。 表2 の11 月

1 日 の 集 団 （a) を 含 め 、 二 つ の 小集 団(b とc) の 頭数 と 構成 を 表3 に 示 し た 。 そ の

後 の11 月8 日 ～21 日 ま で の 恥群調 査 で は 、 恥群 に 追 随す る 集 団 は 一 度 も 確認 さ れ て
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し ヽ な し‘o

③11 月3 日 の 恥群 由 来 の 集 団 の 大 移 動 は 前 日 か ら 始 ま っ て い て 、2 日 に は 南 北 に

走 る 主稜 を 東 側 か ら 西側 に 越 え て 急斜 面 を 海岸 近 く ま で 下 り 、3 日 早 朝 に 神 社境 内

でA群 と 遭遇 し て 追 随 を 開 始 。 最 初 は 桟 橋 近 く ま で 南 下 す る が 、 途 中 か ら 急 峻 な 西

斜 面 を 主 稜 へ と 登 っ て い っ た 。 そ し て 主 稜 の 近 く ま で 来 た と き 、 主稜 の200m 南 に は

B 群 が い た 。2 日 間 のA群 と 且 群 お よ び 恥群 由 来 の 集 団 の 動 き を 図lに 示 し た 。 こ

の 時 の 恥群 の 構 成 は原 資 料 に 記載 は な い が 頭 数 は20頭 余 り だ っ た 。

④11 月22 日 ～25 日 の 秋 期 一 斉 調 査 時 で は 、22 日 夕 刻 、 オ ト ナ ・ オ ス （ 以 下 、 オ ス

と 略 す ） 1 、 ワ カ モ ノ ・ オ ス （ 以 下 、 ワ カ オ ス ） 2 、 メ ス1 の4頭集 団 と 、 オ ス2 、 ワ カ

オ ス3 、 メ ス4 、 ワ カ メ ス1 、 コ ド モ3の13頭集 団 が 目 撃 さ れ 、 両者 は そ の 日 の う ち に

合 流 。 ご く 近 く に はC2群 と 群 れ外 の オ ス2 、 ワ カ オ ス1 、 ワ カ オ ス2が 別 々 に い た 。

翌23 日 に はD群 を 除 く4群 とB2 群 由 来 の 集 団 、 そ れ に 加 え て 別 々 に14箇 所 で 群 れ外

オ ス （ オ ス グ ル ー プ を 含 む ） に 出 会 っ て い る （ 図2) 。 さ ら に24 日 に はB2 群 の 行 動

圏 内 で オ ス3 、 メ ス5 、 コ ド モl 、 ア カ ン ボ ウ1 の10頭 の 集 団 が 観 察 さ れ た 。

⑤続 く12月 の 調 査 で は8 日 に 、 や は り 行 動 圏 内 で オ ス4 、 メ ス1 の5頭集 団 を 目 撃 、

し か も す ぐ 近 く に は 点 々 と 、 オ ス1 、 オ ス1 と ワ カ オ ス1 、 オ ス2 と ワ カ オ ス2の 群 れ外

オ ス が い た。B2 群 が 元 の ま と ま り を 取 り 戻 し た こ と が 最 初 に 確認 さ れ た の は12月

19 日 と20 日 の 両 日 で あ る 。

表3. 11 月1 日 に 恥群 の 行 動 圏 内 に い た 三 つ の 集 団 の 個 体 数 と 構成

観 察 日
オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ド モ ア カ ン ボ ウ

計
オ ス メ ス オ ス メ ス 4歳 3歳 2歳 1 歳 0歳

11 月1 日a 2 7

゜ ゜ ゜ ゜
1 2 2 14

b 4 2

゜ ゜ ゜
l ※

゜
1 8

C 2 I 1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4

註）2~3歳 が1 頭の 意 ．

4. 恥群 の 調 査 で 抜 け 落 ち て い た こ と

山 口(2020) に ま ず 目 を 通 し 、 次 に 前 章 を 読 ん で も ら え ば 、 筆者 が こ こ で 改 め て

説 明 す る ま で も な く 、 今 回 の 恥 群 で の 個 々 の 出 来 事 と 、 か つ て のB2群 の2002年 交

尾 期 の 出 来 事 と が 非 常 に よ く 似 て い る こ と に 驚 か さ れ る だ ろ う 。 両方 の 類似 点 を 項

目 だ け 並 べ る と 、 交尾期 の 出 来 事 だ っ た こ と 、 交 尾 期 の 前 半 か ら 中 盤 に か け て 長 く

続 い た こ と 、 そ の 間 メ ス の 離合集 散 が 繰 り 返 さ れ た こ と 、 そ れ に よ っ て 群 れ の ま と

ま り が 一 時 的 に 崩 壊 し た こ と 、 多 く の 群 れ外 オ ス が 関 与 し た こ と 、 他群(A群 ） の
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固 有 の 行動 圏 ま で移 動 し た こ と （ 図1) 、 交 尾 期 終盤 に は 旧 に 復 し た こ と 、 な ど で あ

る 。

主
稜

ヽ

..

.
,
'̀

A
Z
\
\
\
\
1

上

桟
橋

註 ）

A: 2 日 のB 濯由 来 の集 団
(12:08~14:45)

a:2 日 のB1 群(10:00~15:15)
B : 3 日 のA群 とB2群 由 来 の集 団

(07:25~13:28)
b: 3 日 のB1 群(11:05~12:20)

カ ッ コ 内 は 観 察 時 間

点線 は笙者の推定

500 1000m

図 1. 11月2 日 と3 日 のB2群 由 来 の集 団 とA群、B1 群 の移動ルー ト

B:)届

のオス グルーブ

Z
\
\
\
\
1

註 ）

A群 の本体(07: 19~16:40)
分派 （ メ ス2頭） （06:46)
分派(4頭 十a) (17: 15)

B1 群(07:39~16:55)
C1 群 （10:17~13: 15)
C2群(07:30~16:00)
恥群 由 来の 二 つ の 小集 団

上(07: 30)
下(07 :27)

5頭の オ ス グルー プ
(10: 30~11:10)

カ ッ コ 内 は 観 察 時 間

500 1000m

図2. 11月23 日 の4群 とB2群 由 来の 小集 団 、 オス グルー プの 移動ルー ト

お よ び群れ外オス に 出 会 っ た 地点 （ ・ は1 頭 、 0は2頭 ）
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た だ 一 つ 、 恥群 で2002年 に 起 き た 事 態 の 調 査 や 結果 の 考 察 で 、 山 口(2020) のB1
群 と 比 較 し て 抜 け 落 ち て い る の が 、 当 時 のB2群 の 中 心 オ ス の 動 向 、 と く に 第 一 位 オ

ス の 動 向 で あ る 。 原 因 は 、 常 時群 れ に い る メ ス の 多 く が 人 馴 れ し て い て 個 体識 別 が

進 み 、 複 数 の 調 査者 間 で の 共 有 や 引 き 継 ぎ が な ん と か 出 来 て い た の だ が 、 中 心 オ ス

に つ い て は加 入 や 離脱 が 調 査 の 空 白 期 間 に あ っ た り し て 、2001年 ま で の 個 体識 別 が

2002年 交尾 期 の 調 査 で は 十 分 に 引 き 継 が れ て い な か っ た か ら で あ る 。 し か も 、 そ の

調 査 で は 多 数 の 群 れ 外 オ ス が す で に 恥群 の メ ス に 関 わ っ て し ま っ て い た こ と や 、

な か に 人 馴 れ し て い な い オ ス が い た こ と に も よ る 。

な お 、 一 斉調 査 の と り ま と め に よ れ ば 、2001年3月 と11 月 に は 恥群 の 中 心 オ ス は

3頭 、2002年3月 （ 表l) と11 月 に は4頭 い た 。

5. B 2 群 崩 壊 に 関 す る 一 つ の 仮説

そ こ で 一 つ の 仮説 を 立 て る 。 表2 に 示 さ れ た オ ス1頭 はB2 群 の 第 一位 オ ス で あ り 、

交尾 期 の 早 い 段 階 で 群 れ を 離脱。 発 情 メ ス を 求 め て ま ずBI 群 に 追 随。 し か し コ ン

ソ ー ト 関 係 に な る こ と が で き ず 。 以 後 そ の オ ス はB2群 に 戻 っ た り ま た 出 た り を 繰

り 返 し な が ら 、 大 移動 （ 群 れ外 オ ス だ け な ら ご く 当 た り 前 の 動 き ） し てA群 に 追 随

し た り 、C2 群 に 接 近 し た り し た 。 そ れ ら い ず れ の 場合 に も 、B2 群 の メ ス の 何頭 か

が かれ に 追 随 し た 。

以 上 の よ う な 仮 説 を 立 て 、 さ ら にB2 群 の 離脱第 一位 オ ス を 今 回 のB1 群 の 第 一位

オ ス 「 タ イ ヨ ウ 」 に 、B2群 をB1 群 に 、 し ば ら く 追 随 し たB I 群 をD群 に 、 表2 の11

月1 日 の オ ス2頭 を 「 タ イ ヨ ウ 」 と 第 二位 オ ス 「 イ ツ モ 」 と すれ ば 、B2群 崩 壊 の 前 年

の 動 向 と 、 今 回 のBI 群 の 動 向 （ 山 口 ，2020) と が 恐 ろ し い ほ ど み ご と に 一 致す る 。

し か も 原 資 料 に は 、 当 時B1 群 を 長 期 調 査 し て い た 複数 の 調 査 者 に よ る 、 追 随す

るB2 群 由 来 の 集 団 の オ ス1頭 はB2群 の 第 一位 オ ス の 可 能 性 が 高 い と い う メ モ が 書

き 残 さ れ て い る 。

6. B 1 群 の 今 後 の 予 測

上 述 し た よ う に 、B2 群 の 崩 壊 が 始 ま る 前 年 、2002年 の 交 尾 期 に 起 き て い た 出 来

事 は 今 回B1 群 で観 察 さ れ た こ と と よ く 類 似 し 、 一 番 の 原 因 が 第 一 位 オ ス の 離脱 だ

と す る と 、2020年 以 降 のB1 群 の 動 向 が 大 変 気 に な る 。

な に が 気 に な る か と い う と 、 「 タ イ ヨ ウ 」 は 交 尾 期 間 中 何 回 も 群 れ外 オ ス に な っ

て 自 由 気 ま ま な 行 動 を と っ て い る し 、B ] 群 に 戻 っ て 来 た と き は と く に 最 上位 家 系
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の メ ス と の 頼 る 頼 ら れ る 関 係 で 第 一 位 オ ス に 収 ま っ て は い る も の の 、 も は や2018年

ま で の 群 れ の 中 で の 社 会 的 立 ち 位 置 と は 異 な り 、 群 れ か ら い つ で も 勝 手 に 離れ る こ

と が で き る し 、 実 際 も そ う し て い る 。 一 方 メ ス た ち も 、 交 尾 期 が 終 わ り 興 醤 し た 群

れ外 オ ス の 強 引 な 接 近 や 激 し い 攻 撃 も 収 ま っ た こ と で 、 群 れ に 出 入 り す る 「 タ イ ヨ

ウ 」 を か つ て ほ ど 気 に は し て い な い は ず だ 。

そ う す る と 、B 国 に 異 常 事 態 が 起 き る 前 か ら 今 日 ま で ず っ と 、 中 心 オ ス と し て

留 ま っ て い る の は 第 四 位 オ ス 「 キ ー ル 」 の み に な る 。 し か も2020年 の 交尾 期 に は 、

前 年 と は 異 な っ て 多 く の メ ス が 発 情 し 、 多 数 の 群 れ外 オ ス が 発 情 メ ス を 求 め てB1

群 に 接 近 し て く る の は 間 違 い な い 。 そ の よ う な 状 況 に 「 キ ー ル」1頭 で は と て も 対処

し き れ な い と い う 予 測 が 成 り 立 つ 。 群 れ外 オ ス が1頭 か2頭 、 新 た に 中 心 オ ス と し て

加 わ っ た と し て も だ 。 発 情 メ ス は 次 々 に 群 れ 外 オ ス に 連 れ 出 さ れ て し ま う だ ろ う 。

そ の と き 「 タ イ ヨ ウ 」 は お そ ら く 群 れ外 オ ス の1 頭 と し て 振 舞 う だ ろ う し 、 今 回 の

B1 群 の 離 合 集 散 に 深 く 関 わ っ た か れ と 特 別 に 親密 な メ ス 「 キ ラ ラ 」 と 「 ミ コ ト 」

も 、 かれ に 対 し て2019年 と 同 様 の 振 舞 い は し な い は ず だ 。

ど う し て か と い う と 、2019年 の 「 キ ラ ラ 」 は ア カ ン ボ ウ を 持 っ て い て 、 群 が る 群

れ外 オ ス か ら の 攻 撃 で ア カ ン ボ ウ を 殺 さ れ な い よ う 「 タ イ ヨ ウ 」 に 頼 っ て ひ た す ら

追 随 し た が 、2020年 に は 発 情 す る 可 能 性 が 高 い し 、 そ う な れ ば 交 尾 相 手 と し て かれ

は お 呼 び で は な い （ 伊 沢 ，2020) 。 も う1頭 の 「 キ ラ ラ 」 と は そ れ ほ ど 近 い 血 縁 関 係

に な い メ ス 「 ミ コ ト 」 も2019年 春 に 出 産 し て い る が 、 お そ ら く 山 口 飛 翔 氏 が 調 査 を

開 始す る9月8 日 か ら ほ ど 遠 く な い 過 去 に 、 群 れ 外 オ ス の 執 拗 な 攻 撃 に さ ら さ れ て ア

カ ン ボ ウ を 失 い 、 そ の 時 の 恐怖 か ら 、 「 タ イ ヨ ウ 」 と 最 上位 家 系 で そ の 中 で も 一 番

強 い 「 キ ラ ラ 」 に 頼 っ て 、 そ の2頭 と 行 動 を 共 に し て い た と 推 測 さ れ る か ら で あ る 。

も し 上 述 し た 予 想 の 通 り に な っ た な ら 、 そ の 一 部 始 終 を 追 う こ と で 、 ニ ホ ン ザル

の 生 き ざ ま の 本 質 に 関 わ る 新 た な 知 見 が い く つ も 得 ら れ る だ ろ う 。 も し 予 想 通 り に

な ら な か っ た な ら 、 ど う し て 過 去 のB2 群 の よ う に な ら な か っ た か を 丹念 に 調 べ る

こ と で 、 同 様 に い く つ も の 知 見 が 得 ら れ る に 違 い な い 。
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ニ ホ ン ザル ・ 第 一 位 オ ス の 群れ離脱 に 伴 っ て 起 き る こ と

宮城 の サ ル調 査 会 伊沢 紘 生

1. は じ め に

ニ ホ ン ザ ル で は ど の 群 れ に も 中 心 オ ス が 存在 し 、 複 数 い る 場 合 は 、 か れ ら の 間 に

カ 最 の 差 に よ る 強 い 弱 い の 関 係 が あ る （ 伊 沢 ，1982) 。 そ の 関 係 の 強 い 順 に 第 一位

オ ス 、 第 二位 オ ス 、 第 三 位 オ ス ・9• と こ こ で は 呼ぶ 。 中 心 オ ス の う ち 第 一 位 オ ス は 、

か つ て ニ ホ ン ザル 学 （ 以 下 、 サ ル 学 と 略 す ） で は ボ ス と か リ ー ダ ー と 呼 ばれ 、 最 近

で は ア ル フ ァ ・ オ ス な い し ア ル フ ァ ・ メ イ ル(a-male) と 呼 ばれ る こ と が 多 い 。 ま

た 、 第 二位 以 下 の 中 心 オ ス は 昨今 ほ と ん ど 問 題 に さ れ る こ と が な い の で何 と 呼 ばれ

て い る か は 定 か で な い 。

野 生 群 で は 、 第 一位 オ ス は 群 れ の メ ン バ ー 間 の 仲 間 意 識 を 基盤 と し た 頼 る 頼 ら れ

る 関係 （ 伊沢 ，1982) の 中 で は 、 頼 ら れ る こ と の 多 い サ ル で あ る 。 第 一 位 オ ス は わ

ず か な 例 外 は あ る が （ 藤 田 ，2015 な ど ） 他 群 出 自 で あ り 、 群 れ に 加 入 し 、 い ずれ ま

た 群 れ を 離脱 す る 。

そ の よ う な 社会 的 な 立 ち 位 置 （ 以 下 、 社会 的 立 場 と 呼ぶ ） に い る 第 一位 オ ス が 群

れ を 離脱す る 理 由 は こ れ ま で い ろ い ろ 言 わ れ て き た が 、 最 近 で は 、 第 一 位 オ ス に な

っ た 直 後 は よ く 交尾 す る が 、 数年 た っ て メ ス と 親密 に な り 過 ぎ る と メ ス か ら 交 尾 相

手 に 選 ばれ な く な る （ 鈴木 ，2008. Inoue & Takenaka, 2008 な ど ） 、 す な わ ち メ ス

か ら も て な く な る （ 藤 田 ，2015) か ら だ と 考 え ら れ て い る 。

そ れ は と も か く 、 サ ル 学 の 初 期 、 餌付 け さ れ た 群 れ の 餌場 で の 調 査 を 通 し て 、 オ

ス 間 に は 明 確 な 順位序列 が あ り 、 順位 を 巡 る 群 れ の 他 の 中 心 オ ス と の し の ぎ を 削 る

闘 い や群 れ外 オ ス と の 闘 争 に 敗れ て と い う 、 競 争原 理 に 基 づ い て 説 明 さ れ て い た 第

一位 オ ス の 群 れ離脱 は 、 野 生群 で は ま ず観 察 さ れ ず 、 あ る 日 突 然群 れか ら 姿 を 消 す

こ と が 圧倒 的 に 多 い 。 金 華 山 の サ ル も 例 外 で は な い （ 杉 浦 ，2005) 。

た だ 、 こ の “ あ る 日 ” に 調 査者 が そ の 群 れ を 継続調 査 中 で 、 第 一位 オ ス を 個 体 追

跡 し て い る と い っ た 幸 運 に 恵 ま れ る こ と は ご く ま れ で 、 調 査 の 空 白 期 間 に い な く な

る 場合 が ほ と ん ど だ と い っ て い い 。 残念 な が ら 筆 者 も 、1982年 か ら 金 華 山 の サ ル を

継続調 査 し て い る が 、 そ の 現場 に 居合 わ せ た こ と が な い 。

そ の よ う な 中 で 、 第 一 位 オ ス の 離脱 直 後 に 群れ で 何 が 起 き た の か 、 筆者 の 知 る 金

華 山 で の 事例 を 以 下 に 紹 介 し 、 そ の 観 点 か ら 、 今 回B1 群 で 見 ら れ た 群れ の ま と ま
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り の 崩 壊 （ 山 口 ，2020) に つ い て 検 討 を お こ な う 。

2. 2017年 にA群 で 記 録 さ れ た 事 例

2017年10月3 日 にA群 の 第 一 位 オ ス （ 個 体 名 「 ハ タ 」 ） が 群 れ を 離 脱 し た 。 そ の い

き さ つ や そ の 後 に つ い て は 疋 田 ・ 清家(2019) 、 お よ び 関 澤 ・ 清 家(2019) に 詳 し

い 。 そ れ ら の 論 文 を 要 約 す る と 、 「 ハ タ 」 は10月3 日 に 多 く の オ ト ナ ・ メ ス （ 以 下 、

メ ス の 略 す ） か ら 異 常 と も 思 え る 毛 づ く ろ い を 受 け た あ と 群 れ を 離 脱 し 、 そ の 後 は

ど こ で 何 を し て い た か 確 認 さ れ て い な い 。 し か し 、 離 脱 の 少 し 前 か ら “ 群 れ の 内 ”

（ 清 家 ・ 疋 田 ，2019) で 確認 さ れ な く な っ て い た2頭 の 高 齢 で か つ 下 位 家 系 の メ ス

と は 、 「 ハ タ 」 が 第 一 位 オ ス で い た 期 間 中 は ほ と ん ど 性 交 渉 を 持 っ て い な か っ た か

ら （ 関 澤 麻 伊 沙 氏 ， 私 信 ） 、 群 れ に 追 随 す る 群 れ 外 オ ス （ 追 随 オ ス ） や 交 尾 期 に 発

情 メ ス を 求 め て 接 近 し て 来 る 群 れ 外 オ ス （ ハ ナ レ ザ ル な い し 非 追 随 オ ス ） と 時 に 行

動 を 共 に し な が ら 、 離 脱 後 何 回 か ば性 交 渉 を 持 っ た と 推 察 さ れ る 。 そ れ を 通 し て 、

少 な く と も2頭 の メ ス （ と そ の 娘 ） と は 仲 間 意 識 が 継 続 し て い た と 考 え ら れ る が 、1
年 半 後 群 れ に 接 近 し て 来 て 、 新 し い 第 一 位 オ ス や 何 頭 も の メ ス や コ ド モ と 親 和 的 交

渉 を6 日 間 持 っ た 。 し か し 、 そ の 交 渉 に よ っ て 群 れ の 中 心 オ ス に 返 り 咲 く こ と は な

く 、 追 随 オ ス6頭 と 共 に 姿 を 消 し た （ 関 澤 ・ 清 家 ，2019) 。

と こ ろ で 「 ハ タ 」 は ど う し て 群 れ を 離 脱 し た の か 。 離 脱 す る 前 年(2016年 ） の 交

尾 期 に か れ と メ ス と の 社会 交 渉 を 調 査 し た 関 澤 麻 伊 沙 氏 （ 私 信 ） に よ れ ば 、 か れ が

性 的 興 癒 状 態 に あ っ て （ 背 中 を 弓 な り に 反 ら し 、 尾 を 尻 の 上 に 貼 り 付 け 、 低 い 姿 勢

で 下 顎 を 突 き 出 す よ う に し て ） 力 ん で メ ス に 近 づ く と 、 ど の メ ス も き ま っ て 嫌 が っ

て 逃 げ 、 反 対 に か れ が 群 れ の 休 息 時 に ひ と り で 毛 づ く ろ い し な が ら 座 っ て い た り 、

ご ろ っ と 横 に な っ て い る と 、 メ ス の 方 が 積 極 的 に 接 近 し て 毛 づ く ろ い を し た と い う 。

や は り 第 一 位 オ ス で い る 期 間 が 長 く な る と 、 藤 田(2015) が い う よ う に 群 れ の メ ス

と ば性 交 渉 が 難 し く な る よ う だ 。

3. 2007年 にC2群 で 観 察 さ れ た 事 例

2007年 の 交 尾 期 は 、 金 華 山6群 の い ず れ で も 春 の ア カ ン ボ ウ 出 生 数 が 多 く 、 そ の

結 果 秋 は 発 情 す る メ ス の 少 な い 静 か な 交 尾 期 （ 伊 沢 ，2009) だ っ た 。

島 の 北 部 に 行 動 圏 を 持 つC2群 も 例 外 で な く 、 当 時 こ の 群 れ を 継 続 調 査 し て い た

川 添 達 朗 氏 （ 私 信 ） に よ れ ば 、3頭 い た 中 心 オ ス の う ち 第 一 位 オ ス （ 個 体 名 「 ハ ン

ス 」 ） が 他 群 に 発 情 メ ス を 求 め て 群 れ を 離脱 。 数 週 間 後 に 群 れ に 戻 っ て き て （ そ の
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瞬 間 は観 察 さ れ て い な い ） 、 第 二位 オ ス に 収 ま っ た と い う 。 ま た 、 群 れ を 離れ て い

る 間 に 一 度 、C2 群 の 遊動 域 か ら は る か離れ た 場所 で1 頭 だ け で い る の を 目 撃 し た と

v ヽ う 。

こ の よ う に 第 一 位 オ ス が 離脱 し て も 、 群 れ の ま と ま り に 変 化 が 見 ら れ な い と い う

の が 、 金 華 山 で は ほ と ん ど で あ る （ 詳 し く は 後 述 ） 。 ま た 、 離脱 し た 群 れ に 再 び戻

っ て 来 て 、 中 心 オ ス （ 第 一 位 で は な い ） に 復 帰 す る 事例 も 少 な く 、 多 く の 場合 は 離

脱 後 し ば ら く （ せ い ぜ いl~2年 ） 他 群 の 追 随オ ス や 時 に ハ ナ レ ザ ル と し て 確認 さ れ

る こ と は あ っ て も 、 そ の 後 の 消 息 が 十 分 追 え て い る 事例 は こ れ ま で 一 つ も な い 。

4. 2007年 にB1 群 で観察 さ れ た 事例

同 じ2007年 にB1 群 で 観 察 さ れ た 事 例 は 交 尾 期 で は な い 。 当 時 こ の 群 れ を 調 査 し

て い た 鈴木 麻 美 氏 （ 私 信 ） に よ れ ば 、 調 査 を 中 断 し て い た3月18 日 か ら5月20 日 の 間

に 、2頭 い た 中 心 オ ス の う ち 第 一 位 オ ス （ 個 体名 「 リ ク 」 ） が 群 れ を 離脱 し て い た 。

「 リ ク 」 は そ の 後 、7月19 日 夕 刻 に 群 れ に 接 近 。 そ の と きB1 群 で は 最 上位家 系 で 、

かつ そ の 中 で も 一 番 強 い メ ス （ 個 体名 「 カ リ ン 」 ，16歳 ） が 「 リ ク 」 が い る の に 気

付 き 、 娘2頭 と 共 に 「 リ ク 」 の 移 動 に 追 随。 し か し 翌 日 、 「 リ ク 」 は 群 れ の 周 囲 を 探

し て も お ら ず 、 追 随 し た3頭 は 群 れ に 戻 っ て 来 た 。 な お 、 母親 と 行 動 を 共 に し た 娘2

頭 の う ち 年 長 の3歳 の メ ス は 、 今 回 のB1 群 の 離合集 散 （ 伊 沢 ，2020) に お い て 重 要

な 存 在 と な る 「 キ ラ ラ 」 で あ る 。

さ ら に7 月23 日 に は 、 か れ は 群 れ の 中 に 入 っ て い て 、 高 齢 の メ ス と マ ウ ン テ ィ ン

グ す る が 、 そ の 日 の う ち に 姿 を 消 す。8月20 日 に も 群 れ に 接 近 し て 来 て メ ス と 毛 づ

く ろ い を す る が 、 こ の 時 は 交 尾 や マ ウ ン テ ィ ン グ 等 の 性 的行為 は 全 く 行 わ れ ず 、3
時 間 ほ ど で 姿 を 消 し た 。

5. 第 一 位 オ ス の 離脱頻度 に つ い て

以 上 が 筆者 の 知 る 具 体 的 事例 で あ る 。 次 に1982年 に 継続調 査 を 開 始 し て 以 来 、 ど

れ ほ ど の 第 一 位 オ ス が 群 れ を 離脱 し た か を 見 る こ と に す る 。

金 華 山 で こ れ ま で 最 も よ く 調 査 さ れ て い るA群 で は 、 現在(2019年 ） ま で 第 一位

オ ス の 動 向 も 継続 し て 追 え て い る （ 杉 浦 ，2005. 藤 田 ，2015) 。 そ れ に よ る と 、1982~

2019年 の38年 間 で14頭 が 第 一位 オ ス に な り 、13頭 が 群 れ を 離脱 し た 。 離脱 時期 は 交

尾 期 が6頭 、 交 尾 期 以 外 が5頭 、 不 明 が2頭 だ が 、 最 近 の2005年 以 降 を 見 る と5頭 中4頭

が 交 尾 期 で あ る 。 そ の う ち の1 頭 （ 個 体名 「 ハ タ 」 ） に つ い て は 第2章 で述 べ た が 、
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「 ハ タ 」 以 外 は 離 脱 直 後 の 観 察 は な い 。 ま た14頭 中 、 中 心 オ ス で い て2 回 第 一 位 オ ス

に な っ た の が1 頭 、 離 脱 後 の 交 尾 期 に 何 回 か 群 れ に 出 入 り し て い た の が1 頭 、A群 生

ま れ で そ の ま ま 第 一 位 オ ス に な っ た の が1頭 い る 。

上 記13頭 の 群 れ 離 脱 時 に 、 今 回 のBI 群 や か つ て のB2 群 で 見 ら れ た よ う な 事 態 は

一 度 も 起 き て い な い 。 そ の こ と は 交 尾 期 の 最 盛 期 に あ た る11月 下 旬 に 毎 年 実 施 さ れ

る 島 内 の サ ル ・ セ ン サ ス （ 一 斉 調 査 ） の 「 と り ま と め 」 か ら も 分 か る 。 万 が 一 そ の

よ う な 事 態 が 起 き て い れ ば 、 小 集 団 に 分 か れ て あ ち こ ち に 点 在 し て い る こ と が 多 く 、

群 れ の 個 体 数 を 完 璧 に カ ウ ン ト す る の は と う て い 無 理 な 話 で あ り 、 「 と り ま と め 」

に そ れ に 関 係 す る 事 柄 が 当 然 記 載 さ れ て い る は ず だ か ら で あ る 。

他 の 群 れ に つ い て は 、B1 群 は1983年 か らA群 同 様 追 え て は い る 。 た だ 、 そ の 間

お も に5名 の 調 査 者 が バ ト ン タ ッ チ す る 形 で 継 続 調 査 が な さ れ 、 メ ス に つ い て は 完

璧 に 近 い が 、 中 心 オ ス は 加 入 や 離 脱 が 繰 り 返 し あ っ て 、 そ の 時 ど き で 誰 が 第 一 位 オ

ス で 、2018年 ま で 何 回 交 代 し た か 、A群 ほ ど は っ き り し て い な い 。 そ れ で も 群 れ の

崩 壊 な い し そ れ に 類 似 の 現 象 は 全 く 観 察 さ れ て い な い （ 杉 浦，2005 と 一 斉 調 査 の 「 と

り ま と め 」 ） 。 す な わ ち 、 今 回 のBI 群 で 起 き た 事 態 は 、BI群 の 調 査 開 始 か ら35年

目 に し て 初 め て の 出 来 事 で あ る 。

ま た 、D群 は 筆 者 が1984年 か ら2019年 ま で 継 続 調 査 し て い る が 、34年 間 一 度 も 起

き て い な い 。 お そ ら く 他 の3群 の う ちC1 、C2 群 も 同 様 だ ろ う し （ 一 斉 調 査 の 「 と

り ま と め 」 か ら の 判 断 ） 、B2 群 は か つ て 一 度 起 き た の み で あ る 。

6. 小 さ な 島 と い う 生 息 環 境 の 特 殊 性

こ こ ま で 、 第 一 位 オ ス の 群 れ 離 脱 に 伴 っ て 起 き る こ と の 中 で 、 今 回 のB1 群 と か

つ て のB2 群 で 起 き た 事 態 は 非 常 に 珍 し い こ と を 強 調 し て き た 。 前 章 で 述 べ たA群

の 事 例 か ら し て も 、 珍 し い こ と は 確 か で あ る 。 他 の 野 生 ザ ル 生 息 地 で の 継 続 調 査 で

も 、 こ れ に 類 似 す る と 考 え ら れ る 現 象 は 屋 久 島 の サ ル で の み 報 告 さ れ て い る （ 詳 細

は 伊 沢(2009) の 第5章 第2項 を 参 照 ） 。

と い う こ と は 、 単 に 珍 し い と い っ て 片 付 け て し ま わ ず 、 金 華 山 が 約10k祉 と い う 小

さ な 島 だ と い う 野 生 ザ ル の 生 息 環 境 と し て は 特殊 で あ り 、 金 華 山 だ か ら こ そ2回 も

起 こ っ た と い う 側 面 が な い か 、 検 討 し て お く 必 要 が あ る だ ろ う 。

現 在 島 に は6群 が 生 息 し 、6群 の 行 動 圏 は た が い に 隣接 す る2~4群 と 大 幅 に 重 複 し

て い て 、 そ の 群 れ し か 利 用 し な い 固 有 の 行 動 圏 は 半 分 の3群 し か 持 っ て お ら ず 、 そ

れ ら の 面 積 も ご く 微 々 た る も の で あ る （ 伊 沢 ，2009) 。
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そ こ で 、6群 中 の ど の 群 れ で も い い か ら 、 第 一 位 オ ス が 交 尾 期 に 他 群 の 発 情 メ ス

を 求 め て 群 れ を 離 脱 し た と し よ う 。 そ の オ ス が 他 の5群 の い る 所 を 順 に 見 て 回 る 移

動 に 要 す る 時 間 は ト ー タ ル で も1 時 間 と か か ら な い は ず だ 。 ま た メ ス の 発 情 状 態 や

周 囲 に た む ろ す る 群 れ 外 オ ス の 動 向 な ど を 近 く の 見 晴 ら し の 良 い 場 所 か ら 俯 敵 し

て と り あ え ず チ ェ ッ ク を す る の に （ 金 華 山 は ニ ホ ン ジ カ の 食 圧 な ど で 四 季 を 通 し て

見 通 し が い い ） 、 サ ル の 目 を も っ て す れ ば群 れ ご と に1 時 間 も あ れ ば 十 分 だ ろ う 。 そ

う す る と 合 計 で6時 間 弱 、 半 日 も あ れ ば 済 む こ と に な り 、 そ の 気 に な れ ば 朝 か ら 島

を 一 周 し て 他 群 巡 り を し て も 、 昼 に は 元 い た 群 れ の い る 所 ま で 戻 れ る 計 算 に な る 。

一 方 、 内 陸 部 で は 群 れ ご と の 行 動 圏 が 金 華 山 に 比 べ て は る か に 広 い し 、 そ の 中 に

道 路 が 何 本 も 走 り 、 自 動 車 が 行 き 来 し 、 家 が あ り 、 田 畑 が あ る 。 人 も い れ ば イ ヌ も

い る 。 し た が っ て 、 他 群 の 発 情 メ ス を 求 め て 離脱 し た オ ス は 、 お そ ら く 隣 接 群 か ら

始 ま っ て 、 出 会 う 群 れ ご と に し ば ら く 追 随 す る こ と に な る だ ろ う か ら 、 よ ほ ど の こ

と が 起 こ ら な い 限 り 元 い た 群 れ に 戻 る 、 な い し 元 い た 群 れ の 近 く ま で 再 び や っ て 来

る 機会 は な い に 等 し い の で は な い か 。

金 華 山 で は 、 い っ た ん 群 れ を 離 脱 し て も 、 約10遥 と 狭 い 島 ゆ え に そ の オ ス は 、 移

動 の 速 さ か ら し て も 、 死 ぬ ま で 元 い た 群 れ の す ぐ 近 く に い る と 言 っ て も 過 言 で は な

く 、 こ の 点 が35年 余 り で2回 も 起 き た 原 因 の 一 つ と い え る だ ろ う 。 ま た 、 同 様 の 観 点

か ら 屋 久 島 の 事 例 （ 伊 沢 ，2009) を 再 検討 し て み る と 、 興 味 深 い こ と が 明 ら か に な

る か も し れ な い 。
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特 集II

群 れ の 分 派 と 離 合 集 散

B 1 群 で 交 尾 期 に 起 き た 珍 し い 現 象 の 特 徴 は 、 普 段

は 一 つ に ま と ま っ て 遊 動 生 活 を し て い る 群 れ の メ ン

バ ー が 散 り 散 り に な っ て 大 小 い く つ か の 集 団 が 形成

さ れ 、 そ の 集 団 間 で メ ン バ ー の 入 れ 替 り が 見 ら れ る

点 で あ る 。

こ の 特 集II は 、 そ の 事 例 を 踏 ま え て の 普 通 に 見 ら れ

る 分 派 の 要 因 論 と 、 分 か れ た 集 団 を 分 派 と い う 枠 の

中 で 捉 え ら れ る か 否 か の 検 討 の2 編 か ら 成 る 。

本特集 の影の主役 、 子持ち のオ ト ナ ・ メ ス 「 キ ラ ラ 」

(2019年11 月8 日 ， 山 口 飛翔撮影）



金華 山 の サル ・ 群れの分派要因 に つ いて

総合研 究 大 学 院 大 学 関 澤 麻 伊 沙

1. は じ め に

ニ ホ ンザルの群れの 分派 と は 、 普段 は ひ と つ の かた ま り で移動す る 群れが 二つ に

分 かれて 別 々 の 方 向 に 移動す る 現象 で あ る 。 筆者 は2013年 か ら 継続 し て 金華 山A 群

を 調査 し て い る が 、 そ の 間 分 派 し た 状態 を 度 々 目 撃 し て い る し 、 他の群れ を 調査 し

て い る 研究者 か ら も 分派 の 話 を よ く 聞 く 。 つ ま り 、 ニ ホ ン ザル に と っ て群れ の 分派

は そ れ ほ ど珍 し い現象 で は な い 。 し か し 、 ひ と 言 で分派 と い っ て も 、 分派 が 起 こ る

原因や状況 は そ の 時 ど き で 異 な る 。 そ こ で本稿 で は 、 かれ ら の 日 常生活 の 中 で見 ら

れ る 分派 （ 以 下 、 「 よ く あ る 分派 」 と 呼ぶ ） に つ い て 、 そ の原 因 や状況 を 整理す る 。

一 方 で 、2019年 の 交尾期 に 、A 群の 隣接群 凡 群 で長期 に わ た る 分派 が 起 こ り 、 そ

の 分 派 は 「 よ く あ る 分派 」 と は様相 を 異 に し て い た 。 幸 い筆者 は そ の 一端 を観察す

る 機会 を 得た の で 、 日 常 的 な 「 よ く あ る 分派 」 と の 比較 を 行 う 。

な お 、 本稿 で用 い る 「 分派 し て い る 状態 」 と は 、 第一位オ ス の い る 「 本体 」 と は

移動 方 向 を 異 に し 、 一 定時 間 以 上離れて 行動す る こ と を 指す。 第 一位オス の い な い

集団 は 「 分派集 団 」 と 呼ぶ。

2. よ く あ る 分派

a) 意識的 分派 と 無意識的分派

こ れ ま で のA 群 の観察 か ら は 、 ニ ホ ン ザル の 分派 は 「 意識的 分派 」 と 「 無意識的

分派 」 の 二つ に 大 き く 分 け る こ と が で き る （ 図1) 。 そ の う ち 「 意識的分派 」 はサル

が 意 図 的 に 起 こ す も の で 、 自 分 た ち が 分派 し て い る こ と が わ か っ て い る か ら 、 仲 間

を 探 し て 慌て て 動 き 回 っ た り 、 大声 を発 し た り は し な い 。 こ の タ イ プの 分派 の 要 因

は 、 食べ た い食物 の 違い 、 泊 ま り 場 の 選択 、 老 メ ス の 近道 （ ち ゃ っ か り ） 、 先 回 り 、

人へ の 対処 の違 い な ど が あ る 。 一 方 「 無意識的 分派 」 は サ ル が 意 図 し な い分派 で 、

分派 し た と 気づ く と 仲 間 を 探 し て 急速 な移動 を繰 り 返 し た り 、 高 い と こ ろ に 登 っ て

ロ ス ト コ ー ル を し き り に発 し た り す る 。 こ の タ イ プの分派 の 要 因 は 、 何か に 熱 中 し、

す ぎ 、 う っ か り 、 見通 し の 悪 さ な ど の 物理的 な 障害 な ど が あ る 。
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図 1. よ く あ る 分派 の 分類。

b) 意識 的 分 派

①食 べ た い 食 物 の 違 い に よ る 分 派

群れ の メ ン バ ー 間 で 、 そ の 時食べ た い 物 や食べ ら れ る も の が 異 な る こ と が 原 因 で

起 こ る 分派 。 例 え ば 、 メ ン バ ー の 多 く が ホ オ ノ キ の 葉 を 求 め て 移動 し て い る の に 何

頭 か の サルた ち は 残 り 少 な い サ ク ラ ン ボ を 求 め て 別方 向 に 向 か っ た な ど で あ る 。 ま

た 、 群 れ の 中 に は ク ル ミ を 割れ る メ ンバ ー と 割 れ な い メ ン バ ー が い る 。 ク ル ミ を 割

る こ と の で き る メ ンバ ー は ク ル ミ を 求 め て 移 動 す る が 、 割 る こ と の で き な い メ ン バ

ー は ク ル ミ で は な い 食物 を 求 め て 移 動 す る （ 伊 沢 ，2015) 。 両方 が 近 い 場所 に な い

と 、 そ れ ぞれ が 食 べ た い 物 の 方へ移動 す る こ と で 二つ に 分 かれ る 。

②泊 ま り 場 の 選択 の 違 い に よ る 分 派

そ の 日 の 寝 床 で あ る 泊 ま り 場 の 好 み が メ ン バ ー 間 で 異 な る こ と に よ る 分 派 。 例 え

ば 、 メ ン バ ー の 一 部 は 早 々 に 泊 ま り 場 を 決 め 就寝 体制 に 入 る が 、 そ の他 の メ ン バ ー

が 採食 の な ど を 続 け る う ち に そ れ ら の 仲 間 か ら 離れ て 、 別 の 場所 を 泊 ま り 場 と す る

場合 な ど で あ る 。

③老 メ ス の 近道 （ ち ゃ っ か り ） 分 派

群れ に つ い て い く の が 億劫 に な っ た 老 メ ス が 、 群れ の 移動 方 向 が わ か っ て い る の

で あ え て 近道 を す る こ と で 起 こ る 分 派 。 サ ル は 高 齢 に な る と 活動性 が 低 下す る た め

（ 加藤，2000) 、 群れ が 急速移動す る と 遅れ が ち に な る 。 そ ん な と き 、 仲 の 良 い 複

数 の 老 メ ス は 経 験 豊 富 で 次 に 群 れ が 訪れ る で あ ろ う 場所 が わ か っ て い る の で 、 無 理
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し て ま で 群 れ の 移 動 に つ い て い かず 、 そ こ ま で 近道 し て 移 動 し 合 流 す る 。 同 じA 群

で 老 メ ス が 高 齢 の た め 群 れ に 置 い て 行 か れ た と 思 わ れ る 事例 も 観 察 さ れ て い る し

（ 清 家 ・ 疋 田 ，2019 ） 、 （ 伊 沢 ，2015) はD 群 の 複 数 の 老 メ ス が 近 道 を し て 群 れ と 合

流 す る の を し ば し ば 目 撃 し て い る 。

④ 先 回 り 分 派

食 物 の あ る と こ ろ な ど へ数 頭 の 個 体 が 先 回 り し て 残 り の メ ン バ ー が 来 る の を 待

っ て い る 分 派 。 先 回 り す る メ ン バ ー は 一 刻 も 早 く 食 べ た い と 先 に 行 く が 、 あ と か ら

他 の サ ル た ち が つ い て く る の を 知 っ て い る の で 食 べ な が ら 合 流 す る の を 待 っ て い

る 。

⑤ 人 馴 れ程度 の 違 い に よ る 分 派

突 然観 光 客 の 一 団 が 出 現 し た と き な ど に 、 人 馴 れ し た サ ル は そ こ に 留 ま り 、 そ う

で な い 人 を 瞥 戒 す る サ ル は 一 気 に 逃 げ 、 そ れ に よ っ て 移 動 方 向 が 異 な り 、 二 つ に 分

か れ る （ 伊 沢 ，2015) 。

c) 無 意識 的 分 派

①熱 中 し す ぎ 分 派

遊 ぴ や 毛 づ く ろ い な ど に 熱 中 し す ぎ て 他 の メ ン バ ー が 移 動 し た こ と に 気 づ か な

か っ た こ と で 起 こ る 分 派 。 筆 者 は コ ド モ た ち が 遊 び に 夢 中 に な る あ ま り 群 れ の 移 動

か ら 置 い て い か れ て し ま う と こ ろ を 何度 も 目 撃 し て い る し 、 同 じA 群 で 毛 づ く ろ い

に 熱 中 し て 群 れ が 分 派 す る 様 子 が 観 察 さ れ て い る （ 疋 田 ・ 清 家 ，2019) 。

② う っ か り 分 派

群 れ が 大 き く 広 が っ た こ と で起 こ る 分派 。 例 え ば 、 う た た 寝 し て い る 間 に 群 れ の

メ ン バ ー が 移 動 し て し ま っ た り 、 オ ス ・ グ ル ー プ が 近 く に 来 て い て 、 自 分 の3歳 の

息 子 が そ の 近 く を ウ ロ ウ ロ し て い た た め に ま だ 群 れ が 近 く に い る と 勘 違 い し て し

ま っ た り す る （ 伊 沢 ， 私信 ） 。 ま た 、 夏 の 採 食 時 な ど は 群 れ が 大 き く 開 き 、 徐 々 に

メ ン バ ー 間 で 移 動 の 方 向 が 異 な っ て 群 れ が 二 つ に 分 かれ て し ま う 。

③物 理 的 障 害 に よ る 分 派

防鹿柵 の 中 で 見 通 し が 悪 い な ど の 物 理 的 要 因 に よ っ て お こ る 分 派 。 筆 者 は ニ ガ イ

チ ゴ な ど の 低 木 が 生 い 茂 っ た 防鹿 柵 の 中 で は サ ル た ち が 何 度 も 声 を 上 げ て 互 い の

位 置 を 確認 し て い る の を 聞 い て い る し 、D 群 で は 防鹿 柵 の 中 で サ ル た ち が し き り に

鳴 き 合 い な が ら 地 面 か ら マ ツ の 種 子 を 拾 っ て 食 べ て い る こ と が 観察 さ れ て い る （ 涌

井 麻 友 子 氏 ， 私信 ） 。
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3. 81 群 で 起 き た 「 め っ た に な い 分派 」

2019年 、 凡 群 を9月 か ら 調 査 し て い た 山 口 飛 翔 氏 か ら 凡 群 が 分 派 を 繰 り 返 し て い

る と の 情 報 を 受 け て い た の で 、11 月22 日 と23 日 の 両 日 、 凡 群 を 継続調 査 し て い る 風

張 喜 子 氏 と 共 にB癖 の 分 派 を 観 察 。 両 日 と も 分 派 し て い た が 、22 日 の 観 察 中 に 興 味

深 い行動 が み ら れ た の で 、 以 下 に そ の 詳 細 を 記 す 。 な お 、 筆者 は 分 派集 団 （ オ ト ナ

・ オ ス1頭 、 オ ト ナ ・ メ ス9頭 、 ワ カ モ ノ ・ オ ス3頭 、 ワ カ モ ノ ・ メ ス4頭 、 コ ド モ5

頭 、 ア カ ン ボ ウ5頭 ） を 、 風 張 氏 は 本 体 （ オ ト ナ ・ オ ス2頭 、 オ ト ナ ・ メ ス5頭 、 ワ カ

モ ノ ・ メ ス1 頭 、 コ ド モ3頭 ） を 追 尾 し た 。

1) 本 体 も 分 派集 団 も 、 互 い が 相 手 の 居所 を 知 っ て い た

本体 及 び分 派集 団 は 、 長 時 間 合 流す る こ と な く 移 動 し て い た 。 遊動 域 内 を 移 動 し

て い れ ば 、 い ず れ は 合 流 す る は ず で あ る 。 つ ま り 、 相 手 の 居所 を 知 っ た う え で 、 相

手 を 避 け る よ う に 移 動 し て い た 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 分 派集 団 が 突 然谷 か ら 尾 根 に

登 り 、 全員 で 一 方 向 を 見 つ め だ し た 。 声 を 上 げ て い る メ ス が 数頭 い た の に 加 え 、 メ

ス と コ ン ソ ー ト 中 の オ ス 「 ラ キ 」 （ 中 心 オ ス4頭 の う ち 第 三位 ） は 木 に 登 っ て 声 を 出

さ ず に 木 ゆ す り を し た 。 かれ ら の 見 つ め て い た 方 向 か ら も 声 が 聞 こ え た の で 、 風 張

氏 に 連 絡 。 本 体 が 近 く に い る こ と 、 本 体 の メ ス 数頭 に 分 派集 団 の 方 へ移 動 し た そ う

な 様 子 が 見 ら れ る こ と を 知 る 。 し か し 、 分 派集 団 に は 特 に 興 味 を 示 さ な い メ ス も 数

頭 い た と い う 。

2) 本 体 と 分 派集 団 間 で メ ン バ ー の 交 代 が 見 ら れ た

本 体 か ら 分 派集 団 に 移 動 し た 個 体 が4頭 （ オ ト ナ ・ オ ス1頭 、 オ ト ナ ・ メ ス1頭 、 ワ

カ モ ノ ・ メ ス1 頭 、 コ ド モl頭 ） い た 。 ま た 、22 日 の 日 暮れ時 に 観 察 を 終 了 し た 時点

で は 分 派 集 団 に い た 個 体 が 、 翌23 日 の 早 朝 に は 本 体 で観 察 さ れ た 。 つ ま り 、 両方 で

メ ン バ ー の 交 代 が 行 わ れ た い た わ け で 、 こ れ は 上 記1) と も 重複 す る が 、 互 い に 相 手

の 居所 を 知 っ て い な い と で き な い こ と で あ る 。

3) 両方 が 接 近 し た 際 に 見 ら れ た 行 動

本体 か ら 移 動 し て き た メ ス た ち は 分 派集 団 の メ ン バ ー と 合 流 す る と 、 く ク ー ク ー 〉

と し ば ら く 鳴 き 交 わ し た 。 少 し 騒 が し い 雰 囲 気 に な っ た が 、 す ぐ に 落 ち 着 い た 。 一

方 、 メ ス と コ ン ソ ー ト 中 だ っ た オ ス 「 ラ キ 」 は 、 本 体 か ら 移 動 し て き た 「 キ ー ル 」

（ 中 心 オ ス4頭 の う ち 最 下位 ） を 避 け る よ う に 移 動 し た 。 「 キ ー ル 」 が2頭 に 追 い つ

く と 、 「 ラ キ 」 は く ギ ャ ッ 〉 と 悲 鳴 を 上 げ て 逃 げ た 。 一 方 メ ス は 「 ラ キ 」 に つ い て い

こ う と し た が 、 「 キ ー ル」 に 追 い 詰 め ら れ て 結 局 「 キ ー ル 」 と コ ン ソ ー ト し た 。 「 ラ

キ 」 は2頭 の そ ば に い た が 、 そ の 様 子 を 眺 め て い る だ け だ っ た 。
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4. よ く あ る 分 派 と の 比 較

2019年 交 尾 期 の 凡 群 の 事 例 は 、18年 間B1 群 を 調 査 し て き た 風 張 氏 も こ れ ま で 見 た

こ と の な い10年 ・20年 に 一 度 と い う ま れ な 出 来 事 で あ り 、 筆 者 もA 群 を7年 間 調 査

し て き た が 、 一 度 も 見 て い な い 。 こ れ は 、 交 尾 期 に 中 心 オ ス た ち 、 特 に 第 一 位 オ ス

が 何 度 も 群 れ を 出 入 り し て い た （ 山 口 ，2020) こ と に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た も の と

考 え ら れ 、 「 よ く あ る 分 派 」 の 項 で 挙 げ た ど の 要 因 に も あ て は ま ら な い 。 金 華 山 で

は 交 尾 期 にB2群 が 崩 壊 し て ゆ く 過 程 が 観 察 さ れ て い る が （ 伊 沢 • 佐藤 ，2004; 伊 沢

ほ か ，2008) 、 今 回 のB癖 の 状 況 は 比 群 崩 壊 に 通 ず る も の が あ る 。 「 よ く あ る 分 派 」

は採食 や移 動 な ど サ ル の 「 日 常 」 の な か で 起 こ っ て い た が 、 こ の 特殊 な 分 派 は 、 交

尾 期 に 中 心 オ ス た ち 、 と く に 第 一 位 オ ス が 繰 り 返 し 群 れ を 出 入 り す る （ 山 口 ，2020)

と い う 「 非 日 常 」 の 中 で 起 き た 。 つ ま り 、 同 じ 「 分 派 」 と い う 用 語 で あ っ て も 、 「 よ

く あ る 分 派 」 と は 本 質 的 に 異 な る と 見 な す べ き だ ろ う 。

一 方 で 、 こ の 事 例 は 「 意 識 的 分 派 」 の 側 面 を 持 つ 。 メ ス と コ ン ソ ー ト し て い た 「 ラ

キ 」 は 、 本 体 の 存 在 を 意識 し て い な が ら 、 そ ち ら に 合 流 し よ う と は し な か っ た 。 「 ラ

キ 」 はB群 の 中 心 オ ス の う ち 第 三位 で あ り 、 上位 の オ ス が 来 て し ま う と コ ン ソ ー ト

し て い る メ ス を 奪 わ れ る 可 能性 が あ る 。 し た が っ て 「 ラ キ 」 に と っ て は 他 の オ ス が

い な い 状 況 が 最 適 で あ り 、 意 識 的 に 分 派 し て い た と 思 わ れ る 。 ま た 、 両方 で 個 体 の

行 き 来 が 起 こ っ て い た が 、 本 体 も 分 派集 団 も 、 お 互 い を 探 し た り 、 急 い で移 動 し た

り は な か っ た 。 こ れ も 意 識 的 な 分 派 で あ る か ら だ と い え る 。 分 派 が 起 き た 原 因 は 特

殊 だ が 、 「 よ く あ る 分 派 」 と 全 て の 点 で 異 な る わ け で は な い の か も し れ な い 。
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ニ ホ ン ザ ル ・ 群 れ の 分 派 と 離 合 集 散

宮 城 の サ ル 調 査 会 伊 沢 紘 生

1. は じ め に

ニ ホ ン ザ ル は メ ン バ ー の 安 定 し た 一 つ の ま と ま り を 作 っ て 生 活 す る 。 そ れ を 群 れ

と い う 。 し か し 、 群 れ は と き に 二 つ 、 ご く ま れ に 三 つ の 集 団 に 分 か れ て 、 短 期 間 だ

が 別 々 に 行 動 す る こ と が あ る 。 こ の 行 動 を 分 派 行 動 と い い 、 ニ ホ ン ザ ル 学 の 初 期 の

段 階 か ら 知 ら れ て い た 。

群 れ が 分 派 し た あ と 、 一 方 の 集 団 が も う 一 方 の 集 団 の あ と を 追 っ た り 、 捜 し た り 、

待 っ た り し て 合 流 す る こ と が あ る が 、 そ う す る 集 団 を 「 分 派 集 団 」 と こ こ で は 呼 ぶ 。

分 派 集 団 は も う 一 方 の 集 団 よ り 個 体 数 が 少 な い の が 普 通 で あ る 。 個 体 数 の 多 い 方 の

集 団 は 「 本 体 」 と 呼 ぶ 。 本 体 に は 群 れ の 中 心 オ ス 、 と く に 第 一 位 オ ス の い る こ と が

多 い 。

筆 者 は 金 華 山 に 生 息 す る6群 の う ち 、 島 の 南 部 に 行 動 圏 を 持 ち 、 個 体 数 も 一 番 多

いD 群 を1984年 以 来 今 日 ま で 継 続 し て 調 査 し て き た 。 そ の 間 、 繰 り 返 し 分 派 行 動 が

観 察 さ れ た が 、 分 派 の 原 因 は 人 に 対 す る サ ル の 啓 戒 心 の 程 度 か ら 大 き く 二 つ に 区 分

す る こ と が で き た （ 伊 沢 ，2015) 。 ま た 、 島 の 北 東 部 に 行 動 圏 を 持 つA群 を 調 査 し

て き た 関 澤 麻 伊 沙 氏 も 分 派 を 度 々 目 撃 し て い て 、 そ の 原 因 を 「 意 識 的 分 派 」 と 「 無

意 識 的 分 派 」 に 大 別 し 、 整 理 を 試 み て い る （ 関 澤 ，2020) 。

分 派 を い か な る 観 点 で 分 類 し 考 察 す る か は 、 他 に ま だ 幾 通 り か あ る だ ろ う が 、 今

回B1 群 で 観 察 さ れ た 現象 （ 山 口 ，2020) と か つ て のB2 群 の 崩 壊 現 象 （ 伊 沢 • 佐藤 ，

2004. 伊 沢 ほ か ，2008) の 二 つ を 分 派 の 特 異 な 事 例 と 理解 す る か 否 か は 、 ニ ホ ン ザ

ル の 群 れ の あ り よ う の 根 本 に 関 わ る こ と な の で 、 き ち ん と 議 論 し て お く 必 要 が あ る

だ ろ う 。 な お 、 今 回 のB] 群 と か つ て のB2 群 の 事 例 と の 類 似 性 に つ い て は 本 号 の 別

稿 で 検 討 し て い る （ 伊 沢 ，2020) 。

本 稿 は 日 常 の 遊 動 生 活 の 中 で 見 ら れ る 「 よ く あ る 分 派 」 （ 関 澤 ，2020) と 、BI 群

とB2群 で 観 察 さ れ た 事 例 と は い く つ か の 点 で 決 定 的 に 異 な る こ と を 明 確 に し 、 今

後 の 議 論 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

2. 「 よ く あ る 分 派 」 の 特 徴

よ く あ る 分 派 の 特 徴 と し て は 、 以 下 の6点 を 挙 げ る こ と が で き る 。 一 つ は 群 れ の
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メ ン バ ー 間 で の み 見 ら れ る こ と 。 二 つ 目 は 季 節 を 問 わ な い こ と 。 三 つ 目 は 分 派 の 原

因 は ほ と ん ど が ご く た わ い な い も の で あ る こ と （ 群 れ の あ り よ う の 根 本 に は 関 わ ら

な い ） 。 四 つ 目 は 分 派 し て い る 期 間 は 短 く 、 せ い ぜ い 半 日 と か1 日 、 長 く て も2~3 日

で あ る こ と 。 五 つ 目 は 分 かれ て い る 両 集 団(3集 団 の こ と も ま れ に あ る ） の 集 団 ご と

の メ ン バ ー は 分 派 中 変 わ ら な い こ と 。 六 つ 目 は 両 集 団 が ど れ ほ ど 離 れ て い て も 、 両

方 と も 群 れ の 行 動 圏 の 外 に は 出 な い こ と 、 で あ る 。

3. 「 め っ た に な い 分 派 」 の 特 徴

次 に 、 今 回B1 群 で 観 察 さ れ た 「 め っ た に な い 分 派 」 （ 関 澤 ，2020) の 特 徴 を 、 前

章 で 述 べ た よ く あ る 分 派 の 特 徴 の 一 つ 一 つ と 対 比 す る 形 で 以 下 に 述 べ る 。

一 つ は 群 れ の メ ン バ ー だ け で な く 群 れ 外 オ ス の 何 頭 も が 深 く 関 わ っ て い る こ と 、

二 つ 目 は 交 尾 期 に 限 ら れ る こ と 。 三 つ 目 は 、 原 因 ぱ性 的 興 臨 が 高 ま っ た オ ス の 発 情

メ ス を 求 め て の 行 動 で あ り 、 と く に 他 群 の 発 情 メ ス を 求 め て の 第 一 位 オ ス の 群 れ 離

脱 が 引 き 金 に な っ て い る こ と 。 な お 、 離 脱 し た 段 階 で 第 一 位 オ ス の 社 会 的 立 場 は 群

れ外 オ ス と な る 。 四 つ 目 は 、 期 間 は 交 尾 期 中 長 く 続 く こ と （ 金 華 山 の サ ル の 交 尾 期

は8月 か ら1 月 ） 。 五 つ 目 は 、 分 かれ て 行 動 す る 集 団 は 二 つ の こ と も も ち ろ ん あ る が 、

三 つ 以 上 の こ と も ま れ で は な く 、 集 団 間 で メ ン バ ー の 入 れ換 わ り が か な り 頻 繁 に 起

き る こ と 、 六 つ 目 は 、 分 かれ た 集 団 の う ち 離脱 第 一 位 オ ス の い る 集 団 の メ ス は 群 れ

の 行 動 圏 を 離れ 、 か つ て そ の 群 れ が 一 度 も 利 用 し た こ と の な い 、 他 群 の 固 有 の 行 動

圏 ま で 踏 み 込 む こ と が と き に あ る こ と 、 で あ る 。

こ の よ う に 、 ニ ホ ン ザ ル 学 で 今 日 ま で ご く 普 通 に 使 わ れ て き た 分 派 、 す な わ ち ょ

く あ る 分 派 と は 群 れ の ま と ま り と い う 観 点 で 根 本 的 に 異 な る こ と が 理 解 さ れ よ う 。

そ う な る と 、 こ の め っ た に な い 分 派 を 分 派 と い う 用 語 （ 概 念 ） の 中 で 捉 え る に は 当

然無 理 が 生 じ る 。 筆 者 は か つ て のB2 群 の 崩 壊 と 復 元 過 程 の 観 察 か ら そ れ を 「 離合

集 散 」 と 呼 ん だ が （ 伊 沢 • 佐 藤 ，2004) 、 こ の 用 語 は 今 回B] 群 で 起 き た 事 態 の 特 徴

も 良 く 表 わ し て い る と 判 断 さ れ る 。

な お 、 離 合 集 散 は チ ン パ ン ジ ー の 群 れ の 日 常 的 あ り よ う を 示 す 概 念 と し て サ ル学

一 般 で は 使 わ れ て い る が 、 ニ ホ ン ザル で は め っ た に 起 き な い 群 れ の あ り よ う だ と い

う 点 で 区 別 は 容 易 で あ る 。

4. ま と め に か え て

で は 、 分 派 と 離 合集 散 の そ れ ぞれ は 群 れ の ま と ま り と い う 観 点 か ら は 何 を 結 果 す
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る の か。

第2章 で 述 べ た よ く あ る 分 派 の 方 は 、 普 通 は す ぐ 旧 に 復 す る が 、 頻繁 に 繰 り 返 さ

れ る こ と で 、 ご く た ま に 群 れ の 分 裂 へ と 結果 す る こ と が あ る 。 こ れ ま で金 華 山 で 起

き た5回 の 分 裂 は い ず れ も 、 個 体 数 の 増 加 を 背 景 に 、 群 れ の メ ン バ ー 間 の 人 へ の 瞥

戒 心 の 程 度 の 違 い が 大 き な 要 因 と 考 え ら れ た し （ 伊 沢 ，2009) 、2014年 にD群 か ら

派 生 し た ‘ ‘ 幻 の 分 裂群 ” （ 伊 沢 ，2017, 2019) に つ い て も 同 様 で あ る 。 こ の こ と は

日 本 各 地 で農 作物被 害 を 頻 発 さ せ て い る 多 く の 群 れ の 分 裂 に つ い て も い え る 。

一 方 、 第3章 で 述 べ た 離合 集 散 は 、 そ の こ と 自 体 が き わ め て 稀 だ が 、 か つ てB 2 群

で 見 ら れ た よ う に 群れ の ま と ま り の 崩 壊 と 、 メ ス の 消 失 に よ る 個 体数 の 大 幅 な 減少

へ と 結果す る こ と が あ る と い え る 。 ま た 、 万 万 が 一 だ が 、 離脱 第 一位 オ ス （ 群 れ外

オ ス ） の 移 動 に 数頭 の メ ス が 群 れ の 行 動 圏 を 越 え て 追 随 し 続 け 、 ど こ か に 定 着 し て

新群 形 成 と い っ た こ と も 起 こ り 得 る か も し れ な い 。 面積 が 狭 く6群 が ひ し め き あ う

金 華 山 で は 考 え 難 い こ と だ が 。
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特 集rn
群 れ の 内 と い う 概 念 の 重 要 性

野 生 ニ ホ ン ザ ル を 調 査 す る に あ た っ て 、 こ れ ま で は

群 れ の メ ン バ ー 本 来 の 広 が り と 、 研 究 者 り ら視 野 に 入

っ て い る サ ル の 広 が り 、 す な わ ち 「 群 れ の 内 」 と が 区

別 さ れ る こ と な く 、 と く に “ メ ス の 群 れ 離 脱 ” に 関 し

て 、 そ の メ ス が 何 日 間 ず っ と 群 れ に い な か っ た と 断

定 的 に 語 ら れ て き た 。

し か し 、 群 れ の 内 と い う 概 念 を 導 入 す る こ と で 、 群 れ

の あ り よ う と サ ル 個 々 の 生 き 方 の 真 実 へ 肉 薄 す る こ

と が 可 能 に な っ た 。

こ の 特 集III は 、 群 れ の 内 の 観 察 事 例 と 、 こ の 概 念 の 応

用 、 お よ び 群 れ の 内 と い う 捉 え か た を 深 化 さ せ る 試

み の3編 か ら 成 る 。

｀一遠
「群れの内」 論の生き 証人 「 ア カ ネ」(2019年10月7 日 ， 山 口 飛翔撮影）



金華山 のサル ・ 母親は ど こ に

- ‘‘ 群れの 内 ’' に 関す る 一事例ー

京都 大 学 山 口 飛翔

1. は じ め に

2019年 交 尾 期 の 調 査 期 間 中 、B1群 で1 頭 の オ ト ナ ・ メ ス が 確認 で き な い に も か か

わ ら ず 、 同 年春 生 ま れ の ア カ ン ボ ウ は確認 さ れ る こ と が2回 に わ た っ て 観 察 さ れ た 。

こ の 事 例 は 、 メ ス が 観 察 者 の 視 野 に 入 っ て い る サ ル た ち の 空 間 、 す な わ ち ‘ ‘ 群 れ の

内 ” （ 清家 ・ 疋 田 ，2019) で は確認 さ れ な く て も 、 い つ で も 群 れ に 合 流 で き る 場所

に い た 可 能性 が 高 い こ と を 示 し て い る 。 以 下 は そ の 報 告 で あ る 。

2. 調査方 法

筆 者 は2019年9 月8 日 か ら11 月9 日 ま で 、 オ ス か ら メ ス ヘ の 攻 撃 と そ れ に 伴 う メ ス

の 凝集性 の 変 化 を 調 べ る こ と を 目 的 にB1 群 を 終 日 追 尾 し た 。 そ し て 調 査 期 間 中 毎 日 、

6歳 以 上 の メ ス 全 て に つ い て 発 情 状 態 や怪 我 の 有 無 を 確認 す る た め 、 少 な く と も 日

に2回 、 そ の 時 ど き で 群 れ の メ ン バ ー が 広 が っ て い る と 判 断 さ れ た 地域 を 隈 な く 回

っ て 探 索 し た 。

3. 調 査結 果

調 査 期 間 中 に 、 本稿 の 対 象 個 体 「 ア カ ネ 」 （ 当 時13歳 ） を 確認 で き た か否 か に つ

い て 表l に 示 し た 。 「 ア カ ネ 」 は 前 年 の 交 尾期 に も 群 れ の 内 に い な い 日 が 多 い 個 体 だ

っ た が （ 確認 日 数 は36 日 ／48 日 ） 、 本調 査 期 間 中 に は さ ら に 確認 で き る 日 数 が 少 な く

（ 確認 日 数 は28 日 ／50 日 ） 、 特 に10月23 日 か ら11 月9 日 ま で の19 日 間 は 一 度 も 確認 で

き な か っ た 。 ま た 、 表1 に は 「 ア カ ネ 」 の 妹 （ 「 ア コ 」 ， 当 時10歳 ） と 娘 （ 「 ア ン ズ 」 ，

当 時5歳 ） 、 ア カ ン ボ ウ （ 「 ア ズ キ 」 ） の 確認状 況 も あ わ せ示 し た 。 妹 は発 情 し て 群

れ 外 オ ス と コ ン ソ ー ト し て い た た め に 観察 で き な か っ た と 考 え ら れ る 期 間(10 月28

日 ～11 月9 日 ） が あ っ た が 、 娘 は 群れ が 二 つ に 分 かれ て 行動 （ 分 派 ） し て い た10月13

日 を 除 い て 全 て の 日 で 確認 さ れ た 。 ま た 、 ア カ ン ボ ウ は 以 下 で 示 す 事例 以 外 は 、 母

親 が い る と き に 限 り 確認 さ れ て い る 。 な お 、 分 か り や す い よ う に 上記4頭 の 血 縁 関

係 を 図1 に 示 し た 。
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表1. 「 ア カ ネ 」 、 「 ア ズ キ 」 、 「 ア ン ズ」 、 「 ア コ 」 の確認状況

叫 在1ヨ
ア カ ネ ア ズ キ ア ン ズ ア コ

調 在13
ア カ ネ ア ズ キ ア ン ズ ア コ

（ 母 親 ） （ ア カ ン ポ ウ ） （ 娘 ） （ 妹 ） （ 母 親 ） （ ア カ ン ポ ウ ） （ 娘 ） （ 妹 ）

9/8

゜ ゜ ゜ ゜
1019

゜ ゜ ゜ ゜9/10

゜ ゜ ゜ ゜
1 0/10

゜ ゜ ゜ ゜9/11

゜ ゜ ゜ ゜
10113 X X X X

9/12

゜ ゜ ゜ ゜
10114

゜ ゜ ゜ ゜9113

゜ ゜ ゜ ゜
10/15

゜ ゜
0

゜9/14

゜ ゜ ゜ ゜
10/16 X X

゜ ゜9115

゜ ゜ ゜ ゜
10/17

゜ ゜ ゜ ゜9/16

゜ ゜ ゜ ゜
10118

゜ ゜ ゜ ゜9/17

゜ ゜ ゜ ゜
10/23 X X

゜ ゜9/18

゜
。

゜ ゜
10/24 X x

゜ ゜9/19

゜
。

゜ ゜
10/25 X X

゜ ゜9/20

゜ ゜ ゜ ゜
10/26 X X 。

゜9/21

゜ ゜ ゜ ゜
10/27 X X

゜ ゜9/22

゜ ゜ ゜ ゜
10/28 X X

゜
x

9/23

゜ ゜ ゜ ゜
10/29 X X

゜
X

9/24

゜ ゜ ゜ ゜
10/30 X X

゜
X

9/26

゜ ゜ ゜ ゜
10/31 X X

゜
X

9/27

゜ ゜ ゜ ゜
11/1 X X

゜
X

9128

゜ ゜ ゜ ゜
11/2 X X

゜
X

JO/I

゜ ゜ ゜ ゜
11/3 X X

゜ ゜10/2

゜ ゜ ゜ ゜
I J/4 X X

゜
X

1013

゜ ゜ ゜ ゜
11/5 X X

゜
X

10/4

゜ ゜ ゜ ゜
I J/6 X X

゜ ゜10/5

゜ ゜ ゜ ゜
11 /7 X

゜ ゜ ゜10/6 X X

゜ ゜
11/8 X X

゜
X

10/7

゜ ゜ ゜ ゜
11/9 X X

゜
X

10/8 X

゜ ゜ ゜註 l. 10 月13 日 は 群 れ が 分 派 中 で 、 い ず れ の 個 体 も 含 ま な い 分 派 集 団 を 終 日 追 尾 し て い た こ と に よ る 。

註2. 調 査 を 行 わ な か っ た 日 は 表 中 に 記載 し て い な い 。

ア ユ （ 死 亡 ）

ア カ ネ(13) 母親

ア コ(10) 妹

ア ン ズ （5) 娘

ア ズ キ （0) ア カ ン ボ ウ

函 1. 4 頭 の 血 縁 関 係

こ の 図 は4 頭 の 血 縁 関 係 が 一 目 で 分 か る よ う 、 風 張 （2015) のB1 群 の 家 系 図 を も と に 作成 し た 。

括 弧 内 は 調 査 時 の 年齢 で 、 そ の 右 に 書 かれ て い る の は 各 個 体 の 本 文 中 で の 呼称。
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a) 事例 1. 10 月8 日 か ら10月10 日 の 観 察

10 月8 日 、 前 日 確認 さ れ た 母親 は こ の 日 一 日 中 確認 さ れ な か っ た が 、 娘 が 休 息 中

に ア カ ン ボ ウ を 抱 き か か え た り 、 移 動 中 に 腹 に つ か ま ら せ た り 背 中 に 乗 ら せ た り し

て い る 様 子 （ 以 下 、 世 話 行動 と 呼ぶ ） が 一 日 を 通 し て 観 察 さ れ た 。

翌10月9 日 の5時41 分 、 群 れ を 見 つ け た 際 に は ま だ 娘 が ア カ ン ボ ウ を 抱 い て い る の

を 確認 し た 。 母 親 も6時51 分 に 一 度 確認 し た が 、11 時45分 か ら と14時10分 か ら の2 回 、

メ ス の 存 在 を 確認 し て 回 っ た 際 に は 一度 も 確認 さ れ な か っ た （ そ の 際 、6歳 以 上 の

他 の メ ス は 全 て 確認 ） 。 母親 が 確認 さ れ な か っ た 時 間 帯 に は 、 娘 の ア カ ン ボ ウ ヘ の

世 話行 動 が 一 日 中 観察 さ れ た 。

10月10 日 の 早 朝5時59分 に 群 れ を 発 見 し た 際 に も 、 娘 が ア カ ン ボ ウ を 抱 い て い る

と こ ろ を 確認 し た が 、 母 親 は 午 前 中 に 一 度 も 確認 さ れ な か っ た （ 他 の6歳 以 上 の メ

ス は 全 て 確認 ） 。 そ の 後12時7分 、 そ の 日 初 め て 母親 が 確認 さ れ た が 、13時20分 と15

時30分 ご ろ の2 回 、 メ ス を 探 索 し た 際 に は 母親 は 確認 さ れ な か っ た （ 他 の メ ス は 全

て 確認 ） 。 こ の 日 も 一 日 中 、 娘 が 母親 に 代 わ っ て ア カ ン ボ ウ に 世話行 動 を し て い た 。

以 上 述 べ た よ う に 、10月8 日 か ら の3 日 間 、 ア カ ン ボ ウ は 常 に 確認 で き た に も か か

わ ら ず 、 母 親 は ほ と ん ど の 時 間 確認 さ れ な か っ た 。 お そ ら く 、 母 親 は 一 時 的 に 群 れ

の サ ル と 接 触す る こ と は あ っ て も 、 多 く の 時 間 群 れ か ら 少 し 離れ た と こ ろ で 過 ご し

て い た と 考 え ら れ る 。 し か し 、 ア カ ン ボ ウ は ま だ 生 後5-6 ヶ 月 で あ り 、 栄 養 面 （ 授

乳 ） を 含 め て 日 常 生 活 の 中 で 母親 に 依 存 す る 度 合 い が 高 か っ た は ず だ か ら 、 た と え

観 察 者 が 探 索 し て 確認 で き な く て も 、 す な わ ち “群 れ の 内 ” に は い な く て も 、 母親

が 必 要 と あ ら ば ア カ ン ボ ウ と 接 触 で き る ほ ど に は 近 く に い た （ 群 れ本 来 の 広 が り の

中 に は い た ） 可 能性 が 高 い 。

b) 事例2. 11 月7 日 か ら8 日 の 観 察

11 月7 日 に 群 れ を 追 尾 中 の12時36分 、 群 れ か ら100~200m 離 れ た 場 所 でC-1 音 声 や

B-1 音 声 （ 伊谷 ，1965) を 含 む 声 が し ば ら く 続 き 、 騒 が し く な っ た 。 お そ ら く 群 れ外

オ ス が メ ス を 攻 撃 し 、 メ ス が 悲 鳴 を 上 げ て い る と 推 察 さ れ た が 、 そ の 日 に 確認 で き

て い た メ ス は そ の と き 全 て 筆者 の 視 界 内 に い た 。 筆 者 の 周 囲 に い た メ ス は 、 中 心 オ

ス4頭 の う ち の 第 三位 オ ス 「 ラ キ 」 の す ぐ 近 く に集 ま り 、 し ば ら く 騒 ぎ が 起 こ っ て い

る 方 向 を 見 て い た が 、 再 び騒 ぎ が 大 き く な っ た12時48分 、 全個 体 が 一 斉 に 騒 ぎ の す

る 方 へ 走 り 出 し た 。 な お 、 こ の 日 第 一位 オ ス 「 タ イ ヨ ー 」 と 第 二 位 オ ス 「 イ ツ モ 」

は確認 さ れ て い な い （ 詳 細 は 山 口 ，2020 を 参 照 ） 。 そ の 後 ア カ ン ボ ウ の 悲 鳴 が 聞 こ
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写真 1. 11 月7 日 に 発 見 さ れ た と き の ア カ ン ボ ウ の 様 子

え 、 「 ラ キ 」 が 悲 鳴 の 聞 こ え た 方 向 に 単独 で 走 っ て い っ た 。 メ ス た ち は 取 り 残 さ れ 、

多 く が 樹 上 に 登 っ て 群 れ外 オ ス か ら 避難 し た 。12時50分 、 筆 者 が そ の 状 況 を 確認 し

に 行 っ た と こ ろ 、 ア カ ン ボ ウ が 娘 の 背 中 に し が み つ い て い る の を 発 見 。 ア カ ン ボ ウ

は顔 面 に 怪 我 を 負 っ て い て 、 鼻 か ら 出 血 し 右 目 も 半分 ふ さ が っ て い た （ 写真1) 。 周

囲 を 探 索 す る も 母親 の 姿 は ど こ に も な か っ た 。13 時1 分 、 「 ラ キ 」 が 戻 っ て 群 れ は 次

第 に 落 ち 着 い た 。 そ の 日 は 結 局 最後 ま で 母親 の 姿 は 確認 で き ず 、 泊 ま り 場 ま で娘 が

ア カ ン ボ ウ を 世 話 し て い た 。

こ の 日 、 筆者 が 発 見 す る 前 に ア カ ン ボ ウ が 単独 で い た と は 考 え に く い た め 、 群れ

が 駆 け つ け る 直 前 ま で は 母親 も 一 緒 に い た 可 能性 が 高 い 。 ア カ ン ボ ウ を 発 見 す る ま

で にC-1 音 声やB-1 音 声 が 繰 り 返 し 聞 か れ た こ と 、 ア カ ン ボ ウ が 怪我 を 負 っ て い た

こ と か ら 、 母親 と ア カ ン ボ ウ は 群 れ外 オ ス か ら 激 し い 攻 撃 を 受 け 、 逃 げ る 際 に は ぐ

れ て し ま っ た と 考 え ら れ る 。

翌11 月8 日 は 一 日 中 、 娘 は確認 で き た が 、 母親 と ア カ ン ボ ウ は 確認 で き な か っ た 。

ア カ ン ボ ウ が 死 亡 し て し ま っ た 可 能性 も あ る が 、 そ こ ま で 致命 的 な 怪 我 を 負 っ て い

る よ う に は 見 え な か っ た た め 、 そ の 可 能性 は 低 い と 思 わ れ る 。 ま た 、 母親 の 妹 も こ

の 日 か ら 確認 で き な く な っ た た め 、 妹 が ア カ ン ボ ウ を 連 れ 出 し て い っ た 可能性 も 考

え ら れ る が 、 こ の 日 ま で妹 の ア カ ン ボ ウ に 対 す る 世話行動 は ま っ た く 観 察 さ れ て い

な い か ら 、 そ の 可 能性 も ご く 低 い 。 お そ ら く 、 日 暮れ か ら 白 白 明 け ま で に 母親 が ア

カ ン ボ ウ を 回 収 し 、 妹 と 共 に 移 動 し た の だ ろ う 。

以 上 の こ と か ら 、 母親 は11 月7 日 に 一 度 も 観察 さ れ な か っ た ( “ 群れ の 内 ’' に は い

な か っ た ） も の の 、 少 な く と も 最 初 に 騒 が し く な っ た12時36分 以 降 は 群 れ の 近 く （ 群

れ 本 来 の 広 が り の 中 ） に い て 、 群 れ の メ ン バ ー と も 接触 し て い た 可能性 が 高 い 。
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な お 、 筆 者 は11 月9 日 で 調 査 を 終 了 し た の で 、 残 念 な が ら そ の 後 の 母 親 と ア カ ン

ボ ウ に つ い て 調 査 で き て い な い 。 筆 者 の 調 査 後 、11 月21 日 ～23 日 の 金 華 山 の サ ル ・

セ ン サ ス （ 一 斉調 査 ） 時 に は 、 両者 は 群 れ の 内 で は確認 さ れ な か っ た 。 一 方 、 風 張

喜 子 氏 が1 月23 日 ～25 日 に 行 っ た 調 査 で は 母親 の み確認 さ れ た （ 私信 ） 。 さ ら に 筆 者

が 行 っ た3月12 日 ～22 日 の 調 査 で も 同 様 で 、 母親 は 確認 さ れ た が 、 ア カ ン ボ ウ は い

な か っ た 。 以 上 の こ と か ら 、 ア カ ン ボ ウ は11 月9 日 か ら1 月21 日 の 間 に 死 亡 し た 可 能

性 が 高 い 。
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金 華 山 の サ ル • 第 一 位 オ ス 離脱後 の メ ス た ち の 動 向

ニ ホ ン ザル ・ メ ス も 群れ を “離脱 ’' す る かー補遺一

京都 大 学 疋 田 研一 郎

京都大 学 清家 多 慧

1. は じ め に

ニ ホ ン ザル で は 、 オ ス ほ ど で は な い が オ ト ナ ・ メ ス も 群れ を 離脱す る と い う こ と

が 最 近報 告 さ れ て い る(Tsu j i & Sug i yama, 2014; 田 村，2016) 。 こ れ ら の 報告 で

挙 げ ら れ て い る 金 華 山 で の 離脱 の 事例 で は 、 離脱 し た と し て 取 り 上 げ ら れ て い る オ

ト ナ ・ メ ス は き ま っ て1頭 で あ る 。 オ ス の 離脱 が 通 常1 頭 ご と な の で 、 メ ス も 離脱す

る の は 原則1頭 ご と と い う 先 入観 が は た ら い て い る 可能性 が あ る 。

筆 者 ら は 先 の 論 文 （ 清家 ・ 疋 田 ，2019) で 、 メ ス が “群れ の 内 ” （ 定義 は 先 の 論

文参 照 ） で確認 で き な か っ た 期 間 に 他 の メ ス と 関 わ っ て お り 、 こ れ ま で の 金 華 山 の

メ ス の 群れ離脱 に つ い て 言 わ れ て き た こ と と は 異 な る 観察 結果 を 報告 し た 。 た だ 、

そ の 論 文 で は 長 期 間 群 れ の 内 で確認 さ れ な か っ た メ ス2頭 と 、 そ れぞれ 関 わ っ て い

た ワ カ モ ノ ・ メ ス2頭 に つ い て は 述べ た が 、 ほ か の メ ス (12頭 ） 、 ワ カ モ ノ ・ メ ス(5
頭 ） に つ い て は 言及 し な か っ た 。 第一位 オ ス の 離脱 後 、 本 格 的 な 交 尾 期 に 入 っ た こ

と も 要 因 と し て 考 え ら れ る が 、 他 の メ ス 何頭 か も 先 の メ ス2頭 ほ ど 長 期 間 で は な い

が 、 群れ の 内 で確認 で き な い 日 が 多 く あ っ た 。 本稿 で は そ の 点 を 補 い 、 メ ス 離脱 に

つ い て 再度検 討す る こ と を 目 的 と す る 。

2. 調査 時 のA 群 の 状況

筆者 ら は2017年9月6 日 か ら12月2 日 ま で 宮 城 県金 華 山 でA 群 （ 調 査 開 始時 点 の 個

体数 は56頭 ） を 対象 に 毛 づ く ろ い 関 係 や遊び行動 の 調 査 を 行 っ た 。 そ の 間 、9月29 日

か ら11 月21 日 ま で の2か月 弱 群れ の 内 で確認 さ れ な か っ た2頭 の メ ス 「 フ ク 」 と 「 オ

ペ ラ 」 そ れ ぞ れ に つ い て 、 メ ス の 群 れ離脱 と い う 観 点 か ら 分析 し た （ 清 家 ・ 疋 田 ，

2019) 。 た だ 、2頭 の メ ス と “ 群れ の 外” （ 定義 は先 の 論 文参 照 ） で 度 々 一緒 に い る

姿 が 観察 さ れ た 「 ミ ロ 」 の 分析 に 焦 点 を 絞 っ た 結果 、 他 の メ ス と ワ カ モ ノ ・ メ ス 計

21頭 に つ い て は 言及 で き ず 、 そ の た め21頭全員 が 調査期 間 中ず っ と 群れ の 内 に い て 、

群 れ は 一 つ の ま と ま り を 維持 し 続 け て い た か の よ う な 印 象 を 与 え た き ら い が あ る 。

そ こ で 、1頭1 頭 が 単独 で群れ と は 別 に 行動す る メ ス に つ い て だ け で は な く 、 他 の
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メ ス に つ い て は そ の 間 ど う だ っ た か に つ い て 、 ワ カ モ ノ ・ メ ス を 含 め 今 回 は 検討す

る 。 そ れ に よ っ て 、1頭 の メ ス の 離脱 と い わ れ て き た 現象 と の 連続性 が 見 え て く る

と 考 え ら れ る か ら で あ る 。

表l ． 第 一位 オ ス 離脱時 点 で のA 群 の 構成

オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ド モ ア カ ン ボ ウ 計

オ ス メ ス オ ス メ ス 4歳 3歳 2 歳 1 歳 0歳

2 18

゜
7

゜
13 2 10 3 55

3. 結果

l) 群れ の 内 で確認 さ れ な か っ た メ ス の う ち 、 「 フ ク 」 、 「 オペ ラ 」 と 血縁 が 近 い

メ ス と ワ カ モ ノ ・ メ ス に つ い て

第 一位 オ ス が 離脱 し た 時 点(10月3 日 ） で のA 群 の 構成 を 表l に 示 し た 。 そ の う ち 、

調 査 終 了 時点(12月2 日 ） ま で ず っ と 群 れ の 内 で確認 さ れ た メ ス12頭 と ワ カ モ ノ ・

メ ス1頭 は本稿 で の 検討か ら 除 く 。 ま た 、 前述 し た ワ カ モ ノ ・ メ ス2頭 、 「 フ ク 」 の

娘 「 フ ロ ー ラ 」 と 「 オペ ラ 」 と 特別 に親 し い 「 ミ ロ 」 は 、 先 の 論 文 と 重複 は あ る が

今 回 も 取 り 上 げ る 。 以 上 を 踏 ま え た う え で 、 群れ の 内 で の 確認状況 を 示 し た の が 表

2 と 表3 で あ る 。 な お 、 群れ の 追尾調査 を 行 っ て い な い 日 に つ い て は 、 そ の 前後 の 日

に 群れ の 内 で確認 さ れ な か っ た 場合 は継続 し て 群れ の 外 に い た と す る 。

こ れ ら の 表 か ら 、 ①継続 し て 不 在 だ っ た 日 数 の 多 さ 、 ②不在 だ っ た 回数 （ 出 入 り

の 回数 ） 、 ③不在 の 合計 日 数 の 多 さ の3点 に つ い て ま ず検討す る 。

① に つ い て は 「 フ ロ ー ラ 」 (9 日 間 り 、 「 ミ ロ 」 (9 日 間り 、 「 オ ア シ ス 」 (8 日

間り の 順 に 多 か っ た 。 ② に つ い て は 「 フ ロ ー ラ 」 と 「 ミ ロ 」 (9 回 ） 、 「 オ ア シ ス 」

(6回 ） の 順 に 多 か っ た 。 ③ に つ い て は 「 フ ロ ー ラ 」(29 日 ） 、 「 ミ ロ 」(18~19 日 ） 、

「 オ ア シ ス 」 (14 日 ） の 順 に 多 か っ た 。 そ の う ち ① ～③ に 共 通 し て 「 フ ロ ー ラ 」

1 10月29 日 、11 月3 日 ～4 日 、11 月11 日 は群 れの 調 査 を 行 っ て お ら ず 、11 月8 日 は群れ が 分 派 し

て い て （ 疋 田 ・ 清家，2019) 、 両集団 で観察 さ れ な か っ た 。

2 10月7 日 ～9 日 は群れ の 調査 を 行 わ な か っ た 。

3 11 月23 日 ～25 日 は 秋 期 一斉 調 査 で 、 筆者 ら はA 群 を 調査 し な か っ た が 、 別 の 調査員 に よ る と

群れ の 内 に 「 オ ア シ ス 」 は確認 さ れ な か っ た と い う （ 藤 田 志 歩 氏 ， 私信 ） 。
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表2. 第 一 位 オ ス 離 脱 後 の “ 群 れ の 内 ” で の オ ト ナ ・ メ ス の 確 認 状 況

贔fill リ ナ リ ズ ム ル ル シ マ シ ソ イ ス ズ キ ナ コ オ· ネ オ ア シ ス ケ テ ィ ーI フ ー コ ~* 計

J0/4
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゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
。

゜ ゜ ゜ ゜ ゜10/6

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜10/10

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜10/11

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜10/12
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X I
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゜
。 0
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゜
0
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X
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2
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0
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0 。 。
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I

10/26

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜10/27

゜
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X

゜ ゜ ゜
1

10/28

゜ ゜
。
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X

゜ ゜ ゜
I

10/30

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜
I

10/31

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/1

゜ ゜ ゜
0

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/2 。
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

。
゜ ゜ ゜ ゜11/5

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/6

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11 /7

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/8

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/9

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/10

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
。

゜ ゜11/12

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X X

゜ ゜
2

11/13

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
1

11/14

゜ ゜
。

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
I

11/15

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
I

11/16

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
。

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜J J/17
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X
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I

11/20
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。

゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/21

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
I

11/22

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
。

゜
X 。

゜ ゜
1

11/26

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
l

11/27

゜ ゜ ゜
。

゜
。

゜ ゜
X

゜ ゜
。 I

ll /28

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
I

11/29 X X X X

゜
X X X

゜
X

゜ ゜
8

11/30

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
X

゜ ゜ ゜
I

1 2/1

゜ ゜ ゜ ゜
X

゜
X

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2

1 2/2 。
゜ ゜ ゜ ゜

0

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜不 在 日 数 2 2 1 l I I 2 I 14 2 1 I

〇 ： 群 れ の 内 で 確 認 x ： 群 れ の 内 で 確認 さ れ ず

註 1. す べ て の 日 で 群 れ の 内 で 確 認 さ れ た オ ト ナ ・ メ ス6 頭 は こ の 表 か ら 除 い た 。

註2. す べ て の 日 で 群 れ の 内 で 確 認 さ れ な か っ た2 頭 （ 「 フ ク 」 と 「 オ ペ ラ 」 ） も こ の 表 か ら 除 い た 。
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表3 ． 第一位オス 離脱後 の “ 群れの 内 ” で の ワ カ モ ノ ・ メ ス の確認状況

IIM～ゞ I f~ ベ ッ キ ー キ ロ 口 フ ロ ー ラ マ メ ミ ロ 計
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゜ ゜ ゜ ゜
？ 0-1

10/11

゜
X

゜ ゜
X 2

10/12

゜ ゜ ゜
x x 2

10/13 0

゜ ゜ ゜
X 1

10/14
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゜ ゜
1

11 /7

゜ ゜
X

゜
x 2

11/8

゜ ゜
X

゜ ゜
1

11/9

゜ ゜
X

゜
x 2

11/10

゜ ゜
X

゜ ゜
1

11/12

゜ ゜
X

゜ ゜
I

11/13

゜ ゜
X

゜ ゜
1

11/14 0

゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/15 X X X

゜
X 4

11/16

゜ ゜
X

゜ ゜
I

11/17

゜ ゜
X

゜ ゜
I

11/19

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/20

゜ ゜
X

゜ ゜
I

11/21

゜ ゜
x

゜ ゜
I

11/22

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/26

゜
X 0

゜ ゜
I

11/27

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/28

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜11/29 X

゜
X

゜ ゜
2

11/30

゜
x

゜ ゜ ゜
I

1 2/1 X

゜ ゜ ゜ ゜
I

12/2

゜ ゜
X

゜ ゜
I

不 在 日 紋 5 5 29 4 18~19

〇 ： 群れの 内 で確認 X: 群れの 内 で確認 さ れず ？ ： 個 体識別 が不完全
註 1. すぺ て の 日 で群れの 内 で確認 さ れた ワ カ モ ノ ・ メ ス2 頭 は こ の表 か ら 除い た。
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と 「 オ ア シ ス 」 が 挙 げ ら れ て い る が 、 彼 女 ら は そ れ ぞれ 「 フ ク 」 、 「 オペ ラ 」 の 娘

で あ る 。11月15 日 に は 「 オ ア シ ス 」 と そ の 子 ど も と 甥 、 「 フ ロ ー ラ 」 が 群 れ の 外 で

ワ カ モ ノ ・ オ ス と と も に 行 動 し て い る と こ ろ が 確認 さ れ て お り 、11月21 日 に も 「 オ

ア シ ス 」 は 群 れ の 外 で オ ト ナ ・ オ ス と 行 動 し て い る と こ ろ が 観 察 さ れ た 。2 日 と も

交 尾 が 確認 さ れ て い る こ と か ら 、 オ ス と の コ ン ソ ー ト の た め に 群 れ を 離れ て い た と

考 え ら れ る 。 そ の 一 方 で 、11 月29 日 に は 「 オ ペ ラ 」 と 「 オ ア シ ス 」 、 「 オ ア シ ス 」

の 子 ど も が 行 動 を と も に し て お り 、3個 体 が 群れ の 内 か ら 離 れ る 一 部 始 終 が 観 察 さ

れ て い る 。 し た が っ て 、 彼 女 ら が 群 れ の 内 で確認 さ れ な か っ た と き に ど こ に い た か

を 継続 的 に 観 察 で き て い な い た め 、 あ く ま で 推 論 に 過 ぎ な い が 、 彼 女 ら は 群 れ の 外

で 「 フ ク 」 や 「 オペ ラ 」 と 行 動 を と も に す る 日 も 多 か っ た と 考 え ら れ る 。 ま た 、 彼

女 ら は 群 れ の 内 を 出 入 り す る こ と が 多 か っ た た め 、 「 フ ク 」 と 「 オ ペ ラ 」 は群れ の

内 で は 確認 さ れ な か っ た も の の 、 群 れ の 近 く に い た と 推 測 さ れ る 。 ニ ホ ン ザル の 群

れ は 血 縁集 団 な の で 当 然 と い え ば 当 然 の こ と で あ る 。

2) 「 フ ク 」 、 「 オペ ラ 」 と 血縁 が 近 く な い メ ス た ち に つ い て

問 題 は そ う で は な い メ ス や ワ カ モ ノ ・ メ ス に つ い て で 、 特 に3頭 以 上 が 群 れ の 内

で確認 さ れ な か っ た10月15 日 、17 日 、25 日 、30 日 、11月12 日 、15 日 、29 日 、12月1 日

の8 日 間 に つ い て で あ る 。 こ れ に 「 フ ク 」 と 「 オペ ラ 」 を 加 え る と 、5頭 以 上 が 同 時

に確認 さ れ な か っ た 日 が8 日 間 も あ っ た こ と に な る （ 表2 、 表3) 。 彼 女 ら は 互 い に 血

縁 が 近 く は な い が 、 群 れ の 外 で 一 頭ず つ が 別 々 の 所 で 生 活 し て い た こ と は こ れ ま で

の 金 華 山 の 交 尾 期 の 調 査 で 全 く 報 告 さ れ て い な い た め 考 え に く い 。 と い う こ と は 、

こ れ ら の メ ス も 群 れ の 内 で確認 さ れ な か っ た 日 は 「 フ ク 」 や 「 オ ペ ラ 」 と と も に 行

動 し て い た 可 能性 は 十 分 に 考 え ら れ る 。

4. ま と め に か え て

今 回 の 観察 期 間 中 、 オ ト ナ ・ メ ス と ワ カ モ ノ ・ メ ス25個 体 中19個 体 が 群 れ の 内 で

確認 さ れ な い 日 が あ っ た が 、 そ の う ち 「 オ ア シ ス 」 以外 の オ ト ナ ・ メ ス は 不 在 の 日

が2 日 以 内 で あ っ た 。 ま た ワ カ モ ノ ・ メ ス は 「 ト ト 」 と 最 上位 家 系 の 「 ラ ム 」 以 外 の

個 体 は 不 在 の 日 が あ り 、 そ の 合 計 日 数 は オ ト ナ ・ メ ス よ り も 多 い傾 向 が あ っ た 。 こ

の こ と か ら は 順位 が 低 い 「 フ ク 」 や 「 オ ペ ラ 」 、 「 オ ア シ ス 」 を 含 め て 社会 的位 置

の 中 心 に い な い メ ス が 不 在 に な る 傾 向 が あ る と い え 、 先 行研 究 の 事例 と 符 合 し て い

る(Tsuj i & Sugiyama, 2014) 。

A 群 は 最 上位 家 系 の 個 体数 （ コ ド モ や ア カ ン ボ ウ を 含 む ） が16頭 と 一番 多 い 。 毛
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づ く ろ い な ど の 親 和 的 な 社会 交 渉 は 血 縁 の 近 い 個 体 と 行 う こ と が 多 く 、 と も に 行 動

す る 時 間 が 長 く な る た め 、 群 れ の 追 尾 を 行 う 際 、 観 察 者 の 視 界 に 入 る 群れ の 広 が り

は 個 体 数 の 多 い 最 上位 家 系 が 中 心 に な っ て い る 可 能 性 は 十 分 考 え ら れ る 。 逆 に 、 社

会 的 位 置 の 中 心 に い な い メ ス は 群 れ の 内 で 確認 さ れ な い こ と が 比 較 的 多 く な る こ

と が 要 因 と し て 考 え ら れ る 。

以 上 の よ う に 、 メ ス が あ る 期 間 中 群 れ の 内 で 確認 さ れず 、 何 日 目 に 群 れ に 戻 っ て

き た か ら と い っ て 、 そ の メ ス は そ の 期 間 群 れ を 離 脱 し て1 頭 だ け で 暮 ら し て い た と

簡 単 に 片 づ け て し ま う の で は な く 、 そ の 期 間 中 群 れ の 内 で確認 さ れ た り さ れ な か っ

た り し た 他 の メ ス に 誰 と 誰 が い て 、 彼 女 ら が そ の 間 「 フ ク 」 や 「 オ ペ ラ 」 の よ う な

メ ス と 社会 交 渉 を 全 く 持 た な か っ た か ど う か を 含 め て 、 慎 重 に 検 討す る 必 要 が あ る

だ ろ う 。 と く に 血縁 が そ れ ほ ど 濃 く な い メ ス と 社会 交 渉 を 持 っ て い れ ば 、 離脱 し て

い た と さ れ る メ ス も 社会 的 な 意 味 で は 群 れ に い る の と ほ と ん ど 変 わ ら な い 生 活 を

送 っ て い る こ と に な り 、 ニ ホ ン ザ ル研 究 に お け る こ れ ま で の メ ス 離脱 の 議論 の 有 効

性 が 問 わ れ る こ と に な る 。 む し ろ 、 離脱 し て い る と さ れ る メ ス が 群 れ の 外 で い っ た

い 何 を し て い た か を 明 ら か に す る 研 究 こ そ が 今 後 最 も 重 要 だ と い え よ う 。 な お 、 今

回 の 観 察 期 間 中 は 、 観 察 者2人 で ひ と つ の 群 れ を 追 尾 す る こ と が 多 か っ た が 、 同 日

に 群 れ の 内 で確認 し た メ ス が2人 の う ち で 異 な る こ と が た び た び あ っ た 。 こ の こ と

か ら も 、 「 オペ ラ 」 や 「 フ ク 」 の よ う な 長 期 間 不 在 の メ ス も 含 め 、 そ れ ぞれ の 観 察

者 か ら は 群 れ の 内 で確認 さ れ な か っ た メ ス た ち も 、 群 れ の 内 の メ ス と 社会 交 渉 し て

い た 可 能性 は 高 い と 考 え ら れ る 。
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ニ ホ ン ザ ル ・ 群れ の 内 と い う 概念 の 重要性

宮城 の サル調査会 伊沢紘生

1. は じ め に

群 れ の メ ン バ ー （ 構 成 員 ） は 空 間 的 広 が り を も っ て 日 々 遊動 生 活 を 送 っ て い る 。

言 い 換 え る な ら 、 あ る 広 が り を も ち な が ら も 一 つ の ま と ま り を 維 持 し て い る 、 そ の

ま と ま り が 群 れ で あ る 。

野 生 の サ ル を 対 象 に フ ィ ー ル ド ワ ー ク を 行 っ て い る 研 究 者 は そ れ ぞ れ 明 確 な テ

ー マ を 持 ち 、 群 れ を 追 尾 し な が ら ラ ン ダ ム サ ン プ リ ン グ 法 を 用 い て 調 査 し た り 、 特

定 の1頭 に 焦 点 を 合 わ せ 個 体 追 跡 法 を 用 い て 調 査 し て い る 。 し か し 、 ど の よ う な 方

法 で 調 査 を 実施 し て い よ う と 、 群 れ の メ ン バ ー 全員 を 視 野 に 収 め る こ と は め っ た に

な い 。 メ ン バ ー の 広 が り が 実 際 に は想像 以 上 に 大 き く 、 か つ 生 息 地 の 地 形 が 複 雑 に

入 り 組 ん で い た り 樹木 や 草本 が 生 い 茂 っ た り し て い て 視 野 を 遮 っ て い る か ら だ 。 も

ち ろ ん そ の 時 ど き の 天候 に も 左 右 さ れ る 。

こ の 、 実 在す る 群 れ と 研 究者 の 視 野 に 入 っ て い る サ ル の 広 が り と の ギ ャ ッ プ を 正

し く 認識 す る こ と は 、 オ ス と メ ス と を 問 わ ず 、 メ ン バ ー の 群 れ離 脱 を 議論 す る と き

に は き わ め て 重 要 で あ る 。 そ の 端 緒 を 開 い た の が 二 つ の 論 文 、 清 家 ・ 疋 田(2019)
う ら

と 疋 田 ・ 清家(2020) で 、 観 察 し た 事例 に 忠実 に 、 「 群 れ の 内 」 と い う 概念 を 創 出

し た 点 は 高 く 評価 さ れ る べ き だ ろ う 。

本稿 は 彼 ら の 群 れ の 内 と い う 概 念 を 筆 者 な り に 深 め る こ と を 意 図 し た も の で あ

る 。

2. 清家 ・ 疋 田(2019) の 「 群れ の 内 」 と 「 群 れ の 外 」 に 対す る 私 見

彼 ら は 観察 者 の 視 野 に 入 っ て い る サ ル た ち の 空 間 を ‘‘ 群 れ の 広 が り ’' と 定 義 し 、

広 が り の 中 で1 日 の う ち 一 度 で も 確認 さ れれ ば 、 そ の サ ル は群 れ の 広 が り の 内 （ 略

し て 「 群れ の 内 」 ） に い た 、 一 度 も 確認 さ れ な け れ ば群 れ の 広 が り の 外 （ 略 し て 「 群
そ と

れ の 外 」 ） に い た と す る 。

こ の こ と を 筆 者 な り に 理解 し て 模 式図 化 し た の が 図1 で あ る 。 図1 のB ラ イ ン の 内

側 （ 円 の 内 側 ） が 群 れ の メ ン バ ー 全員 が そ の 時 ど き に 広 が っ て い る 空 間 、A ラ イ ン

の 内 側 が 群 れ の 内 に 相 当 し 、 図 示 し た よ う に 両者 間 に は 広 が り の 大 き さ に ギ ャ ッ プ

が あ る 。 一 方 、A ラ イ ン の 外側 か らB とC とD ラ イ ン を 越 え た さ ら に 先 ま で が 群 れ

の 外 に 相 当 す る 。
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す な わ ち 、 ひ と 口 に 群 れ の 外 と い っ て も ラ イ ン ご と に サ ル に と っ て の 意 味 は 異 な

り 、B ラ イ ン の 内 側 に い れ ば観 察 者 が 確認 で き な く て も 群 れ の 他 の メ ン バ ー と 一 緒

に い た こ と に な る 。B とC の 間 な い しB とD の 間 に い れ ば 、 メ ス1 頭 だ け の 場 合 は

な ん ら か の 事 情 、 例 え ば 大 怪 我 や 重 い 病 気 で 群 れ の 移 動 に つ い て い け な か っ た り 、

出 産 後 す ぐ に ア カ ン ボ ウ が 死 亡 し た り し て 単 独 行 動 を 余 儀 無 く さ れ て い る の で あ

り 、 群 れ 外 オ ス と 一 緒 に い れ ば コ ン ソ ー ト 関 係 に あ り 、 メ ス が 複 数 頭 の 場合 は よ く

あ る 分 派 （ 関 澤 ，2020) で あ る 。 要 す る に 群 れ の メ ン バ ー の 広 が り か ら 一 時 的 に 外

れ て い る こ と を 意 味 し 、 そ れ ぞ れ の 事 情 が 解 消 さ れ れ ばB ラ イ ン の 内 側 に 戻 る 。 一

方 、D ラ イ ン を 越 え る こ と は 群 れ の メ ン バ ー と の 仲 間 意 識 と そ れ を 基盤 と し た 頼 る

頼 ら れ る 関 係 （ 伊 沢 ，1982) が 断 ち 切 ら れ る こ と で 、D ラ イ ン の 外 側 で の 生 活 が 続

け ば 群 れ を 離 脱 し た こ と に な る 。
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図 1. 「 群 れ の 内 」 と 「 群 れ の 外 」 の 模式 図
Aは 人 為 的 ラ イ ン で そ の 内 側 が 「 群 れ の 内 J
B は サ ル の 側 の ラ イ ン で そ の 内 側(A を 含 む ） が 群 れ の メ ン バ ー の 広 が り
C は 人 為 的 ラ イ ン で そ の 内 側 （A とB を 含 む ） が 群 れ の 遊 動 域
D は サ ル の 側 の ラ イ ン で そ の 内 側 （A とB とC を 含 む ） が 群 れ の 行 動 圏
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ま た 図l のA 、B 、C 、D 四 つ の ラ イ ン の う ち 、A ラ イ ン は研 究 者 が 意 識す る と し

な い と に 関 わ ら ず 人 為 的 ラ イ ン で あ り 、 当 然 内 側 の 面 積 は 研 究者一 人 ひ と り で 異 な

り 、 同 時観 察 し て い る 研究 者 の 人 数 に よ っ て も 異 な る 。B は 群 れ の メ ン バ ー が 日 常

的 に 認 知 し て い る サ ル の 側 の ラ イ ン。C は 遊動 域 を 示 す ラ イ ン で 、 調 査期 間 中 の 遊

動 域 と か 季 節 ご と の そ れ と か今 年 一 年 間 の そ れ と か 、 研 究者 の 必 要 に 応 じ て 引 く こ

と の で き る 人 為 的 ラ イ ン 、D は 遊動 生 活 の 中 で サ ル が 明 確 に 認識 し て い る サ ル の 側

の ラ イ ン で あ る 。 こ のD ラ イ ン の 認識 こ そ 、 群 れ が 地縁集 団 （ 伊 沢 ，1982) で あ る

こ と の 一 つ の 証 し で あ る 。 上 記 し た 四 つ の ラ イ ン の 特徴 を 踏 ま え れ ば 、A とC は ヒ

ト の 目 ラ イ ン （ 点 線 で 示 し た ） 、B とD は サ ル の 目 ラ イ ン （ 実線 で 示 し た ） と も 言

え よ う 。 な お 、 遊動 域 と 行 動 圏 の 違 い に つ い て 、 詳 し く は 本 号巻 末 の 「 付 ・ 用 語 に

つ い て の 解説 」 を 参 照 さ れ た い 。

そ し て 、 こ の 特集m に 収 め た2編 、 山 口(2020b) と 疋 田 ・ 清 家(2020) は 、 清 家

． 疋 田(2019) の 報 告 に加 え 、A ラ イ ン の 内 側 （ 群 れ の 内 ） に は い な か っ た が 、B

ラ イ ン の 内 側 、 な い し はC かD ラ イ ン の 内 側 に は 間 違 い な く い た と い う 貴 重 な 事 例

で あ る 。

3. サ ル の 目 と ヒ ト の 目

図1 に 示 し たB ラ イ ン の 内 側 とA ラ イ ン の 内 側 と に ギ ャ ッ プ の あ る こ と を 問 題視

し た の がMaruhash i (1981) で 、 群 れ の メ ン バ ー す べ て を 視 界 内 に 一 望 で き る こ と

は ほ と ん ど な い と 述 べ 、 そ れ を 引 用 し て 西川(2017) も 、 視 界 内 に い な い メ ン バ ー

が 空 間 的 に ど の 程度 ま で 広 が っ て い る か は 不 明 な こ と を 指 摘 し て い る （ そ の 点 はG

PS の 使 用 で解 決 で き る と し て い る が 本稿 で扱 っ て い る 問 題 と は 異 な る の で省 く ） 。

と い う こ と は 、 ヒ ト （ 研 究者 ） に と っ て 視覚 的 に 群 れ と い う 実 体 （ 群れ の 存在 様 式 ）

を し か と 捉 え 、 正 確 に 認識 す る 機会 は フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 中 で き わ め て 乏 し い こ と

を 意 味す る 。 だ か ら こ そ 、 お か し な “ メ ス の 群 れ離脱” 論 が ま か り 通 っ た り す る の

で あ る （ 後 述 ） 。

ニ ホ ン ザ ル も そ う だ が 我 々 ヒ ト （ 研 究者 ） も 、 も の の 認識 の 大 部 分 を 視 覚 に 頼 る

霊 長 類 の 一 員 で あ る 。 視 覚 で捉 え た も の の 映像 が 脳 裏 に 刻 印 さ れ 、 そ こ で 捉 え た も

の の認識 が 生 ま れ る 。 こ の 点 に つ い て 具 体例 を 一 つ 、 比 喩 的 に 紹 介 し よ う 。 そ れ は

ニ ホ ン ザル学 （ 以 下 、 サ ル 学 と 略す ） 初 期 に 見 ら れ た こ と だ 。

戦 後 ま だ数年 し か経 っ て い な い1950年代 初頭 、 「 え て 」 と か 「 え ん こ う 」 と 呼 ん

で 蔑 ん で き た ニ ホ ン ザル と い う キ ャ ッ キ ャ ッ と 鳴 く 動 物 が 、 じ つ は 秩 序 あ る 社会 を
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持 っ て い る こ と 、 そ の 社会 に は 明 確 な 構造 の あ る こ と 、 そ の 社会構造 と は 簡 略化 し

て 言 え ば 同 心 円 二 重構造 で あ る こ と を サ ル学 が 明 ら か に し た 。 当 時 、 野生 の サルが

観光 用 と し て 、 大 分 県 高 崎 山 や京 都 府嵐 山 な ど 日 本各 地 で 次 々 に 餌 付 け さ れ て い っ

た 。 そ し て 、 遮 る も の の な い 餌場 に 集 ま っ た 群れ の メ ン バ ー の 空 間 的 配置 が （ そ う

な る よ う に公苑 管 理人 が 餌 を 撒 い た こ と に も よ る ） 、 物 見遊 山 で 訪れ た観光 客 に さ

え 、 大 変難 し い 概念 で あ る 社会 と か秩序 と か構造 と か 同 心 円 二重構造 を 、 ひ と 目 見

た だ け で （ サ ル の 空 間 的 配置 を 視 覚 で し か と 捉 え る こ と で ） 納 得 さ せ 、 そ の 結果 あ

っ と い う 間 に 人 口 にl檜 灸 し て い っ た こ と だ。 ち な み に 高 度経 済成長期 に 入 っ て 日 本

社会 の 構造 が 譜論 さ れ始 め 中 根 千枝 著 『 タ テ 社会 の 人 間 関係』 (1967) が ベ ス ト セ

ラ ー に な る10年以 上前 の こ と で あ る 。

4. ヒ ト の 目 を サ ル の 目 に 近 づ け る 機会

筆者 は こ れ ま で 、 野 生 の サ ル の 群れ と い う 実 体 を 視 覚 に 正確 に 収 め る 機会 を フ ィ

ー ル ド ワ ー ク 中 に 数 え 切 れ な い ほ ど 持 つ こ と が で き た 。 そ の 点 で は 非 常 に 恵 ま れ た

研 究者 と い え る だ ろ う 。

1962年 か ら 始 め た 宮城県金華 山 の 調 査 で は 夏 と 冬 、 毎 日 の よ う に海藻類や貝 類 を

求 め て 磯 に 広 が る 群れ の メ ンバ ー を 、 絶壁状 の 崖 の 高 み か ら 見 下 ろ す機会 が 繰 り 返

し あ っ た 。 同 年 か ら 始 め た 青森県 下 北 半 島 の 調査 で は 雪 に 覆 わ れ た 冬 、 急峻 な 谷 を

挟 ん だ 両側 を 冬 芽や樹皮 を 食 べ な が ら ゆ っ く り 移動 （ 採食移動 ） し て い く 群れ の メ

ン バ ー を 、 下方 か ら 見 上 げ る 機会 が繰 り 返 し あ っ た 。 し か し 、 い つ の 時 も わず かだ

が 死 角 が あ っ た し 、 見 下 ろ し た り 見 上 げた り と い っ た 角 度 的 に 歪 み を 持 っ た 群れの

実体 だ っ た 。

そ の 後1968年 か ら 開 始 し た 豪 雪地帯 の 石川 県 白 山 山 域 で は 、 冬 期 間 、 陽の 当 た る

真 向 い の 、 大 き く て 切 り 立 っ た斜 面 （ 視覚 に 入 る 縦幅 は200~300m) に い る 群れ の

メ ン バ ー 全員 の 、 採食 や採 食 移 動 、 急速移 動 、 休 息 と い っ た 日 常 の 様 子 を 丸 一 日 、

陽 の 当 ら な い 反対斜 面 で寒 さ に 凍 え な が ら 、 ほ ぼ水 平方 向 に 見続 け る 機会 が こ れ ま

で 少 な く と も100 回 以 上 は あ っ た 。 と く に 当 初 の 研 究 テ ー マ が 野 生 群 の群 間 関 係 の

解 明 だ っ た の で （ 伊 沢 ，1982) 、 そ の た め に は 一 つ の 群れ ど こ ろ か 、 二つ の 群れ の

B ラ イ ン の 内 側 を 同 時 に し か と 視野 に 収 め 、 両群 が 接近 し 、 し ば ら く 近接 し た 状態

で 留 ま り 、 や が て 離れ て い く 様 を 見 続 け る 必 要 が あ っ た か ら 、 な お の こ と で あ る 。

そ う い っ た 調 査 の 積 み 重 ね の 上 に 、 や が て3群や4群 の メ ンバ ー の 広 が り を 同 時 に

視 野 に 収 め る 機 会 を 持 て る よ う に な っ た し 、 観察 中 に 数頭 ど こ ろ か10数頭 の オ ス ・
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グ ル ー プ が 、3群 や4群 の メ ン バ ー の 広 が り が 重 な り 合 わ な い 隙 間 を 上 手 に 選 ん で 移

動 し て い く 様 子 す ら 見 る こ と が で き る よ う に な っ た 。

そ し て 、 肉 体 的 に は 年 々 厳 し さ が 増 す 白 山 の 雪 山 で の 調 査 を 、 現 在 に 至 る も ま だ

毎 年 続 け て い る の は 、 金 華 山 や 下 北 や 宮 城 県 西 部 山 域 で の フ ィ ー ル ド ワ ー ク で 得 た

結 果 や 他 の 研 究 者 の 論 文 を 読 ん で 気 に な っ た こ と を 、 群 れ の 野 生 で の あ り よ う に と

っ て 「 ほ ん ま か い な 」 （ 研 究 者 に よ る ひ と り よ が り の 思 考 の 産 物 で な く サ ル に と っ

て 本 当 に 意 味 の あ る こ と な の か ） と 問 い 、 す ご い 発 見 を し た つ も り に な っ て い た こ

と を 、 群 れ の あ り よ う に と っ て 「 な ん ぼ の も ん や 」 （ サ ル に と っ て ど れ ほ ど 重 要 度

の あ る も の か ） と 問 う の に 、 こ れ ほ ど 優 れ た フ ィ ー ル ド は 日 本 各 地 を 探 し て も ま ず

な い と 思 う か ら で あ る 。

余 談 だ が 、 そ う し な が ら 、 と き に 現在 の ニ ホ ン ザ ル 調 査 法 と し て 主 流 の 個 体 追 跡

法 を 、 真 向 い の サ ル の 広 が り の 中 に 投 影 し て み る こ と も あ る 。 研 究 者 に 個 体 追 跡 さ

れ る サ ル は オ ト ナ ・ メ ス が 多 い か ら 、 そ の 広 が り の 中 で 比 較 的 密 に 存在 し て い る メ

ス の か た ま り の う ち か ら1 頭 を 選 び 、 そ の メ ス の 後 方 間 近 に 、 想 像 上 の 研 究 者 を 置

い て み る 。 そ う す る と 、 迷 惑 そ う な メ ス と 周 囲 の サ ル の 、 な ん と も 珍 奇 な 反 応 と が

脳 裏 の 想 像 の 世 界 で ま ざ ま ざ と 展 開 す る の だ 。 こ れ か ら の 若 い サ ル研 究 者 に は 、 ど

う 珍 奇 な の か 是 非 と も 一 度 は 体 験 し て 欲 し い も の だ 。

5. メ ス は 群 れ を 離 脱 し な い

前 章 で は 筆 者 の 調 査 法 の 一 端 を 紹 介 し た が 、 そ れ は 筆 者 に と っ て 自 ら の ヒ ト の 目

を な ん と か し て サ ル の 目 に 近 づ け よ う と す る 道 程 で も あ っ た 。 そ し て 、 そ の 目 で 見

る と 、 オ ス の 群 れ 離 脱 と 同 じ 意 味 で メ ス も 群 れ を 離 脱 す る よ う な こ と は あ り 得 な い

と の ご く 当 た り 前 の 結 論 に 至 る 。 そ う す る と 、 こ れ ま で の メ ス の 離 脱 を 報 告 し た り

論 じ た り し た す べ て の 論 文 は 間 違 っ て い る こ と に な る 。

一 例 を 最 近 の 田 村論 文(2016) に と ろ う 。 清 家 ・ 疋 田(2019) と 疋 田 ・ 清 家(2020)

に 依 拠す れ ば 、 こ の 論 文 が ど う お か し い か は 簡 単 に 分 か る は ず だ 。 し か し 、 そ う 言

っ て し ま え ば 元 も 子 も な い の で 、 以 下 に い く つ か 問 題 点 を 指 摘 す る （ あ く ま で 学 問

上 の 問 題 点 で 個 人 攻 撃 で は な い こ と を 初 め に 断 っ て お く ） 。

一 つ は 悪 魔 の 証 明 に つ い て で あ る 。 著者 は 群 れ で 最 高 齢 の メ ス （ 以 下 、 老 メ ス と

略 す ） と1歳 の コ ド モ が51 日 間 、 群 れ （ 実 際 は 群 れ の 内 の こ と ． 以 下 カ ッ コ 内 は 筆 者

の 註 ） で 確認 で き な か っ た と い う 結 果 を 基 に 、 そ の 間 ず っ と 群 れ を 離 脱 （ こ の 用 語

は オ ス の 生 き 方 の 根 本 で あ り 、 同 じ 意 味 で な け れ ば メ ス に は 使 え な い ） し て い た と
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す る が 、 群 れ に 絶対 い な か っ た と い う 結 果 そ の も の が 証 明 不 可 能 で あ り 、 自 然科 学

で は 普 通 、 悪魔 の 証 明 と い う 。 そ れ を 論 文 の 基礎 に 据 え て い る の は ど う し て も お か

し い 。 ま た51 日 間 の 未確認 の 期 間 、 老 メ ス が 病 気 も せず重 傷 も 負 わ な か っ た こ と を

前 提 に し て い る が 、 こ れ も 悪靡 の 証 明 の 一 つ で あ る （ 著者 の メ ス 離脱 の 定義 に こ の

文 言 が 入 っ て い る ） 。

次 は 群 れ の 内 の 広 さ で あ る 。 筆 者 は51 日 間 と い う が 、 老 メ ス が 確認 で き な く な っ

て か ら 数 日 は 、B1 群 の ベ テ ラ ン 調 査者2名 が 共 に 調 査 し て い て 、2名 は 調 査 終 了 日

ま で 老 メ ス の1 歳 の コ ド モ を 群 れ の 内 で確認 し て い る （ 風 張 喜 子 氏 と 島 田 朋 美 氏 ，

私信 ） 。 ベ テ ラ ン か初 心 者 か の 問 題 も あ り 、 メ イ ン の 研 究 テ ー マ が 何 で あ る か に も

よ る が 、 群 れ の 内 の 広 さ は 図1 に 示 し た よ う に あ く ま で 人 為 的 な も の で 、1人 だ け の

時 と3人 一 緒 の 時 と で は 、 後 者 の 方 が 広 く な る の は 普 通 だ ろ う （ 疋 田 • 清 家 ，2020 を

参 照 さ れ た い ） 。

三 つ 目 は “ 再合 流” 直 後 の 社会 交 渉 で 、 著者 は 分刻 み で 老 メ ス の さ ま ざ ま な 行 動

を 一 覧 表 に し て い る が 、 そ の ど れ を と っ て も 、51 日 間 の 離脱 を 証拠づ け る こ と に は

け っ し て な ら な い 。 も っ と 短期 間(1 ヶ 月 以 内 で は 離脱 と は い わ な い と 著 者 は 定 義

し て い る ） で も そ れ ら の 社会 交 渉 は 起 こ る 。

四 つ 目 は 、 離脱期 間 が 丸 々 交 尾 期 だ っ た こ と へ の 考 慮 が ほ と ん ど な さ れ て い な い

こ と だ 。 こ の 点 に 関 し て は 本 号 に 掲 載 の 山 口(2020a, b) や 、 清家 ・ 疋 田(2019) 、

伊 沢(2020a, b) な ど を 参 照 す れ ば容 易 に 理解 で き る は ず な の で こ こ で は繰 り 返 さ

な い が 、 老 メ ス の 発 情 の 有 無や 回 数 と と も に 、 性 的 興奮 状 態 に あ る 群 れ外 オ ス が 何

頭 も 入 れ換 わ り 立 ち 換 わ り 群れ に 接近 し て 来 る と い う 事 実 は 非 常 に 重 要 で あ る 。

さ ら に 、 疋 田 ・ 清家(2020) が 検討 を 加 え て い る よ う に 、 老 メ ス 以 外 の メ ス の う

ち た っ た の1 頭 も 群れ の 内 に い な い 日 は な か っ た か と い う 点 で あ る 。1 日 で も 群 れ の

内 に い な け れ ば 、 そ の 日 そ の メ ス は 老 メ ス と 接 触 し た 可 能性 が あ る の だ が 、 こ の 論

文 で は 触れ ら れ て い な い 。

も う 一 つ 、 群 れ の 外 で1 ヶ 月 以 上 生 き て い て 、 そ の 後 死 ん だ ら 離脱 で な く （ こ の 個

体 追 跡調 査 は 至 難 の 業 だ が ） 、 生 き て 群 れ に 戻 っ て 来 た と き だ け 離脱 と 定 義 す る と

い う の も 、 オ ス の 群 れ離脱 か ら す れ ば な ん と も お か し な 話 だ 。

ま だ あ る が 、 こ の 辺 で止 め に し て 筆 者 の 結 論 を 改 め て 言 え ば 、 オ ス の 群 れ 離脱 は

オ ス の 群 れ加 入 と と も に 、 オ ス の 生涯 に と っ て 重 要 な 通 過 点 で あ り 、 当 然 そ う す る

オ ス の 意 思 が 働 い て い る 。 そ う で あ る な ら 、 血縁 を 基盤 と し た 母 系 集 団 で あ り 、 土

地 と 結 びつ い た 地縁集 団 （ 伊 沢 ，1982 と2020c) で あ る メ ス が 群 れ を 離脱す る の に 、
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す な わ ち 血 縁 関 係 を 断 ち 切 り 馴 染 ん だ 土 地 と の 結 び付 き を 断 ち 切 っ て 、 か つ 群 れ の

ま と ま り を 律 し て い る 仲 間 意 識 と 頼 る 頼 ら れ る 関 係 を 捨 て て ま で 離 脱 す る の に 、 メ

ス に は ど の よ う な 意 思 が 働 い て い る の か 。 ま た メ ス の 生涯 に と っ て 離脱 は 「 ほ ん ま

か い な 」 で あ り 、 仮 に100歩 譲 っ て 事 実 だ と し て も 「 な ん ぼ の も ん や 」 な の で あ る 。

ち な み に 、 離脱 し た そ の 老 メ ス は 群 れ に “ 再 合 流 ” し た1年余 り の ち に 、 お そ ら く 寿

命 で 死 亡 （ 消 失 ） し て い る 。

い ま 最 も 重 要 な の は 、 何 日 間 い な か っ た と か戻 っ て 来 た と き 他 の メ ン バ ー と ど ん

な 社会 交 渉 を 持 っ た か で は な く 、 い な か っ た 期 間 に そ の メ ス は ど こ で 一 体何 を し て

過 ご し て い た か で あ り 、 も し も 離脱 し て い た な ら メ ス に と っ て 生 涯 で こ れ ほ ど の 重

大 事 は な い わ け だ か ら 、 徹 底 し た 調 査 が 必 要 で は な い の か。 そ の 調 査 な く し て メ ス

の 群 れ離 脱論 は 、 お そ ら く 今 後 一 歩 た り と も 先 へ は 進 ま な い は ず だ 。

6. メ ス の 移 籍 と 分 裂 と 離 脱 に つ い て

田 村論文(2016) に 対 し て 前 章 で 内 容 の い く つ か に 批判 的 検 討 を 加 え た 以 上 （ サ

ル学会 の 機 関 紙 「 霊 長 類 研 究 」 に 掲 載 さ れ た こ と の 方 が 問 題 か も ） 、 そ の 基礎 と な

っ た 辻 ・ 杉 山 論文(Tsuj i & Sug i yama, 2014) に も 少 し は触 れ て お か な い と 片 手 落

ち に な る だ ろ う 。 こ の 論 文 は メ ス が 生 ま れ た 群 れ （ 出 自 群 ） か ら い な く な る と い う

今 日 ま で の 多 く の 事例 （ 著者 ら は そ の す べ て を 広 義 の 離脱 と し て い る ） を パ タ ー ン

分 け し て 整 理 し て い る 。

著者 ら が 定 義 し て い る メ ス の 離脱 に は 三 つ の パ タ ー ン が あ り 、 三 つ と は 、 メ ス の

他 群 へ の 移籍 、 メ ス が 主 導す る 群れ の 分 裂 、 狭義 の 群 れ 離脱 だ と い う 。

そ の う ち 、 他群 へ の 移籍 （ 筆 者 は ニ ホ ン ザ ル の 群 れ の あ り よ う か ら こ の 用 語 は 使

わ な い ． 群 れ へ の 出 入 り は 離脱 と 加 入 と い う 用 語 だ け で 十 分 で あ る ） は 、 メ ス の 生

涯 の 生 き 方 の 中 に は な い 。 先 に 述 べ た よ う に 、 離脱 が な い の だ か ら 他 群 へ の 加 入 が

な い の は 当 た り 前 の こ と だ 。 も し そ れ ら し き 現象 が 見 ら れ た と すれ ば 、 そ れ は メ ス

に と っ て 信 じ が た い 人 為 が 加 わ っ た と き か （ 例 え ば 、 本 号 の 関 ・ 筒 井(2020) を 参

照 の こ と ） 、 群 れ が 崩 壊 し た と き （ 伊沢 ，2009) ぐ ら い だ ろ う 。

次 の 分 裂 に つ い て は 、 メ ス が 主 導 す る か否 か は観 察 者 の そ の と き の 判 断 に よ る こ

と が 多 い し 、 第 一 、 群 れ の 分 裂 は メ ス だ ろ う と オ ス だ ろ う と サ ル個 々 の 問 題 で は な

く 、 群れ の 問 題 で 、 ニ ホ ン ザ ル と い う 種 の 分布 域拡 大 と い う 、 メ ス の 離脱 と は 次 元

を 異 に す る 現象 な の で あ る 。 そ し て 、 そ の 原 因 に つ い て は 離脱 と は 違 っ て 食 物 の 分

布 様 式や 環 境 収 容 力' 、 個 体数 の 増 加 な ど 生態 学 的 側 面 か ら も こ れ ま で 議 論 さ れ て き
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た 。

最 後 の 三つ 目 が 、 田 村論文(2016) が 拠 り 所 に し て い る 狭義 の 離脱で あ る （ 本 来

離脱 に 狭義 も 広 義 も な い の だ が ） 。 著者 ら は狭義 の 離脱 に つ い て 、5箇 所 の 餌 付 け 群

で 見 ら れ た 事 例 と 、 金 華 山 と 春 日 岳 と 屋 久 島 の 野 生 群 の 生 息 地3箇 所 で 見 ら れ た 事

例 を 合 わせ 、 さ ま ざ ま な23事例 を 一 覧表 で示 し 解説 し て い る 。 そ し て 、 田 村(2016)

は そ こ で 引 用 さ れ て い る 二 つ の 論文(Su g i yama & Ohsawa, 1982 と 福 田 ，1983) を 参

考 に 、 ‘‘ 深刻 な 病 気や重傷 を 負 っ て い な い メ ス が 、 単独 ま た は そ の コ ド モ や ア カ ン

ボ ウ と 一 緒 に1 ヶ 月 以 上 出 自 群 か ら 離れ て 生存 し て い た 場合 ” と 定 義 し た わ け で あ

る 。

こ こ ま で で最 初 に 結 論 あ り き の 本 稿 は 終 了 と す る が 、 研 究者 の 論文 が 、 研究者 （ す

な わ ち ヒ ト 側 ） の 身 勝 手 な 用 語や数 字 （ 数 学 ） を 用 い た 思 考 （ む し ろ “ 頭 の 体操'’

と い う べ き か） の 産物 か ら 、 サル本来 の 群れ の あ り よ う や個 の 生 き 方 に も っ と 寄 り

添 う も の で あ っ て 欲 し い と 切 に 望 む 。
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特 集w
メ ス の 他 群 へ の 加 入

全 国 各 地 で 野 生 の サ ル に よ る 農 作 物 被 害 （ 猿 害 ） が 社

会 問 題 に な っ て い て 、 猿 害 防 除 の た め 個 体 数 調 整 と

い う 名 目 で の サ ル の 多 頭 数 捕 獲 が 実 施 さ れ て い る 。

仙 台 市 の 西 部 丘 陵 地 帯 に 棲 む サ ル も 例 外 で は な い 。

そ の 過 程 で 、 捕 獲 を 免 れ た メ ス が 他 群 に 加 入 す る と

い う 事 例 が 続 け て2 回 観 察 さ れ た 。

こ の 特 集W は 、 自 然 状 態 の サ ル で は ま ず あ り 得 な い

メ ス の 他 群 へ の 加 入 が ど の よ う な 状 況 下 で 起 き た か

の 事 例 報 告 と 、 そ の 原 因 に つ い て 地 縁 集 団 と い う 観

点 か ら の 考 察 の2 編 か ら 成 る 。

電波発信機を装着 さ れたオ ト ナ ・ メ ス （筒井颯撮影）



メ ス の 他群へ の 加 入

—仙 台 市 で 確認 さ れ た 二 つ の 事例ー

合 同 会 社東 北 野 生 動 物 保護 管 理 セ ン タ ー 関 健太 郎

合 同 会 社東 北 野 生 動 物 保護 管 理 セ ン タ ー 筒 井颯

l. は じ め に

ニ ホ ン ザル の 群 れ は 母 系 集 団 で あ り 、 メ ス は 生涯 生 ま れ た 群 れ で過 ご す 。 そ し て

オ ス の よ う に 生 ま れ た 群れ を 必 ず 離 脱 し 、 そ の 後 群 れ外 オ ス と し て 過 ご し た り 他 群

に 加 入 し た り す る こ と は な い 。

し か し 、 こ の た び農 作 物 被 害 （ 以 下 、 猿 害 と 呼 ぶ ） を 頻 繁 に 起 こ し て い る 群 れ を

対 象 に 多 頭 数捕 獲 が 実施 さ れ た あ と 、 取 り 残 さ れ た メ ス が 他 群 に 加 入 し た の を2回

確認 し た 。 た と え 捕 獲 と い う 人 為 が 加 わ っ て い る と は い え 、 野 生群 で 見 ら れ た 珍 し

い 事 例 な の で 、 そ の 経 緯 を 以 下 に ま と め る 。

2. 調 査 地 、 調 査 内 容 、 調 査 方 法

調 査 地 は 仙 台 市 青 葉 区 西 部 の 丘 陵 地 帯 で 、 こ の 地 域 に は 広瀬川 流域 を 中 心 に 群 れ

が 連 続 分布 し て い る 。 そ れ ら の 多 く に は仙 台 市 の 委 託 事 業 と し て 電 波 発 信機 （ 以 下 、

発 信機 と 略 す ） が 装 着 さ れ て い る の で 追 跡 可 能 で あ り 、 群 れ の 状 態 の モ ニ タ リ ン グ

を 目 的 に 継続 し た 生 息 状 況 調 査 が 実施 さ れ て い る 。 主 な 調 査 内 容 は 群 れ ご と の 遊 動

域 の 把握 と 個 体 数 の カ ウ ン ト で あ る 。 本 稿 で は 上 記 委 託事業 で 得 ら れ た デ ー タ を 主

に 用 い た 。

3. 調 査 対象 群

仙 台 市 の 委 託 事 業 で の 調 査 対象群 は 年度 ご と に 少 し 異 な る が 、 猿 害 を 頻発 し て い

る 群 れ は 必 ず対 象群 に 入 っ て い る 。 そ の う ち 本稿 で と り 上 げ る 二 つ の 事例 は 、 広瀬

川 の よ り 下 流側 に 生 息 す る 「 奥 新川A2群 」 、 「 奥新川Al群 」 、 「 青 下 の 群 れ 」 の3

群 の 間 で観 察 さ れ た こ と で あ る 。

4. 3群 の 歴 史 と 遊 動 域

1) 「 奥新川A2群 」 と 「 奥新川Al群 」

こ れ ら2群 は2004年 に 「 奥新川A 群 」 の 分 裂 に よ っ て 誕 生 し た 群 れ で あ る （ 宮城
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の サル調査会 ，2006) 。 そ の う ち 「 奥新川A2群 」 の 遊動 域 は広瀬川 の 最 も 下流側 で 、

「 奥新川Al群 」 は そ の 西側 （ 上 流側 ） に 隣接 し て 遊動域 を 持つ （ 図l) 。

両群 の 遊動 域 は 市街地 を 大 幅 に 含 み農 作物や生活被 害 を 頻発 さ せ て い る の で 、 宮

城県 の 「 第 四 期 宮城県 ニ ホ ン ザル管 理計 画 」 で は群れ の評価 が 最 も 悪 く 、 全頭捕獲

の 対 象 と な っ て い る 。 ま た 、 両群 は仙 台 市 が 実施す る 委 託事業 で長年調査対象群 と

さ れ 、 発 信機 の 装着や生 息状 況調査 が 継続 的 に 実施 さ れ て い る 。

2) 「 青 下 の 群れ 」

も う 一 つ の 「 青 下 の 群れ」 は 、2010年 に仙 台 市青葉 区 西部 で新 た に 生 息 が 確認 さ

れた 群れ で 、 群 れ の 由 来 は不 明 で あ る （ 合 同 会社宮城 ・ 野生動 物保護 管 理セ ン タ ー ，

2011) 。 「 奥新川Al群 」 の 北側 に 隣接 し て 遊動域 を 構 え て い て （ 図1) 、 近年広瀬

川 の 左岸 に 合 流す る 支流 、 青 下川 の 下流側 へ進 出 し つ つ あ る 。 こ の 群れ も 仙 台 市 の

委 託 事 業 で発信機 が 装着 さ れ生 息状 況調査 が 実施 さ れ て い る 。

こ れ ら3群 の 空 間 配置 は 図1 に示 し た 通 り で 、 「 奥新川A2群 」 の 遊動域 の う ち 西側

口 奥新川A2群 ー→ 河川
口 奥新川A1 群 ·— 主要道路r::; 青 下 の群れ ヒ ー, JR仙山線

0 1 2km_ l

図 1. 3群 の 遊 動 域(2018年）
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半分 が 「 奥 新川Al群 」 の 遊動域 と 重複 し 、 「 奥新川Al群 」 の 遊動 域 は 西側 の 一 部 が

「 青 下 の 群 れ 」 の 遊動域 と 重複 し て い る 。

5. 事例 1. 「 奥 新川A2群 」 と 「 奥新川Al群 」 の 間 で 起 こ っ た こ と

1) 「 奥新川A2群 」 の 捕獲 実施状 況及 び個 体数 の 推移

前 述 の 通 り 、 こ の 群 れ は 全頭捕獲 の 対象 と さ れ 、 近年仙 台 市 に よ る 個 体数調整 を

目 的 と し た 積極 的 な捕獲 対策 が 実施 さ れ て き た 。 主 に 箱 わ な や銃器 を 用 い て 捕獲 さ

れ続 け た 結果 、2018年3月 ま で に オ ト ナ ・ メ ス と そ の ア カ ン ボ ウ の2頭 に ま で個 体数

が 減少 し た 。

こ の 群れ は2017年春 に 唯一 の 発信機装着個 体 （ 以 下 、 発信機個 体 と 略す） の 死 亡

が 確認 さ れて か ら は 、 新 た な 発 信機 の 装着 が な さ れず 、 群れ の 追 跡 が 困 難 な 状 態 に

な っ て い た の だ が 、2頭 に な っ て 以 降2019年3月 ま で は そ れ ま で の 遊動域やそ の 周 辺

地域 で 生 息情報 が 得 ら れ て い て 、2頭 だ け で行動 し て い る の が確認 さ れ て い る 。

ま た 、 生 息状 況調査 の 一 環 と し て 設 置 さ れた セ ン サ ー カ メ ラ の 映像 か ら は 、 こ の

メ ス （ 個 体名 「 ヒ ナ コ 」 ） に は す で に 電池 が 切 れ て い る 発信機 が 装着 さ れ て お り 、

装 着 時 の 記録 で は2012年3月 に 発信機 を 装着 、 当 時 の 推 定年齢9歳 と な っ て い る 。 表

1 に こ の群れ の2015年 か ら2019年 ま で の 個 体数 の 推移 を 示 し た 。

表 I. 「 奥新川A2群 」 の 個 体数 の 推移(2015年 ～2019年 ）

カ ウ ン ト 実施年月
オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ドモ アカ ンホ｀ り

合計
が 早 不 明 が 早 不 明 4オ3オ2オlオ 0オ

2015年7月 1 7

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 6 16

2016年6月 1 7

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 1 2 12

2017年7月

゜
1

゜
1

゜ ゜ ゜
1

゜ ゜
1 4

2018年3月

゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 * 2

20-19年3月

゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1*

゜
2

註 ） サ ル の 年齢 は4月1 日 を 境 に 満年 齢 で 数 え る こ と に な っ て い る 。

2) 「 ヒ ナ コ 」 の 「 奥新川Al群 」 へ の加入

前述 の 通 り2019年3月 ま で は 、 「 ヒ ナ コ 」 と1歳 の コ ド モ （ 表lの 註 を 参 照 ） は そ れ

ま で の 遊動 域や周 辺 地域 で2頭 で行動 し て い る の が確認 さ れ て い た が 、2019年4月 以

降 は2頭 の 出 没通 報や 目 撃情報 が 得 ら れず 、 消 息不 明 の 状態 と な っ た 。
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2頭 の 消 息 不 明 が 続 く 中 、2020年2月 に 「 奥新）II Al群 」 の 遊動 域 内 に 設 置 さ れ た 大

型 囲 い わ な で7頭 が 多頭数捕獲 さ れ た 。 そ の う ち4頭 は オ ト ナ ・ メ ス で 、 全員 が 電 池

切 れ を 含 む発信機個 体 だ っ た 。 そ し て 、 止 め さ し 後 に 発信機 を 回 収 し 個 体 を 確認 し

た 結果 、 そ の 中 に 「 ヒ ナ コ 」 が 含 ま れ て い る こ と が 判 明 し た 。

表2 に 「 奥新川Al群 」 の2015年 か ら2020年 ま で の 個 体数 の 推移 を 示 し た が 、 こ の

表 の2018年8月 と2019年6月 の 個 体数 カ ウ ン ト 結果 を 比 較す る と 、2019年 に は 前年 よ

り オ ト ナ ・ メ ス1頭 が 増加 し て い る 。2018年 の 個 体数カ ウ ン ト で は 、 ワ カ モ ノ ・ メ

ス が1頭確認 さ れて い る た め 、 年度 を 跨 ぎ年齢 が1歳繰 り 上 が っ た こ と で増加 し た 可

能性 も 考 え ら れ る が 、 捕 獲 さ れ た オ ト ナ ・ メ ス の年齢 は い ずれ も10歳 以 上 と 推定 さ

れ た た め 、 そ れ は否 定 さ れ る 。 す な わ ち 、2019年6月 の 前 に 、 既 に 「 ヒ ナ コ 」 （ こ の

当 時 で推定16歳 ） は 「 奥新川Al群 」 と 一 緒 に 行動 し て い た と 判 断 さ れ る 。

な お 、 筆者 ら は2019年6月 の 個 体数 カ ウ ン ト 実施 の 前後 に 計2時 間 群れ を 直接観察

し て い て 、 こ の 時 は ま だ 「 ヒ ナ コ 」 を 個 体識別 で き て い な か っ た が 、 群れ は 良 く ま

と ま っ て 行動 し て い て 、 道 路 を 横断す る 際 も 群れ本体 と は 距離 を 置 い て 移動 す る オ

ト ナ ・ メ ス （ 追 随オ ス で よ く 見 ら れ る 行動 ） は い な か っ た 。 さ ら に 、 捕獲 に 使用 さ

れ た 大型 囲 い わ な は 設置 面積 が 約5mX 約5m で 、 わ な 内 部 の ス ペー ス は あ ま り 広 く な

く 、 捕獲 さ れ た 個 体 は捕獲 か ら 止 め さ し 実施 ま で の 約3 日 間 わ な に 留 置 さ れ て い た

に も か か わ ら ず 、 死体 を 点検 し た 限 り で は 、 他個 体 に 咬 ま れ る な ど し た 新 し い 傷や

古傷 の あ る オ ト ナ ・ メ ス は1 頭 も い な か っ た （ 筆者 ら は別 群 が 同 じ 形状 の わ な で捕

獲 さ れ た 際 、 同 一群 で あ り な が ら オ ト ナ ・ メ ス が わ な の 中 で他個 体 の 攻 撃 を 受 け 死

亡 し た 事例 を確認 し て い る ） 。

表2. 「 奥新川Al群 」 の 個体数 の 推移(2015年～2020年 ）

カ ウ ン ト 実施年月
オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ドモ 了カ ンホ｀ り

合計
ざ 早 不 明 が 早 不 明 4オ3オ2オl才 0オ

2015年7月 2 6

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2 2 3 16

2016年7月 2 7

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 2 3 1 17

2017年7月 1 3 2

゜ ゜
1 1

゜ ゜ ゜
2 10

2018年8月 1 4

゜
1 1

゜ ゜ ゜
1

゜
3 11

2019年6月

゜
5

゜
1

゜ ゜ ゜
1

゜
2

゜
，

2020年3月

゜
1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1

゜
2
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以 上 の こ と か ら 、 「 奥 新川A2群 」 の オ ト ナ ・ メ ス 「 ヒ ナ コ 」 は 、2019年3月 中 旬

か ら 同 年6月 ま で の 間 に 「 奥 新川Al群 」 に 加 入 し 、 以 後 行 動 を 共 に し て い た こ と は

間 違 い な い 。 ま た 、 少 な く と も2020年2月 の 時 点 で は 群 れ の 他 個 体 か ら 攻 撃 を 受 け

た 痕 跡 は 全 く な く 、 そ の こ と か ら も 「 奥 新）II Al群 」 の サ ル に ‘‘ 受 け 入 れ ら れ て い た '’

と 判 断 さ れ る 。

な お 、2019年3月 ま で 「 ヒ ナ コ 」 と 行 動 を 共 に し て い た 「 ヒ ナ コ 」 の1 歳 の コ ド モ

（ 性別 不 明 ） は 、2019年6月 の カ ウ ン ト 結 果 や 大型 囲 い わ な で の 捕獲 個 体 に2オ の コ

ド モ （ 年 度 を 跨 い だ こ と で 繰 り 上 が る ） は 確認 さ れ て お ら ず 、2019年3月 中 旬 以 降 の

動 向 や そ の 生 死 は 不 明 で あ る 。

6. 事例2. 「 奥 新川Al群 」 と 「 青 下 の 群 れ 」 の 間 で 起 こ っ た こ と

1) 「 奥 新川Al群 」 の 捕 獲 実施 状 況及 び個 体数 の 推移

「 奥 新川A2群 」 と 同 様 、 こ の 群れ も 全頭捕 獲 の 対象 と さ れ 、 積極 的 な 捕獲 が 実施

さ れ て き た 。 ま た 、 箱 わ な や銃器 で の 捕獲 の ほ か 、2019年 冬 に は 大型 囲 い わ な が 設

置 さ れ 、 前 述 の 通 り2020年2月 に9頭 中7頭 が 捕獲 さ れ た 。 そ し て 、 捕獲 前 に 実施 さ れ

た 個 体数 カ ウ ン ト の 結果 か ら 捕獲 個 体数 を 差 し 引 く と 、 捕 獲 実施 後 の 残 存個 体 は発

信機 が 装 着 さ れ た オ ト ナ ・ メ ス （ 個 体名 「 セ イ コ 」 ） と1歳 の コ ド モ （ オ ス ） の 計2
頭 と 推 定 さ れ た （ 表2 を 参 照 ） 。 記 録 か ら は 「 セ イ コ 」 は2017年7 に 発 信機 が 装着 さ

れ 、 当 時 の 推 定 年 齢 は9歳 と さ れ て い る 。

2) 「 セ イ コ 」 の 「 青 下 の 群 れ 」 へ の 加 入

2019年 冬 か ら 「 奥新）I/ Al群 」 の 遊動 域 内 に 設 置 さ れ た 大型 囲 い わ な で は 、 前 述 の

多 頭数捕獲 以 前 の2019年12月27 日 に 「 セ イ コ 」 が 単独 で 捕獲 さ れ て い た 。 わ な を 管

理す る 宮 城 総 合 支 所 ま ち づ く り 推進 課 （ 以 下 、 総合 支 所 と 略す ） に よ れ ば 、 群 れ の

他 個 体 が 続 い て わ な に 入 る こ と を 期 待 し て （ わ な 上 部 の 返 し に よ り 一 旦 わ な に 入 る

と 脱 出 で き な い 構 造 と な っ て い る ） 、 捕獲 後 し ば ら く 、 「 セ イ コ 」 を わ な に 留 置 し

て い た と の こ と だ っ た 。 群 れ に は 他 に も う1頭発 信 機個 体 が い て 追 跡 を 続 け た が 、

そ の 後 群 れ は わ な に 接近す る 様 子 が な い こ と と 、 「 セ イ コ 」 の 発 信機 は 電 池 が 残 っ

て い た た め 、 捕 獲 の 約10 日 後 、2020年1 月6 日 に 「 セ イ コ 」 は 放獣 さ れ た 。

と こ ろ が そ の 後 、 上 述 し た 総 合 支 所 に よ る 日 々 の 群 れ の 位 置 特 定 で は 、 「 セ イ コ 」

は 「 奥 新川Al群 」 に は 合 流 せず 、 そ の 遊動 域 の 下 流 部 や周 辺 地 域 で別 行動 を と っ て

い る こ と が 確認 さ れ た 。 な お 、 こ の 間 に 目 視 に よ る 確認 は で き て い な い た め 、 「 セ

イ コ 」 が 単独 で行 動 し て い た の か ど う か は 不 明 で あ る 。
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と こ ろ が2020年3 月 中 旬 以 降 、 「 セ イ コ 」 の 電 波 は 「 青 下 の 群 れ 」 の 近 く で度 々 確

認 さ れ る よ う に な っ た 。 日 に よ っ て は 「 セ イ コ 」 と 「 青 下 の 群 れ 」 は 離 れ た 場所 で

確認 さ れ る こ と も あ っ た よ う だ が 、 筆者 ら が3月18 日 に 群 れ を 直 接観察 し た 際 に は 、

「 セ イ コ 」 を 「 青 下 の 群 れ 」 の 広 が り の 中 で確認 し た 。 表3 に 「 青 下 の 群 れ 」 の2018

年 の カ ウ ン ト 結果 と 今 回 の 直接観察 時 の 部 分 カ ウ ン ト の 結果 を 示 し た 。 ま た 、 直接

観 察 時 の 「 セ イ コ 」 と 「 青 下 の 群 れ 」 の 様 子 を 時 系 列 で 以 下 に 述 べ る 。

表3. 「 青 下 の 群 れ 」 の 個 体数(2018年 ・2020年 ）

カ ウ ン ト 実施年 月 オ ト ナ ワ カ モ ノ コ ド モ アカ ンホ ｀ り I 合計

か 早 不 明 〶 阜 不 明 4オ3オ2オlオ 0オ

2018年9月 2 5

゜ ゜ ゜ ゜
1 4 2 1 1 I 16

2020年3月 1 4

゜
2 1

゜
2 1 1

゜
1 13+a

註 ） 合 計 欄 の ＋a は 数 え 落 と し た 可 能 性 が あ り 、 部 分 カ ウ ン ト で あ る こ と を 示 す 。

13 :25 「 セ イ コ 」 が グル ー ミ ン グ 中 の ワ カ モ ノ ・ オ ス （ お そ ら く 追 随 オ ス ） と3歳

の コ ド モ の 脇 を 移動 す る が 、2頭 は 「 セ イ コ 」 の 接 近 を 全 く 気 に す る 様 子 は な く 、 グ

ル ー ミ ン グ を 続 け る 。 そ の 後 「 セ イ コ 」 は2頭 か ら20m 程 離 れ た 所 で採 食 を 開 始。

13 : 30そ の2頭 に オ ト ナ ・ オ ス2頭 （ 追 随 オ ス ） が 加 わ り 、 「 セ イ コ 」 の 方 へ移 動 。

そ の 途 中 調 査員 （ 筆者 ら の 一 人 ） に 対 し て 威 嚇 。 そ れ に 便 乗 す る か の よ う に 「 セ イ

コ 」 も 調 査員 に3回 威 嚇 を 行 う 。 「 セ イ コ 」 が 単独 で休 息 中 は 調 査員 か ら20m 程 の 距

離 で も 威 嚇 し な か っ た の に で あ る 。 そ し て 威 嚇 の た び に オ ト ナ ・ オ ス の 方 を ち ら ち

ら 見 る 。 「 セ イ コ 」 と オ ト ナ ・ オ ス の 距離 は15m 程 だ っ た 。 そ の 後 ワ カ モ ノ ・ オ ス

が 「 セ イ コ 」 の5m 付 近 ま で 近 づ く と 「 セ イ コ 」 は オ ス を 避 け る よ う に 移 動 を 開 始 。

最 終 的 に は3歳 の コ ド モ を 除 く こ の3頭 は 「 セ イ コ 」 か ら30m 程 離れ て 採食 を 開 始 。

13 : 39 「 セ イ コ 」 か ら50m 程離 れ た 場 所 を 、 オ ト ナ ・ メ ス と ワ カ モ ノ ・ メ ス が 移

動 。 見 通 し の い い 場所 な の で 、 互 い が よ く 見 え る 距 離 だ っ た が 、 両者 と も 相 手 を 気

に す る 様 子 は 全 く な く 、 「 セ イ コ 」 は 採 食 を 継続 。 そ の 後 オ ト ナ ・ メ ス が 「 セ イ コ 」

か ら20m の 距離 ま で 近 づ い て 採食 を 開 始。 「 セ イ コ 」 も 特 に 気 に す る 様 子 は な く 採

食 を 続 け る 。

13 : 54 「 セ イ コ 」 が 道 路 を 横 断 し 、 田 ん ぼ に 入 っ て 採食 を 開 始。 そ の 時 「 セ イ コ 」

に 追 随す る サ ル は お ら ず 、 群 れ の 一 部 の 個 体 が 別 の ル ー ト で道 路 を 横 断 。 調 査 員 は

群 れ の 頭数 の カ ウ ン ト を 優 先 し た の で 、 横 断 直 後 の 群 れ と 「 セ イ コ 」 の 関 係 は確認

で き ず 。
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14: 30 「 セ イ コ 」 の 横 断 か ら 約40 分 後 、 横 断 し た サ ル は 再 び道 路 を 渡 り 返 し て 元

い た 場 所 に 戻 る 。 全 員 が 渡 り 終 わ っ て か ら7分 後 、 「 セ イ コ 」 も 同 じ ルー ト で 道 路 を

横 断 す る 。 横 断 途 中 、 群 れ が い る 方 を1 回 見 る 。 横 断 後 は 道 路 沿 い で 休 息 。 休 息 中 に

群れ の い る 方 を ま た1 回 見 る 。 そ し て10分 ほ ど 休 息 し た の ち 群れ の 方 へ 移 動 。

直 接観 察 後 、 夕 方 に 電 波 で 位 置 確 認 し た と こ ろ 、 両 方 の 電 波 は ほ ぼ 同 じ 場 所 か ら

受 信 で き た 。

こ の 日 「 セ イ コ 」 は 左 後 肢 を 少 し 引 き ず っ て い て 、 怪 我 を し て い る よ う だ っ た が 、

生 々 し い 傷 跡 は 確 認 で き ず 。 な お 、 総 合 支 所 に よ れ ば 、1 月6 日 の 放 獣 時 に は 「 セ イ

コ 」 が 肢 を 引 き ず っ て い な か っ た と の こ と か ら 、 放 獣 後 に 怪 我 を し た 可 能 性 が 高 い 。

こ れ ら の 観 察 か ら 結 論 的 に い え る こ と は 、 「 セ イ コ 」 と 「 青 下 の 群 れ 」 の サ ル た

ち （ 追 随 オ ス を 含 む ） の 間 で は 、 近 接 し て の 伴 食 行 動 や グル ー ミ ン グ な ど の 親 和 的

交 渉 が 確 認 さ れ な か っ た こ と か ら 、 ま だ 両 者 間 で の 仲 間 意 識 や 頼 る 頼 ら れ る 関 係

（ 伊 沢 ，1982) が 強 固 に は 成 立 し て い な い こ と が 伺 え る 。 し か し 、 移 動 や 採 食 の 際

に 互 い を 気 に す る 様 子 は 見 ら れ ず 、 「 セ イ コ 」 が 群 れ の 誰 か に 追 い か け ら れ た り 攻

撃 を 受 け た り す る 行 動 も 観 察 さ れ な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 「 セ イ コ 」 が 今 後 も 出

自 群 の 遊 動 域 な い し そ の 周 辺 地 域 か ら 大 き く 離 れ る こ と な く 、 か つ 「 青 下 の 群 れ 」

の サ ル た ち に つ い て い く と い う 行 動 を 続 け て い く こ と で 、 群 れ の 一 員 に な れ る こ と

は 間 違 い な い 。

5. 考 察

メ ス の 他 群 へ の 加 入 事 例 は 、 こ れ ま で 宮城県 内 で は 観 察 例 が な く 、 本 稿 で と り ま

と め た2例 で も 加 入 前 後 の メ ス の 行 動 の 詳 細 が 観 察 で き て い な い た め 、 メ ス の 他 群

加 入 の条 件 に つ い て は 深 く 考 察 で き な い 。 た だ 、 今 回 の2例 に は 二 つ の 共 通 点 が み

ら れ 、 そ れ ら が メ ス の 他 群 へ の 加 入 の き っ か け と な っ た 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 以 下

に そ れ ら の 共 通 点 の み 考 察 す る 。

一 つ 目 の 共 通 点 は 、 多 頭 捕 獲 で 取 り 残 さ れ た メ ス が 、 そ の 後 出 自 群 の 避動 域 内 や

そ の 周 辺 地 域 に 留 ま り 続 け 、 そ こ か ら 離れ て 移 動 し な か っ た こ と で あ る 。 棲 み 馴 れ

た 地 域 に 留 ま り 続 け れ ば あ る 程 度 は 顔 見 知 り の サ ル の い る 隣 接群 と 遭遇 す る 機 会

が 多 く 、 た と え 初 め の う ち は 威 嚇 さ れ た り 攻 撃 さ れ た り し た と し て も 、 繰 り 返 し 接

近 し て 隣接群 に 追 随す る よ う に な れ ば 、 や が て は 隣 接群 の サ ル た ち と の 間 で親 和 的

な 関 係 が 築 かれ 仲 間 意 識 が 成 立 し 、 群 れ に 加 入 で き る 可 能 性 が 高 く な る と 考 え ら れ

る 。
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一 方 で 、 出 自 群 の 遊動域や そ の 周 辺 地域 か ら 離れ た メ ス は どれ だ け 多 く の 群れが

い る 地域 を 移動 し て も 、 結 局 ど の 群れ に も 加 入 せず 、 放 浪 し 続 け る し か な い 。 そ の

具体事例 は既 に2つ 報 告 さ れ て い る 。

• 福 島 県 で の 事 例

福 島 県福 島 市 内 に オ ト ナ ・ オ ス と 共 に 現れ た オ ト ナ ・ メ ス が捕獲 さ れ 、 発 信機 を

装着 さ れ て 近 く の 山 に 放 獣 さ れ た 。 放 獣後 、 発信 電 波 に よ り 周 辺 に 生 息 す る 複数 の

群れ に そ れぞれ短期 間 ず つ 追 随 し た が 、 翌 月 に は 周 辺 地域 に お い て 電波 が 受 信 で き

な く な っ た 。 そ れ か ら 約1 ヶ 月 後 、 こ の オ ト ナ ・ メ ス は 宮城 県 七 ヶ 宿 町 内 で確認 さ

れ 、1週 間 程 す る と 再 び電波 が 受 信 で き な く な り 、 以 降 、 消 息不 明 と な っ た 。20~30

群 の 遊動 域 な い し そ の 近 く を2 ヶ 月 以 上 に わ た っ て 延 々 と 移動 し て 行 き な が ら 、 結

局 ど の 群 れ に も 加 入 し な か っ た （ 伊沢 ，2009) 。

• 宮 城県 で の 事例

発 信機 の 装 着 を 目 的 と し て 宮 城 県 丸森 町 内 に 生 息 す る 群 れ の オ ト ナ ・ メ ス が 麻

酔銃 で捕獲 さ れ た 。 発 信機 の 装着作業 が 終 わ っ た の が 日 暮れ後 で あ っ た た め に 翌朝

に 放獣す る こ と と さ れ 、 檻 に 入 れ て 仙 台 市 内 ま で搬送 さ れ た 。 と こ ろ が 翌 朝 に こ の

オ ト ナ ・ メ ス が 檻 か ら 脱走 し 、 数 日 後 に 行方不 明 と な っ た 。 そ れ か ら 約7 ヶ 月 後 に

隣 町 の 川 崎町 内 で こ の オ ト ナ ・ メ ス が 発 見 さ れ 再捕獲 に 至 り 、 出 自 群 の 近 く で 放獣

さ れ た が 、 群 れ に は 戻 ら ず に 放 浪 を 続 け 、 約2 ヶ 月 後 に 福 島 県 二 本松 市 内 で確認 さ

れ た 以 降 は 消 息 不 明 と な っ た 。 脱 走 後 か ら 再捕獲 に 至 る ま で の 約7 ヶ 月 間 の こ の メ

ス の 動 向 は 不 明 で あ る が 、 当 時仙 台 市 内 お よ び川 崎 町 内 に は 合 わせ て10群以 上 の 群

れ が 生 息 し て い た 。 ま た 、 再捕 獲 後 の 放獣地 点 か ら 福 島 県 二本松 市 の 間 に も 複数 の

群れ の 生 息 が 確認 さ れ て い る が 、 い ずれ の 群れ に も 加入 し な か っ た （ 宇 野 ら ，2011) 。

以 上 の 事例 の 通 り 、 出 自 群 の 遊動 域 を 大 き く 離れ た 場合 に は 、 馴 染 み の な い 土 地

で 一 つ の 地 域 に 留 ま る こ と は な く 、 メ ス は 転 々 と 移動 を 続 け る こ と に な る 。 そ う な

る と 特定 の 群れ に 繰 り 返 し 遭遇 す る こ と は な く 、 群れ の 個 体 と 友好 的 な 関 係 を 築 く

こ と も 難 し く な る か ら 、 結果 的 に 群 れ に 加入 で き ず に 放浪 を 続 け る こ と に な る の で

は な い だ ろ う か。

二 つ 目 の 共通 点 は 加 入先 の 群れ の 群 れサ イ ズが 比 較 的 小 さ い （ 個 体数が 少 な い ）

こ と で あ る 。 メ ス の 加 入 時 、 「 奥新川Al群 」 は9頭 、 「 青 下 の 群れ」 は推定15頭程

だ っ た 。 群れサ イ ズ が 小 さ い場合 に は 、 メ ス が群れ に 接近す る 際 に 毎 回 同 じ 個 体 と

顔 を 合 わ せ る 可 能性 が 高 く な り 、 群 れ の 個 体 と 顔見知 り に な る ま で そ れ程 の 時 間 を

要 し な い こ と が 予想 で き る 。 群れ の 個 体数 が 多 い 場合 に は 、 群 れ に 接近す る 度 に顔
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を 合 わせ る サ ル が 異 な り 、 群れ の サ ル た ち と 顔 見 知 り に な る ま で 時 間 が か か る だ ろ

う 。 ま た 、 接 近 の 度 に 群れ の 個 体 か ら 追 い か け ら れ た り 攻 撃 を 受 け た り すれ ば 、 そ

の メ ス は 群れ と の 接近 を 避 け て 行動 す る よ う に な る の は想像 す る に か た く な い 。
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ニ ホ ンザルは地縁集団 で あ る

宮城の サル調査会 伊沢紘生

1. は じ め に

ニ ホ ンザルの群れは血縁 を基盤 と し た 母系集 団 で あ り 、 一 定の 土地 と 結び付 い た

地縁集 団 で あ る （ 伊沢，1982) 。 に も かかわ ら ず 、 群れの あ り よ う につ い て 多方面

か ら 研究 が な さ れて い る 割 に は 、 後者 に言及 し た 、 な い し 後者 を 十分考慮 に 入れた

研究 は少 な い 。 考慮 さ れ て い な い典型的 な例 が最近の “ メ ス の群れ離脱’' に 関 す る

研究や考察 で あ る(Tsu j i , Y. &Y. Sug iyama, 2014. 田 村，2016 な ど） 。

上述 し た 一定の 土地 と は群れ の行動 圏 の こ と で あ り 、 すべ て の オ ト ナ ・ メ ス （ 以

下 、 メ ス と 略す） が そ の境界 を認識で き て い て 、 かつ世代 を越 え て継承 さ れ る 。 す

な わ ち 、 血の 繋が り と 土地 と の 繋が り は 、 メ ス の生涯 を 決定づ け る 最 も 重要 な 二本

の柱 な の で あ る 。

本稿 は 、 メ ス に と っ て 地縁集 団 で あ る こ と の意味 を 、 具体的 な 事例 を通 し て 改 め

て検討す る の が 目 的 で あ る 。

2. 地縁集 団 で あ る こ と を示す金華 山 で の事例

一つ は1988年 にA群 で観察 さ れた も の だ。 詳細 は伊沢(2009b) に あ る が 、 概略 は

以 下 の通 り で あ る 。

屋久 島 で長年サル を 調査 し て い る 研究者が 金華 山 を 初 め て訪れ、A群 の第一位オ

ス （個体名 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 ） の個 体追跡調査 を 行 っ た と き だ。 屋久 島 の低地亜熱帯

林 は 日 中 で も 薄暗 く 見通 し が き わ め て 悪い か ら 、 見失 わず に個 体追跡す る に は対象

個 体の す ぐ後 ろ に び っ た り つ い て 歩かな ければな ら な い。 研究者 は屋久 島 で の調査

と 同 じ 距離 を保 ち な が ら 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 を 追尾す る 。 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 は十分人馴 れ

し た オス だが 、 背後 に い る 研究者が あ ま り に近い の で距離 を 開 け よ う と 、 海岸線 に

沿 う 形 で北東方 向 へ 、 ど ん ど ん先へ と 進む。 周 囲 に い た メ ス （ 当 時12頭） や コ ドモ

（ 当 時16頭） も 最初 は 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 に 追 随す る 。 と こ ろ が850m （ 地図 上で測 っ た

直線距離） ほ ど移動 し た 先 の 見晴 ら し の 良 い の ぶ の 浜 に 出 た と き に はすで に10数頭

に減 っ て い て （ オス 、 メ ス 、 コ ドモ を含む ） 、 さ ら に400m ほ ど先 の小 さ い砂浜 を 通

過す る 際 に は1~2頭 に減 り 、 そ こ か ら70m ほ ど先 のA群 の行動 圏 の境界 （ 急峻な岩

場） で は 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 だ け に な っ た 。 し か し 、 かれ は休ま ず に ま だ先へ と 移動 し
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図 1. A 群 の メ ス と 第 一 位 オ ス の 移 動 ル ー ト （ 丸 橋 珠 樹 氏 提 供 ）
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図2. 10月26 日 のB 1 群 の 移 動Iレ ー ト ． 原 図 は 山 口(2020)
註 ）A (14:35) : 「 タ イ ヨ ウ 」 、 「 キ ー ル 」 を 含 む メ ス23頭 （ う ち 、 メ ス7頭 ） と 、

「 ラ キ 」 を 含 む 残 り の メ ン バ ー と に 分 か れ る

「 タ イ ヨ ウ 」 集 団 は そ の ま ま 南 下 、 行 動 圏 の 境 界 を 超 え る

： こ の 時 刻 ま で に 「 タ イ ヨ ウ 」 と メ ス5頭 以 外 は す べ て 引 き 返 す

f タ イ ヨ ウ 」 集 団 は さ ら に 南 下

： 「 タ イ ヨ ウ 」 集 団 に 「 イ ツ モ 」 が 合 流

し ば し の 休 息 後 移 動 方 向 を 反 転 さ せ る

D (16:50) : 「 タ イ ヨ ウ 」 集 団 がD 群 と 近 接

… ． ． ． ． ． ． ． ． ： 細 い 点 線 はB 1 群 の 行 動 圏 の 境 界

…… • ： 太 い 点 線 は ケ ヤ キ の 堅 果 豊 作 時 のD 群 の 遊 動 ル ー ト か ら 推 定

D 群 ：D群 の 観 察 時 間 は09:57~10:25

B (15:31)

C (16: 12)

93



て い っ た 。 移 動ルー ト を 図1 に 示 し た 。 かれが 群れ に 戻 っ た の は 翌 日 で あ る 。

こ れ は メ ス が 仲 間 意識 と 頼 る 頼 ら れ る 関 係 に あ る 第 一位 オ ス に 追 随す る よ り 、 馴

染 ん だ 土地 に 留 ま る こ と を 優先 さ せ た 非 常 に 分 か り やす い 事例 で あ る 。

も う 一 つ は今 回B1 群 で10月26 日 に観察 さ れ た も の で 、 詳細 は 山 口(2020) に あ

る が 概略以 下 の 通 り で あ る 。

群れ は第 一位 オ ス （ 個 体名 「 タ イ ヨ ウ 」 ） に 追 随す る よ う にD 群 の 主 要 行動 圏 の

方へ 向 か う が 、 そ の 途 中 で 第 三位 オ ス （ 「 ラ キ 」 ） を 含 む集 団 が 追 随 を 止 め る 。 さ

ら に330m （ 地 図 上 で の 直線 距離） ほ ど 行 っ た 先 、 行動 圏 の 境界 を 少 し 越 え た 所 ま で

に 「 タ イ ヨ ウ 」 と メ ス5頭以 外 はすべ て 引 き 返 す。 そ し て 、 境界 か ら550m ほ ど行 っ

た 先 で2週 間 余 り 不在 だ っ た 第 二位 オ ス （ 「 イ ツ モ 」 ） が 合流。 そ の 時刻 、 朝 は 南 に

い たD 群 がB] 群 よ り 北 に 移動 し て い た た め と 思 わ れ る が 、 「 イ ツ モ 」 が 合 流 し た

そ の 小集 団 は移動 方 向 を 反 転 さ せ てD群 の 方 に 向 か う （ 図2) 。

B ] 群 の 本体 は 翌 日 は 自 ら の 主要行動 圏 へ 向 か う が 、 本体27頭の 中 に 「 タ イ ヨ ウ 」

も 「 イ ツ モ 」 も い な か っ た 。 かれ ら2頭 は そ の 後 調 査 終 了 の11 月9 日 ま で群 れ に 戻 っ

て 来 な か っ た 。 な お 当 時 のB1 群 の 個 体数 と 構成 は 山 口(2020) に あ る 。

こ の 事 例 は メ ス5頭 が 境界 で 引 き 返 さ な か っ た 点 で 、 先 のA群 の 事例 ほ ど鮮や か

で は な い よ う に 見 え る 。 し か し 、A群 の 場合 は すべ て の メ ス が 「 キ ヨ シ ロ ウ 」 の 背

後 を 歩 く 研究者 か ら 身 の危 険 を 全 く 感 じ て い な い か ら 、 境界 を 越 え る ま で の適 当 な

所で 引 き 返 し た の で あ り 、 一方B 1 群 の 場合 は 何頭 か の メ ス が 「 タ イ ヨ ウ 」 か ら 離

れ る と 群 れ外 オ ス か ら の 攻 撃 を 直 に 受 け る 身 の 危 険 を ひ し と 感 じ て い た か ら だ と

推測 さ れ 、 両者 で置 かれ た 状況 が 非 常 に 異 な る こ と を 考慮すれ ば、BI 群 の 事例 も

メ ス が 地縁集 団 で あ る こ と を 良 く 示 し て い る と い え る 。

3. 行動 圏 を 出 る と 群れ に は 戻れ な い と い う 金華 山 で の 事例

こ こ で紹 介す る の は 前 章 と は 正反 対 で 、 メ ス が1頭 だ ろ う と 数頭 の 小集 団 だ ろ う

と 群 れ の行動 圏 を 離れ て し ま い 、 一 定期 間 が 経過 す る と 再び群れ に は戻れ な い と い

う 事例 で あ る 。

一 つ は 、2003年 か ら2005年 に か け て の 交尾期 にB2 群 が 崩 壊 し た と き の 事例 で あ

る 。 事 の 詳 細 は伊 沢 • 佐藤(2004) と 伊沢 ほ か(2008) 、 伊沢(2020) に あ る が 、

15頭 い た メ ス の う ち2003年 に は6頭 、2004年 に は3頭 、2005年 に は2頭 が 群れ か ら 消

失。 消 失個 体 の う ち 何頭 か は群れオ ス か群れ外 オ ス の 攻撃 で 大怪我 を 負 い 、 そ れ が

原 因 で 死 亡 し た と 思 わ れ る が 、 何頭 か は 群れ外 オ ス に 追 随す る 形 で行動 圏 か ら 出 て
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し ま っ た た め 群 れ に 戻 れ な か っ た 。 そ の う ち2004年 に 行 動 圏 を 出 た2頭 の メ ス （ う

ち1 頭 は 子 持 ち ） は 、 そ の あ とD 群 とB1 群 の 行 動 圏 の 重複 地域 に 定着。2006年春 に

は2頭 と も 出 産 す る が 、1頭 は そ の 年 に 、 も う1 頭 は 翌 年 に 行 方 不 明 に な り 、 消 失 （ 死

亡 ） し た と 判 断 さ れ た （ 詳 細 は 伊 沢 ，2009a を 参 照 ） 。

も う 一 つ は 、2015年 にD 群 か ら10~11頭 の 集 団 （ う ち メ ス は4頭 ） が 分 派。 行 動 圏

か ら 離れ て 島 の 北 方 へ 向 か っ た あ と 、B2 群 の 主 要 行 動 圏 の 一 角 に 定着 （ こ の 段 階

で 分 派 で は な く 分 裂 ） 。 そ の 後 し ば し ばB2 群 に 付 かず 離れ ず の 日 々 を 送 っ て い た

が 、 次 第 に 数 が 減 っ て い き （ こ の 集 団 の メ ン バ ー の う ち メ ス2頭 と コ ド モ2頭 の 死 体

が 回 収 さ れ て い る ） 、2017年 に は 消 滅 し た と い う 事例 で あ る （ そ の 詳 細 は伊沢(2017)

と 伊 沢(2019) に あ る ） 。

こ の よ う に 、 群 れ は 地 縁集 団 で あ る か ら こ そ 、 た と え 金 華 山 の よ う に 面積 が わ ず

か10k祉 弱 の 小 さ い 島 で 、 か つ そ こ に6群 が ひ し め き あ う よ う に 生 息 し て い よ う と 、

地縁 か ら 離 れ て し ま う と 悲 惨 な 運命 を 辿 ら ざ る を 得 な い こ と が う か が え る 。

4. 電波 発 信機 は な ぜ メ ス に 装 着 さ れ る の か

前 章 ま で は 、 金 華 山 で 観 察 さ れ た 群 れ が 地縁集 団 で あ る こ と を 証拠付 け る 事例 だ

が 、 こ の 章 か ら は 内 陸部 の 野 生 ザル で観 察 さ れ た 事例 を 述 べ る 。

そ の 事例 に 入 る 前 に 、 農 作 物 被 害 を 頻発 さ せ て い る 群 れ （ 以 下 、 被 害 を 猿 害 と 呼

び 、 群 れ を 猿害群 と 呼ぶ ） の メ ス に 、 な ぜ電 波 発 信機 を 装 着 す る の か に つ い て 述 べ

る 。

今 日 で は 全 国 ど こ で も 猿 害 防 除 対 策 の 一 つ の 手 段 と し て （ 群 れ の 状 態 を モ ニ タ リ

ン グ す る た め ） 、 電 波 発 信機 （ 以 下 、 テ レ メ と 呼ぶ ） を メ ス に 装 着 す る こ と が ご く

普 通 に 行 わ れ て い る 。 テ レ メ を 装 着 す る に あ た っ て は 、 ま ず箱 罠 か麻 酔銃 で メ ス を

捕 獲 す る 。 捕 獲 後 は 麻 酔薬 を 注射 し て 眠 ら せ 、 テ レ メ の つ い た 首 輪 を は め る 。 そ の

際 年 齢 が 若 す ぎ る と 、 成長 す る に し た が っ て 首 回 り が 太 く な っ て 首 輪 が 首 を 締 め 付

け る よ う に な る か ら 、 身 体 的 成長 が 止 ま っ た メ ス が 選 ばれ る 。 そ し て 装着 後 は 麻 酔

が 覚 め る(1 時 間 ほ ど ） の を 待 っ て 捕獲 し た 場所 で 放獣 す る 。

テ レ メ の 装 着 が オ ス で は な く メ ス な の は 、 メ ス は 生 涯 そ の 群 れ か ら 出 な い こ と と 、

捕 獲 場所 で放つ の は 群 れ が そ の 時 期 頻繁 に利 用 し て い る 地域 で あ り （ だ か ら 捕 獲 し

やす い ） 、 そ こ で 放 獣 すれ ば メ ス は 必 ず 群 れ に 戻 る こ と の 二 つ が 、 確 固 と し た 前提

に あ る か ら で あ る 。
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メ ス が 群 れ を ‘‘ 離 脱 ” し た り 他 群 に “ 移 籍 '’ し た り す る こ と が よ く あ れ ば

(Tsu j i , Y. &Y. Sug i yama, 2014) 、 装着作業 を す る 人 間 側 は 、 少 し は 心 配 し た り 不 安

を 感 じ た り す る は ず な の に 、 そ の よ う な 声 は ど こ か ら も 聞 こ え て こ な い 。 合 同 会社

東 北 野 生 動 物 保 護 管 理 セ ン タ ー は 宮 城 県 や仙 台 市 を は じ め い く つ も の 自 治 体 か ら

の 委 託 を 受 け て 、 こ れ ま で500頭余 り の メ ス に 上記 し た 要領 で テ レ メ を 装 着 し 放 獣

し た が 、 た だ の 一 例 も 群れ に 戻 ら な か っ た こ と は な い （ 代表 の 宇 野 壮春 氏 ， 私信 ） 。

隣接 す る 山 形 県 で も こ れ ま で 同 程度 の メ ス に テ レ メ を 着 け て 放 し て い る が 、 や は り

戻 ら な か っ た 例 は な い と の こ と （ 宇 野壮春 氏 の 聞 き 取 り 情 報 ， 私 信 ） 。 ニ ホ ン ザル

は 地縁集 団 な の だ か ら 当 然 の こ と だ。

5. 行動 圏 か ら 離れ た 場所 で 放獣 さ れ た メ ス の 行 方

前 章 で 述べ た よ う に 行 動 圏 内 に放獣 さ れれ ば 、 テ レ メ 装着 メ ス は 必 ず群れ に 戻 る 。

し か し 、 誤 っ て 異 な る 土地 に 放獣 さ れ た り し た 場合 は ど う な る の か 。 以 下 に 二 つ の

事例 を 紹 介 す る 。

一 つ は2005年11 月 、 福 島 市 の 市街地 に 突然 現れた コ ン ソ ー ト ・ ペ ア の メ ス で 、 詳

細 は 伊沢(2009b) に あ る 。 概略 は 、 テ レ メ を 装着 さ れ た そ の メ ス は 、 福 島 市 よ り 南

の ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン （ 伊 沢 ほ か ，2005. 行動 圏 が た が い に 重 複 し て い る 群れ分布 の

集 中 ） の い ずれ か の 群れ の サル と 後 に 判 断 さ れ る が 、 出 現 し た 地 点 か ら は よ り 近 い

北 の ポ ピ ュ レ ー シ ョ ン （ 飯 坂 温泉 の 背後 に 生 息 す る5群 ） か ら 来 た と そ の 時 は判 断

さ れ 、 そ の 地域 に 放獣 さ れた 。 結果 と し て メ ス は 、 飯 坂 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン 内 を 通 過 、

北 へ 向 か い 、 中 津川 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン 内(10群 ） を 移動 し て 宮城 県 に 入 り 、 そ こ か

ら 阿武 隈川 左 岸 の 大 き な 支 流 白 石川 に 沿 う 形 で西 か ら 東 へ （ 白 石川 の 上 流 か ら 下 流

へ ） 二 つ の ポ ヒ゜ ュ レ ー シ ョ ン 内 （ 計10群 ） を 通過 。 結局 い ずれ の 群れ に も 加入 で き

ず に2月 中 旬 以 降 消 息 が と だ え た 。

も う 一 つ は 、 テ レ メ 装着後 、 麻酔 か ら 覚 め る ま で に 日 が暮れ て し ま っ た こ と と ア

カ ン ボ ウ を 持 っ て い る こ と で 翌 朝 放獣す る こ と に し て 隔離。 そ し て 翌朝 、 捕獲 地 点

ま で 運送す る 檻 に 移す際 に 脱走 し た 事例 で あ る 。 詳 細 は 宇野 ら(2011) に あ る 。

そ の メ ス は2009年6月 に 宮城県 南 西部 で 捕 獲 さ れ た が 、 脱 走 し た の は仙 台 市 西 部

丘 陵 地帯 で あ る 。 メ ス は脱 走 し た 地域 に し ば ら く 留 ま る が 、 そ の 後 群れ が 連続分布

す る （ 仙 台 ・ 川 崎 ポ ヒ° ュ レ ー シ ョ ン ） 南 西方 向 に 向 かい 、 電波 が 受信 で き な く な る 。

そ れ が7 ヶ 月 後 に 所在 が わ か る （ 脱 走地 点 か ら 直線 で14km ほ ど ） 。 メ ス は そ こ か ら

は 東 へ 向 か い 、 約10km移動 し た 地 点 で2010年2月 に 再捕獲 さ れ る 。 捕獲後 は 直 ち に
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捕 獲 群 （ メ ス の 出 自 群 ） の 行 動 圏 内 に 放 獣 （ そ の と き 群 れ は500m ほ ど 離れ た 地 点 に

い た ） 。 し か し メ ス は 出 自 群 に は 戻 れ ず 、 そ こ か ら 阿武 隈 川 を 渡 っ て 南 西 方 向 に 移

動 。4月 に 入 っ て 福 島 県 二 本松 市 で 電 波 が 確 認 さ れ た が 、 ま だ 単 独 で 行 動 し て い た

(1 歳 に 成 長 し た コ ド モ も 健在 ） 。

以 上 二 つ の 事例 か ら は 、 い ずれ も 人 為 的 な ミ ス で 起 こ っ た こ と な の だ が 、 行 動 圏

か ら 離 れ る と 、 時 間 の 経過 と 共 に 群 れ に は 戻 れ な く な り 、 か と い っ て 見 知 ら ぬ 土 地

で は 見 知 ら ぬ他 群 へ の 加 入 も で き ず 、 ひ た す ら 単独 で さ す ら う 以 外 に 生 き 延 び る 道

の な い こ と が 分 か る 。 た だ し 、 さ す ら う と い っ て も 、 移 動 の 仕 方 は 群 れ外 オ ス と は

異 な り 、 一 ヶ 所 に し ば し 留 ま る こ と と 一 気 に あ る 距離 を 動 く こ と を 繰 り 返 す と い う

特徴 が あ る 。

6. 行 動 圏 に 留 ま っ た メ ス の 他 群 へ の 加 入

前 章 で 述 べ た こ と と は 逆 の 場合 で 、 大 量捕 獲 後l頭 だ け に な っ た メ ス が そ れ で も

な お 出 自 群 の 行動 圏 に 留 ま り 続 け た こ と で 、 し ば ら く し て そ こ に 進 出 し て き た 隣接

群 に 加 入 で き た と い う 事例 で あ る 。 詳 細 は 本 号 の 関 ・ 筒 井(2020) に あ る 。

こ れ と 類似 の こ と は 屋 久 島 の 野 生 ザ ル で も 三 例 見 ら れ て い て 、 そ れ ぞれ の 状 況 に

つ い て は伊沢(20096) に ま と め ら れ て い る の で こ こ で は 省 略 す る が （ 金 華 山 のB2

群 崩 壊 と 同 様 の こ と が 起 き て い た と 推測 さ れ る ） 、 群 れ が 消 滅 す る と い う 特殊 な 過

程 で 行 動 圏 に 残 っ た （ 残 さ れ た ） メ ス が 、 そ こ に 行動 圏 を 拡 大 し て き た 隣接群 に 加

入 し た と い う も の で 、 関 ・ 筒 井(2020) に 類似 の 事例 と い え る 。

で は 、 ど う し て 行 動 圏 に 留 ま っ た メ ス は 、 そ こ に 進 出 し て き た 群 れ に 加 入 で き た

の か 。 理 由 と し て 筆 者 は 以 下 の よ う に 考 え て い る 。 す な わ ち 、 生 ま れ て か ら ず っ と

馴 染 ん で き た 土 地 （ 行 動 圏 ） に 留 ま っ て い る と い う こ と は 、 そ の メ ス は① い つ 、 ど

こ へ行 け ば好 む 食 物 が 手 に 入 る か が 分 か っ て い る 、 ② 手 に 入 る と い っ て も 、 そ こ は

危 険 な と こ ろ か 、 も し 危 険 な ら ど う い う 類 い の 危 険 な の か も 分 か っ て い る 、 ③食 物

の あ る 所 ま で の 安 全 な 移 動 ル ー ト も 分 か っ て い る 、 ④ 突 発 的 な 危 険 に 対 し て も 瞬 時

に 逃 げ込 め る 場所 が 分 か っ て い る 、 ⑤ 日 々 の 天 候 の 変 化 や 季節 ご と の 気 候 の 変 化 に

十 分 対 処 で き 、 夜 間 の 危 険 も 避 け ら れ る 安 心 、 安 全 な 泊 ま り 場 も 分 か っ て い る 、 と

い う こ と に な る 。

そ う す る と 、 そ の メ ス は た っ た1 頭 で い る こ と の 心 も と な さ や 寂 し さ は も ち ろ ん

あ る だ ろ う が 、 そ れ よ り 、 隣接 群 が 進 出 し て き た と き 、 先 の ① ～ ⑤ で 述 べ た こ と に
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よ っ て 、 精神 的 に は余裕 を も っ て 、 冷 静 に 、 そ れ な り に 悠然 と 隣接群 に 対応 で き 、

と き に 追 随 し た り 、 と き に 距離 を 置 い た り が か な り 自 由 に で き る はず だ。

サ ル で は 不安や恐I布 や苛 立 ち と い っ た感 情 が 表 情や行動 に 出 る と 、 往 々 に し て 相

手 の 敵意 を 掻 き 立 て て し ま う も の だ。 一 方 で進 出 し て き た 群 れ の サ ル に と っ て も 、

そ の メ ス に 頼 れ ば美 味 な 食 物 の あ り かや危 険 へ の 回 避や安全 な 泊 ま り 場 が 分 か る

こ と を 、 そ の メ ス に 注 目 す る こ と で 学習 し て い く だ ろ う 。

そ の よ う な 、 日 常 的 な つ い て 行 く 行動 や気 に し 合 う 行動 を 通 し て 両者 に は仲 間 意

識 が 芽生 え 、 頼 る 頼 ら れ る 関係 が 成 立 し て い く も の と 考 え ら れ る 。 そ の 段階 に 達 し

た ら 、 そ の メ ス は も う 隣接群 の 一 員 に な っ た と い え る 。
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付 ・ 用 語 に つ い て の 解説

宮城 の サ ル調 査会 伊沢紘 生

そ の1. 移動 と 遊動

最 近 の 著 作 物 や邦 文 論 文 等 を 読 ん で い て 気 に な る の が 、 「 遊動 」 と い う 用 語 を 「 移

動 」 と 同 義 で使 っ て い る 点 だ。 し か し 、 ニ ホ ン ザル学 （ 以 下 、 サ ル学 と 略す ） で は

当 初 か ら 両者 の 意 味す る 内 容 は 異 な っ て い た 。

移動(movemen t ) は 生 物 学 で は ニ ホ ン ザル （ 以 下 、 サ ル と 略す ） に 限 ら ず 人 に も

動 物 に も 広 く 使 わ れ 、A地 点 か らB 地 点 へ体 を 動 かす （ 位置 を 変 え る ） こ と で あ る 。

サ ル の 場合 は 群 れ を 作 っ て 生 活 し て い る か ら 、 移動 は個 体 の み な ら ず群れ に 対 し て

も 使用 さ れ る 。

一 方 の 遊動 （nomad ism) は 、 初 め は 「 遊牧」 と い う 用 語 だ っ た 。 サル学黎 明 期 を

飾 る 名 著 、 伊谷 純 一 郎 著 『 日 本 動 物 記2 ・ 高 崎 山 の サル』 (1954) と 河合雅雄著 『 ニ

ホ ン ザル の 生 態 』 (1963) の 冒 頭部 分 に こ の 用 語 が 出 て く る 。

遊牧 と は 、 ウ シや ヒ ッ ジ 等 の 家 畜 を 一 定 の 土地 に 定着 さ せず 、 水 や牧草 を 追 っ て

移動 さ せ な が ら 飼 育 す る 牧 畜 の 一 形態 を い う 。 そ し て 、 サ ル は 日 本 に 生 息す る 野 生

哺 乳類 の 中 で 唯一 、 常 時 メ ン バ ー の 安定 し た ま と ま り の あ る 群れ で 生活 し （ 複雄複

雌群 で 個 体数 も50頭 と か100頭 で 非 常 に 多 い ） 、 群 れ は 日 々 、 な い し 周 期 的 に 、 あ る

い は 季節 ご と に 、 好 む食 物 が 豊 富 に あ る い く つ か の 場所 を 規則 性 を も っ て 移動 し 、

そ れ が 繰 り 返 さ れ る 。 こ の パ タ ー ン化 さ れ た 動 き が 遊牧 と 類似す る の で 、 サ ル学初

期 に は そ う 呼 ばれ た の で あ る 。 戦前 、 戦 中 に 大 陸 で遊牧 民 の研究 を 行 っ た サ ル学 の

始祖 、 今 西 錦 司 博 士 の 著 書 『遊牧論 そ の ほ か 』 (1948) の 影響 も あ っ て の こ と だ。

そ の 後1960年代後 半 に な っ て 自 然状態 で の サ ル の研 究 が 進 み 、 群れ の 移動様式 が

遊牧 と は い さ さ か異 な る こ と が 分 か っ て き て 、 現在 の 遊動 と い う 用 語 に 変 更 さ れ る

が 、 意 味 す る 内 容 の 根本 は 変 わ ら な い 。 す な わ ち 、 遊動 と は 群れ生活 の あ り よ う を

表 現 す る 用 語 な の で あ る 。 当 然 の こ と だ が 個 々 の サル に 対 し て は使 わ な い 。 ま た 「 遊

動 生活 」 と い う 用 語 は （ サ ル学初 期 に は 「 遊牧生活 」 と い っ た ） 、 そ の よ う に 暮 ら

す群れ の 日 常 を 意 味す る 。

く 引 用 文献 ＞

伊谷純一郎(1954) 『 日 本動物記2. 面崎 山 の サル』 光文社 ， pp.284

今 西錦司(1948) 『遊牧論そ の ほ か』 秋 田 屋 ， pp . 264

河合雅雄(1963) 『 ニ ホ ンザルの 生態』 河 出 書房 ， pp.344

100



そ の2. 遊 動 域 と 行 動 圏

移 動 と 遊 動 の 違 い と 同 じ く 、 「 遊 動 域 」 と 「 行動 圏 」 （ な い し 「 行動 域 」 ） を 区

別 な く 使 用 し た り 、 概念 上 明 確 な 違 い が あ る の に 遊 動 域 と い う 用 語 だ け で 済 ま し て

い る 著 作 物 や 邦 文 論 文 等 も 最 近 目 立 つ 。 中 川(2017) は 編 著 『 日 本 の サ ル 』 の 序章

で 、 サ ル 学 と 哺 乳 類 学 の 交 流 の 進 展 を 期 待 し て 用 語 の 統 一 を 提 言 し 、 そ の 一 つ と し

て サ ル 学 で は 馴 染 み の 遊 動 域 を 哺 乳 類 学 で よ く 使 わ れ る 行 動 圏 に 統 一 す る と 述 べ

て い る が 、 そ れ は い さ さ か 無 茶 と い う も の だ 。

先 の 遊 動 （ 遊 牧 ） の 説 明 で 引 き 合 い に 出 し た 伊 谷 博 士 と 河合 博 士 の 両 著 書 と も 、

遊 動 生 活 （ 遊 牧 生 活 ） で 使 わ て い る 地 域 を 遊動 域 （ 遊 牧 域 ．nomadic range) と 呼

び 、 群 れ が 何年 も 利 用 し て 馴 染 ん で い る 地 域 の 全体 を 行 動 域 と 呼 ん で 区 別 し て い る 。

筆 者 は 遊 動 域 と 行 動 域 が 字 面 や発 音 が 類似 す る こ と に よ る 混 乱 を 避 け る た め と 、 哺

乳 類 学 で は 上 記 し た と 同 じ 意 味 で 普 通 に 使 わ れ て い る の で 、 行 動 域 と い う 用 語 で は

な く 行 動 圏 の 方 を 用 い て い る 。

と こ ろ で 遊動 域 に つ い て だ が 、 こ れ は 人 為 的 に 条 件 を つ け た 上 で 境界 の 線 引 き が

可 能 な 地 域 で あ る 。 例 え ば 、 調 査 期 間 中 の 遊動 域 と か （ 研 究者 の 勝 手 ） 、 こ の 春 の

遊 動 域 （ 季節 ご と ） 、 キ イ チ ゴ の シ ー ズ ン の 遊 動 域 （ 主 要食 物 の 違 い ） な ど と 、 さ

ま ざ ま に 使 わ れ る 。

一 方行 動 圏 に つ い て は 、 日 本 に 生 息 す る 陸 生 哺 乳 類 で は 単独 かペ ア 型 の 社 会 を 持

ち 、 か つ な わ ば り を 持 つ 種 が 多 く 、 サ ル の よ う に 大 き な 集 団 を 作 っ て 遊動 生 活 も し

て い な い か ら 、 個 体やペ ア ご と の 利 用 地域 を 表 現す る の に こ の 用 語 だ け で 十 分 だ ろ

う 。 と こ ろ が サ ル の 場合 は 、 果 実 や 堅 果 の 稔 り 具合 が 年 々 異 な る （ 豊 凶 が あ る ） 日

本 の 自 然 に 合 わ せ 、 年 に よ っ て は 利 用 さ れ な い 地域 が あ る 。 し か し 、 数年 と い う タ

イ ム ス ケ ー ル を と れ ば 、 そ こ も こ れ ま で に 何度 も 使 っ た こ と の あ る 、 メ ス に と っ て

は 馴 染 み切 っ た 土 地 で あ る 。 そ の よ う な 馴 染 み の 土 地 全体 を 行 動 圏 と 呼 び 、 行 動 圏

は 群 れ の メ ン バ ー に よ っ て 世 代 を 越 え て 継 承 さ れ る が 、 だ か ら と い っ て 不 変 で は な

く 、 群 間 関 係 、 と く に 隣接群 と の 関 係 の 中 で ゆ る や か に 変 化 す る 場合 も 多 い 。 い ず

れ に せ よ 、 こ の 土 地 と の 結 び付 き こ そ 群 れ が 地 縁集 団 で あ る 所 以 で あ る 。

当 然 の こ と な が ら 行 動 圏 の 方 が 遊動 域 よ り 広 く 、 境 界 の 線 引 き は 遊動 域 と は 違 っ

て 研 究 者 で は な く サ ル の 側 が し て い る 。

く 引 用 文 献 ＞

中 川 尚 文(2017) 『 日 本 の サ ル ・ 哺乳類学 と し て の ニ ホ ン ザル研究』

辻 ・ 中 ）1|編著 ． 東京大 学 出版会 ， pp . 328
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そ の3. 家 系 の “順位” と は

も う 一 つ 気 に な っ て い る の が 家 系 の “ 順位 ” と い う 用 語 が 頻繁 に 使 わ れ て い る こ

と だ。 順位 と は 競争原理 に 基 づ く 個 体 間 の 優位 ・ 劣位 の 序列 を い う が 、 オ ス の 個 体

間 と 違 っ て メ ス の 家 系 （ 母 系 血縁集 団 ） 間 の “ 順位” の 形 成 が 基本 的 に 何 に よ る か

は 、 こ れ ま で あ ま り 問 題 に さ れ て こ な か っ た 。

筆者 は 家 系 間 の 強 い 弱 い の 関係 で 最 も 重 要 な の は数 の 多少 だ と 考 え て い る 。 家 系

の 構成員 の う ち メ ス の 数 が 多 け れ ば多 い ほ ど 、 群れ の 中 で は優位 に 振舞 え る 。 多 勢

に 無 勢 と い う 言 葉 通 り に で あ る 。 そ う す る と 、 家 系 間 の 強 弱 関 係 は 遺伝 の 法則 と 偶

然 の 二 つ に 依 拠 し て い る こ と に な る 。 生 ま れ る ア カ ン ボ ウ が オ ス か メ ス か は 遺伝 的

に 二 分 の 一 の 確 率 で あ り 、 そ の メ ス が メ ス の ア カ ン ボ ウ を 産む か オ ス の ア カ ン ボ ウ

を 産 む か は 偶 然 の 産 物 だ か ら で あ る 。 例 え て い え ば 、 あ る メ ス （ 以 下 、A と 呼ぶ ）

は 偶 然 メ ス の ア カ ン ボ ウ を3 回 続 け て 出 産 し た と す る 。 そ う す る と3頭 目 の ア カ ン ボ

ウ を 産 ん だ5~6年 後 に は 自 ら を 含 め て4頭 （ オ ト ナ と ワ カ モ ノ の メ ス の 数 で 、 コ ド

モ や ア カ ン ボ ウ の 数 は 除 く ） の 血縁集 団 （ 家系 ） が 誕生 す る 。 一 方 オ ス を3 回続 け て

産 ん だ メ ス （ 以 下 、B と 呼ぶ ） の 方 は 、 オ ス の ほ と ん ど は 思春期 （ ワ カ モ ノ 期 ） に

群 れ を 離脱す る か ら1 頭 の ま ま で あ る 。 そ の 結果数 は4対1 と な り 、 当 然A家系 がB

家 系 よ り 強 く な る 。 し か も 、 い っ た ん数 の 差 が 生 じ る と 、A家 系 で は娘 も 次 々 に 出

産 可 能 な 年齢 に 達す る か ら 、 数 の 差 は さ ら に 開 き 、 家 系 間 の 強 弱 関係 は よ り 顕著 に

な る 。 そ の 上 、 無 勢 なB 家 系 の メ ス 自 身 や そ の コ ド モ や ア カ ン ボ ウ は 、 多勢 なA家

系 に 比 べ て 特 に 交 尾 期 、 群れ の 中 心 オ ス や群れ外 オ ス の 激 し い 攻 撃 に よ っ て 大怪我

を 負 っ た り 、 そ れ が 原 因 で 死 亡 す る こ と が 多 い の で 、 な お の こ と だ。

ま た 、 そ の メ ス が 多 産 か少 産 か と い う メ ス の 生理 的 な 個 体差 も 三つ 目 の 要 因 と し

て 挙 げ ら れ る が 、 そ の 点 の 考慮 は こ こ で は省 く 。

そ し て 、 メ ス の 数 で決 ま る 家系 間 の 強 弱 関 係 に “ 順位” と い う 用 語 が ご く 普通 に

使 わ れ る こ と に 、 筆者 は ど う に も し つ く り こ な い 。 サ ル学 で こ れ ま で使 われ て き た

用 語 の う ち か ら 選 ぶ と し た ら 「 上位 」 と 「 下位 」 が ‘‘ 順位” よ り は ま だ ま し な よ う

に 思 う 。 メ ス の 数が 多 い （ し た が っ て 家 系 の 数 も 多 い ） 大 き な 群 れ で は 、 あ い だ に

「 中 位 」 を 入 れ て 三 区分 す る ぐ ら い が 適 当 で は な い か。 ま た 、 群れ の ま と ま り を 支

え る 頼 る 頼 ら れ る 関 係 に お い て 、 オ ス で は 中 心 オ ス の う ち で も 第 一位 オ ス の 影轡 が

大 き い と 同 様 、 メ ス で は 上位家系 の う ち で も 頭数 が 最 も 多 く 、 他 の 家 系 の メ ス に優

位 に （ 偉 そ う に ） 振舞 う 家 系 の 影響 が 大 き い か ら 、 そ の 家系 は 「 最上位家 系 」 と 呼

ん だ ら い い の で は な い か。
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た だ し 、 家 系 間 の 強 弱 関 係 を 問 題 に す る と き に は 、 ま ず は そ の 群 れ に い く つ 家 系

が あ る か と 家 系 ご と の メ ス の 数 を 明 記 す る こ と が 必 要 だ ろ う 。

金 華 山 のA 群 で は1983年 か ら 今 日 ま で の37年 間 で 、 最 上位 家 系 が 入 れ替 わ っ た の

は1 度 だ け で 、 や は り メ ス の 数 の 多 少 が 原 因 と い う （ 藤 田 ，2015) 。A群 と 同 様 に 長

期 に わ た っ て 調 査 さ れ て い るB1 群 で も1 回 だ け 、 当 時 六 つ あ っ た 家 系 の う ち 上位 の

3家 系 と4番 目 の 家 系 と の 間 で 強 弱 関 係 が 入れ替 わ り 、 原 因 は や は り 構成 員 の 数 だ っ

た と い う （ 風 張 ほ か ，2014) 。 メ ス の 数 が 多 い 群 れ で は 、 よ ほ ど の こ と （ 異 常 気 象

に よ る 大 藷 死やB1 群 とB2 群 で 起 き た 異 常 な 事 態 な ど ） が な い 限 り 、 最 上位 家 系 は

非 常 に 安 定 し た 存在 で あ り 、 そ れ が 核 と な っ て 群 れ も 長 い 年 月 安 定 し て い る と い え

る 。 ま た 下 位 家 系 に つ い て は 、 家 系 ご と に メ ス1 頭 だ け と か 、2頭 と か3頭 と い っ た 場

合 が 多 く 、 そ う な る と 家 系 間 の 強 弱 は 数 の 多 少 よ り1 頭l頭 の メ ス の 性格 （ 気 が 強 い

と か ） や過 去 の 他 の メ ス と の 個 体 関 係 な ど に 左 右 さ れ る 場合 も あ る 。 そ れ で も 下位

家 系 間 の 強 弱 は 群 れ の ま と ま り の あ り よ う に は 大 き な 影 響 を 及 ぼす こ と が な い か

ら 、 取 り 立 て て 問 題 に す る ま で も な い だ ろ う 。

一 方 、 同 じ 金 華 山 の 、1992年 にC 群 が 分 裂 し て 誕生 し たC2 群 は 、A群やB]群 と

比 べ 個 体数 が 少 な い （ し た が っ て メ ス の 数 も 少 な い ） 群 れ で あ る 。 こ の よ う な 群 れ

だ と 、 調 査 さ れ た1999年 ～2014年 の15年 間 で 、 は じ め 八 つ あ っ た 家 系 の う ち 一 番 下

位 の 家 系 が2回 の 強 弱 関 係 の 変 動 を 経 て 最 上位 家 系 に な っ た り 、 八 つ の う ち 四 つ の

家 系 が 消 滅 し た り と 、 家 系 ご と の 個 体数 の 増 減 で い ろ い ろ な こ と が 起 こ り 易 い と い

え る （ 川 添 ，2015) 。 ち な み にC2 群 の1 頭 の メ ス は 続 け て 出 産 し た ア カ ン ボ ウ5頭

の す べ て が オ ス だ っ た こ と が 記録 さ れ て い る （ 川 添 ，2015) 。 偶 然 の 結果 と し て 現

実 に も こ の よ う な こ と が 起 こ る の だ。

も う 一 つ 、 家 系 に 関 し て 問 題 に な る の は 上位 家 系 、 と く に 最 上位 家 系 の 、 家 系 内

で の メ ス 個 体 間 の 強 弱 関 係 で あ る 。 す な わ ち 、 何頭 も い る メ ス の 中 で誰 が 一 番 偉 そ

う に 振舞 い な が ら も 一 番 頼 ら れ る 存在 な の か と い う 点 で あ る 。 し か し 、 家 系 の “順

位 ” と い う よ り 、 群 れ の メ ス 間 の 個 体 関係 と い う 側 面 も 強 い か ら 、 こ こ で は 省 く 。
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